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平成30年10月17日発行（3） 第119号

　チ
リ
ン
チ
リ
ン
！
鐘
の
音
が
鳴
る
と
給
食
の

時
間
が
ス
タ
ー
ト
！
我
が
園
の
給
食
の
時
間
は

0
歳
児
〜
5
歳
児
ま
で
の
全
ク
ラ
ス
が
1
つ
の

ラ
ン
チ
ル
ー
ム
で
食
事
を
し
て
い
ま
す
。
多
少

の
時
間
差
は
あ
り
ま
す
が
、
全
員
同
じ
所
で
食

事
を
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
達
が
見
て
学
び
、

刺
激
を
受
け
ら
れ
る
環
境
に
な
っ
て
い
ま
す
。

手
づ
か
み
食
べ
を
す
る
子
の
側
に
は
ス
プ
ー
ン

を
使
う
子
。
ス
プ
ー
ン
を
使
う
子
の
側
に
は
箸

を
持
つ
子
。
と
配
置
も
工
夫
し
意
欲
へ
と
つ
な

げ
、
確
立
へ
と
導
い
て
ま
す
。

「
多
い
の
下
さ
い
」
「
少
な
い
の
下
さ
い
」
と

完
食
で
き
る
量
を
自
己
申
告
し
て
い
ま
す
。
自

分
で
考
え
た
量
な
の
で
全
員
が
完
食
！
完
食
で

き
た
満
足
感
が
子
ど
も
達
の
意
欲
を
更
に
刺
激

し
、
お
か
わ
り
も
大
行
列
で
す
。
又
、
個
人
差

が
大
き
い
離
乳
食
も
一
人
ひ
と
り
に
合
わ
せ
た

形
で
提
供
し
て
お
り
、
咀
嚼
・
嚥
下
機
能
の
発

達
を
促
し
て
い
ま
す
。
美
味
し
く
楽
し
く
食
べ

る
！
基
本
的
な
こ
と
で
す
が
、
子
ど
も
達
に

と
っ
て
よ
り
よ
い
環
境
が
提
供
で
き
る
よ
う
、

職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

楽
し
い
給
食

デ
ュ
ラ
ン
タ
保
育
園（
南
区
）  

　
　
　

主
任
保
育
士

　白
水 

彩
華

福岡市保育士会職員研修大会福岡市保育士会職員研修大会
ねらい：保育園職員として元気に活躍している仲間のつどい
（福岡市の子どもの笑顔は、私たちの幸せ・先生の元気は、子どもの幸せ）

ねらい：保育園職員として元気に活躍している仲間のつどい
（福岡市の子どもの笑顔は、私たちの幸せ・先生の元気は、子どもの幸せ）

平成30年12月2日（日）9：30～12：00

★保育園の出張ではなく福岡市私立保育士会の催しです
★会員の皆様全員にエプロンを記念品として準備しています
★当日参加の皆さんにはトートバッグのプレゼントを用意しています
★当日くじ引きの景品を沢山準備しています

内田 美智子 さん

日時

09：00　開場
09：30　開会
　　　　・保育士の歌
　　　　・全国保育士倫理綱領
　　　　・理事長挨拶
　　　　・会長挨拶
10：00　徳永怜子＆ビジョンズ（Visions）絵本読み聞かせ
10：20　講演
　　　　　助産師　内田 美智子氏（自分の命・子どもの命の大切さ）
11：20　KBCアナウンサー西田たかのりさんとソフトバンク選手トークショー
　　　　（野球選手の幼き頃・野球の世界など）
11：50　くじ引き（豪華景品を沢山準備しています）
12：00　終了

日程

ヒルトン福岡シーホーク場所

保育士の親睦・仲間の大切さを
感じる一時になればと思います。
私たち自身が子どもの人的環境
です！保育士の皆さんの笑顔溢
れる時間となりますように。

保育士の親睦・仲間の大切さを
感じる一時になればと思います。
私たち自身が子どもの人的環境
です！保育士の皆さんの笑顔溢
れる時間となりますように。

1957年、大分県生まれ。国立小倉病院附属看護助産学校助産
師科卒。1988年から内田産婦人科医院に勤務。夫は、同医院
院長。院内で子育て支援の「Ｕ遊キッズ」を主催するほか、「生」
「性」「いのち」「食」をテーマに全国で講演活動を展開。思春期
保健相談士として思春期の子どもたちの悩みを聞く。九州思
春期研究会事務局長、福岡県子育てアドバイザー、福岡県社会
教育委員。著書に、『いのちをいただく』『ここ─食卓から始ま
る生教育』（ともに西日本新聞社・いずれも共著）などがある。

徳永 怜子 さん

福岡県を拠点として活
動しているラジオパー
ソナリティ。「アサデス」
のメインMCとして活
躍。今回はビジョンズ
さんと心打たれる読み
聞かせを披露してくだ
さいます！

　近
年
、
地
域
を
取
り
巻
く
環
境
が
変
わ
っ
て

き
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
前
例
が
な
い
異

常
気
象
等
に
よ
る
特
別
警
報
が
発
令
さ
れ
た
り
、

保
育
園
や
小
学
校
等
に
不
審
者
が
押
し
入
り
、

大
切
な
子
ど
も
達
が
ケ
ガ
を
負
っ
た
り
、
危
険

に
さ
ら
さ
れ
る
事
件
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
博
多
ピ
ノ
キ
オ

保
育
園
で
は
、
保
育
の
原
点
で
も
あ
る
、
安
心
・

安
全
を
保
障
す
る
た
め
に
、
A
E
D 

の
設
置
や

I
C
カ
ー
ド
を
活
用
し
た
安
全
管
理
を
行
っ
て

い
ま
す
。
保
護
者
は
入
園
時
に
専
用
ア
プ
リ
へ

の
登
録
や
カ
ー
ド
登
録
を
行
い
、
シ
ス
テ
ム
上

で
も
保
育
園
と
繋
が
っ
て
い
き
ま
す
。
玄
関
に

は
、
防
犯
カ
メ
ラ
や
電
子
キ
ー
を
設
置
し
、
カ
ー

ド
認
証
に
よ
る
入
室
管
理
、
シ
ス
テ
ム
に
よ
る

登
降
園
管
理
や
連
絡
帳
、
保
育
園
か
ら
の
配
布

物
や
お
知
ら
せ
、
緊
急
連
絡
等
も
携
帯
ア
プ
リ

を
活
用
し
て
一
斉
に
デ
ー
タ
配
信
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。
ま
た
、
事
前
に
災
害
伝
言
ダ
イ
ア

ル
の
活
用
を
保
護
者
へ
周
知
す
る
等
、
常
に
非

常
時
の
想
定
を
行
っ
た
リ
ス
ク
管
理
も
行
っ
て

い
ま
す
。 博

多
ピ
ノ
キ
オ
保
育
園（
博
多
区
）
　

園
長（
保
育
士
）
　松
尾 

正
次
郎

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

　情
報
の
シ
ス
テ
ム
化

　当
園
で
は
、現
在
2
3
3
名
在
籍
中
、16
ヶ
国
、

90
名
程
の
外
国
籍
の
子
供
達
が
通
っ
て
い
ま
す
。

イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
子
も
多
く
、
宗
教
食
対
応
を

行
っ
て
い
ま
す
。
肉
全
般
、
エ
キ
ス
や
ア
ル
コ
ー

ル
類
、
乳
化
剤
、
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
に
は
、
魚
貝
類
、

だ
し
に
至
る
ま
で
全
て
除
去
し
、
調
理
器
具
も

別
に
し
て
、
給
食
の
提
供
を
行
い
、
様
々
な
効

能
に
つ
な
が
れ
ば
と
、
水
素
水
を
使
っ
て
調
理

を
し
て
い
ま
す
。

　又
、
食
育
ボ
ー
ド
を
使
っ
て
、
赤
黄
緑
の
食

べ
物
の
色
分
け
や
、
箸
の
持
ち
方
、
さ
つ
ま
芋

が
ど
の
様
に
し
て
育
つ
の
か
、
行
事
食
の
意
味

等
も
勉
強
し
、
え
ん
ど
う
豆
や
と
う
も
ろ
こ
し

の
皮
む
き
や
、
自
分
達
で
育
て
た
野
菜
の
収
穫

体
験
を
通
し
、
食
へ
の
関
心
を
深
め
て
い
ま
す
。

年
長
児
と
の
お
別
れ
会
で
は
、
や
き
そ
ば
の
実

演
を
見
る
事
で
、
出
来
上
が
る
ま
で
の
過
程
を

知
り
、
臭
い
や
音
等
を
体
で
感
じ
、
ビ
ュ
ッ
フ
ェ

で
の
会
食
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
保
護
者
の
方

に
も
、
我
が
子
の
誕
生
日
に
は
、
試
食
を
し
て

頂
き
、
園
で
の
様
々
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
、

お
話
を
し
て
い
ま
す
。

　今
後
も
子
供
達
の
為
に
、楽
し
く
食
育
へ
の
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

城
浜
保
育
園（
東
区
） 

　
　
　
　
　

主
任
保
育
士

　近
藤 

由
樹
子

城
浜
保
育
園
で
の

　食
育
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

新
し
い
内
野
保
育
園

新
園
舎
完
成

　昭
和
44
年
開
園
の
当
園
も
、
福
岡
市
か
ら
の

要
請
で
平
成
22
年
度
よ
り
30
名
定
員
の
分
園
と

2
1
0
名
定
員
の
本
園
と
で
保
育
を
行
っ
て
き

ま
し
た
が
、
分
園
統
合
と
定
員
増
の
為
、
昨
年
、

園
舎
の
増
改
築
工
事
を
行
い
2
6
0
名
定
員
の

保
育
園
と
し
て
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　「竹
生
会
」
と
い
う
法
人
名
に
合
わ
せ
園
舎
内

外
に
竹
（
緑
色
）
の
イ
メ
ー
ジ
を
取
り
入
れ
壁

や
床
等
に
木
を
多
く
用
い
て
落
ち
着
き
の
あ
る

色
調
の
建
物
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　保
育
室
の
ト
イ
レ
の
タ
イ
ル
・
扉
・
照
明
の

色
は
各
ク
ラ
ス
の
ク
ラ
ス
カ
ラ
ー
に
こ
だ
わ
り

ま
し
た
。

　外
観
は
レ
ン
ガ
の
壁
に
植
栽
が
映
え
、
光
を

多
く
取
り
入
れ
る
造
り
の
窓
か
ら
は
外
か
ら
見

る
と
吹
き
抜
け
の
ら
せ
ん
階
段
も
見
え
ま
す
。

　厨
房
と
隣
接
し
た
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
は
、
給
食

や
お
や
つ
の
時
、
年
長
組
と
年
中
組
が
旬
の
無

農
薬
野
菜
を
使
っ
た
玄
米
和
食
を
美
味
し
そ
う

に
食
べ
て
い
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
も
竹
の
様
に
す
く
す
く
と
育
っ
て

く
れ
る
事
を
願
っ
て
子
ど
も
達
と
関
わ
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　お
近
く
を
通
ら
れ
た
時
に
は
、
ぜ
ひ
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
い
。

　私
の
勤
め
る
内
野
保
育
園
は
、
早
良
区
の
南

に
位
置
し
、
初
夏
に
は
ホ
タ
ル
、
冬
に
は
雪
景

色
が
見
ら
れ
る
ほ
ど
自
然
豊
か
な
場
所
に
あ
り

ま
す
。

　年
々
、
待
機
児
童
が
私
の
園
で
も
増
え
て
き

て
い
ま
し
た
が
、
公
立
保
育
所
時
代
か
ら
慣
れ

親
し
ん
で
き
た
園
舎
も
老
朽
化
が
進
み
、
昨
年

よ
り
定
員
増
を
含
む
新
園
舎
の
工
事
が
始
ま
り

ま
し
た
。

　今
年
4
月
よ
り
定
員
1
4
0
名
に
な
り
、
新

生
内
野
保
育
園
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
み
ん

な
の
姿
が
見
え
る
よ
う
に
と
、
玄
関
に
は
園
児

や
職
員
、
そ
れ
に
お
客
様
の
靴
箱
も
一
緒
に
並

ん
で
い
ま
す
。
玄
関
を
開
け
た
瞬
間
に
広
が
る

木
の
優
し
い
香
り
は
、
み
ん
な
を
包
み
込
み
、

ほ
っ
こ
り
と
し
た
気
持
ち
に
さ
せ
て
く
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
方
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
絵

本
や
近
隣
の
閉
園
し
た
幼
稚
園
か
ら
頂
い
た
絵

本
な
ど
に
よ
り
、
今
ま
で
よ
り
充
実
し
た
絵
本

コ
ー
ナ
ー
も
で
き
ま
し
た
。
種
類
が
増
え
た
分

だ
け
子
ど
も
た
ち
も
絵
本
に
興
味
津
々
で
、
お

迎
え
の
後
に
親
子
で
絵
本
を
楽
し
ま
れ
る
姿
や

絵
本
の
貸
し
出
し
を
利
用
さ
れ
る
方
も
増
え
ま

し
た
。
絵
本
を
通
し
て
、
子
ど
も
の
興
味
・
関

心
を
大
い
に
感
じ
大
切
に
し
、
親
子
の
時
間
を

深
め
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

内
野
保
育
園（
早
良
区
）
　
　
　
　

主
任
保
育
士

　岡
本 

幸
代
子

荒
江
保
育
園（
城
南
区
）
　
　

園
長

　簑
原 

瑳
恵
子

保育士会のページ
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　チ
リ
ン
チ
リ
ン
！
鐘
の
音
が
鳴
る
と
給
食
の

時
間
が
ス
タ
ー
ト
！
我
が
園
の
給
食
の
時
間
は

0
歳
児
〜
5
歳
児
ま
で
の
全
ク
ラ
ス
が
1
つ
の

ラ
ン
チ
ル
ー
ム
で
食
事
を
し
て
い
ま
す
。
多
少

の
時
間
差
は
あ
り
ま
す
が
、
全
員
同
じ
所
で
食

事
を
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
達
が
見
て
学
び
、

刺
激
を
受
け
ら
れ
る
環
境
に
な
っ
て
い
ま
す
。

手
づ
か
み
食
べ
を
す
る
子
の
側
に
は
ス
プ
ー
ン

を
使
う
子
。
ス
プ
ー
ン
を
使
う
子
の
側
に
は
箸

を
持
つ
子
。
と
配
置
も
工
夫
し
意
欲
へ
と
つ
な

げ
、
確
立
へ
と
導
い
て
ま
す
。

「
多
い
の
下
さ
い
」
「
少
な
い
の
下
さ
い
」
と

完
食
で
き
る
量
を
自
己
申
告
し
て
い
ま
す
。
自

分
で
考
え
た
量
な
の
で
全
員
が
完
食
！
完
食
で

き
た
満
足
感
が
子
ど
も
達
の
意
欲
を
更
に
刺
激

し
、
お
か
わ
り
も
大
行
列
で
す
。
又
、
個
人
差

が
大
き
い
離
乳
食
も
一
人
ひ
と
り
に
合
わ
せ
た

形
で
提
供
し
て
お
り
、
咀
嚼
・
嚥
下
機
能
の
発

達
を
促
し
て
い
ま
す
。
美
味
し
く
楽
し
く
食
べ

る
！
基
本
的
な
こ
と
で
す
が
、
子
ど
も
達
に

と
っ
て
よ
り
よ
い
環
境
が
提
供
で
き
る
よ
う
、

職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

楽
し
い
給
食

デ
ュ
ラ
ン
タ
保
育
園（
南
区
）  

　
　
　

主
任
保
育
士

　白
水 

彩
華

福岡市保育士会職員研修大会福岡市保育士会職員研修大会
ねらい：保育園職員として元気に活躍している仲間のつどい
（福岡市の子どもの笑顔は、私たちの幸せ・先生の元気は、子どもの幸せ）

ねらい：保育園職員として元気に活躍している仲間のつどい
（福岡市の子どもの笑顔は、私たちの幸せ・先生の元気は、子どもの幸せ）

平成30年12月2日（日）9：30～12：00

★保育園の出張ではなく福岡市私立保育士会の催しです
★会員の皆様全員にエプロンを記念品として準備しています
★当日参加の皆さんにはトートバッグのプレゼントを用意しています
★当日くじ引きの景品を沢山準備しています

内田 美智子 さん

日時

09：00　開場
09：30　開会
　　　　・保育士の歌
　　　　・全国保育士倫理綱領
　　　　・理事長挨拶
　　　　・会長挨拶
10：00　徳永怜子＆ビジョンズ（Visions）絵本読み聞かせ
10：20　講演
　　　　　助産師　内田 美智子氏（自分の命・子どもの命の大切さ）
11：20　KBCアナウンサー西田たかのりさんとソフトバンク選手トークショー
　　　　（野球選手の幼き頃・野球の世界など）
11：50　くじ引き（豪華景品を沢山準備しています）
12：00　終了

日程

ヒルトン福岡シーホーク場所

保育士の親睦・仲間の大切さを
感じる一時になればと思います。
私たち自身が子どもの人的環境
です！保育士の皆さんの笑顔溢
れる時間となりますように。

保育士の親睦・仲間の大切さを
感じる一時になればと思います。
私たち自身が子どもの人的環境
です！保育士の皆さんの笑顔溢
れる時間となりますように。

1957年、大分県生まれ。国立小倉病院附属看護助産学校助産
師科卒。1988年から内田産婦人科医院に勤務。夫は、同医院
院長。院内で子育て支援の「Ｕ遊キッズ」を主催するほか、「生」
「性」「いのち」「食」をテーマに全国で講演活動を展開。思春期
保健相談士として思春期の子どもたちの悩みを聞く。九州思
春期研究会事務局長、福岡県子育てアドバイザー、福岡県社会
教育委員。著書に、『いのちをいただく』『ここ─食卓から始ま
る生教育』（ともに西日本新聞社・いずれも共著）などがある。

徳永 怜子 さん

福岡県を拠点として活
動しているラジオパー
ソナリティ。「アサデス」
のメインMCとして活
躍。今回はビジョンズ
さんと心打たれる読み
聞かせを披露してくだ
さいます！



秋のお出掛けスポット秋のお出掛けスポット
も
ー
も
ー
ら
ん
ど
油
山
牧
場

福
岡
市
南
区
柏
原
7
1
0
ー
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0
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　福
岡
市
中
心
部
か
ら
も
近
く
、
園
外
保
育
、
遠
足
で
利
用

し
て
い
る
園
も
多
い
は
ず
！
入
場
無
料
！
動
物
ふ
れ
あ
い
、

エ
サ
や
り
、
乳
搾
り
や
ロ
ー
ラ
ー
ス
ラ
イ
ダ
ー
な
ど
体
験
盛

り
だ
く
さ
ん
。
広
大
な
自
然
の
中
で
動
物
た
ち
と
の
ふ
れ
あ

い
を
楽
し
め
る
観
光
牧
場
を
兼
ね
た
牛
の
育
成
牧
場
で
す
。

高
さ
1
0
m
の
斜
面
を
風
に
乗
っ
て
滑
り
降
り
る
総
全
長

4
8
m
の
ロ
ー
ラ
ー
ス
ラ
イ
ダ
ー
で
ス
リ
ル
を
楽
し
ん
だ

り
、
乗
馬
や
牛
の
乳
搾
り
を
体
験
し
た
り
、
ヤ
ギ
や
ヒ
ツ
ジ

を
触
っ
た
り
と
都
会
で
は
味
わ
え
な
い
ワ
ク
ワ
ク
が
い
っ
ぱ

い
！
土
日
祝
日
に
は
牧
場
で
採
れ
た
生
乳
加
工
品
で
バ
タ
ー

作
り
体
験
も
で
き
ま
す
。
思
い
き
り
遊
ん
で
お
腹
が
空
い
た

ら
、
B
B
Q
（
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
）
や
レ
ス
ト
ラ
ン
、
テ
イ
ク

ア
ウ
ト
コ
ー
ナ
ー
で
牧
場
1
番
人
気
の
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
を

パ
ク
リ
！
美
味
し
い
空
気
を
身
体
い
っ
ぱ
い
に
吸
い
込
み
な

が
ら
、
一
日
家
族
で
楽
し
め
ま
す
。

か
な
た
け
の
里
公
園

福
岡
市
西
区
大
字
金
武
字
の
菅
1
3
6
7
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　福
岡
市
西
区
の
「
か
な
た
け
の
里
公
園
」
は
、
農
作
業
や

昔
な
が
ら
の
遊
び
が
体
験
で
き
る
、
自
然
あ
ふ
れ
る
公
園
で

す
。
広
大
な
敷
地
に
果
樹
園
や
田
畑
が
あ
り
、
季
節
の
果
物

や
野
菜
の
収
穫
が
で
き
、
米
づ
く
り
や
ブ
ド
ウ
づ
く
り
な
ど

の
農
作
業
が
体
験
で
き
ま
す
。
ま
た
、
年
間
通
し
て
、
竹
ク

ラ
フ
ト
教
室
や
そ
ば
打
ち
教
室
な
ど
多
彩
な
体
験
型
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
も
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

の
ス
ペ
ー
ス
も
あ
り
、
レ
ン
タ
ル
品
が
充
実
し
て
い
る
の
で

本
格
的
な
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
が
手
軽
に
楽
し
め
ま
す
。「
か
な

た
け
の
里
公
園
」
で
は
、
広
い
原
っ
ぱ
や
雑
木
林
が
子
ど
も

達
の
遊
び
場
！

　草
花
と
の
ふ
れ
合
い
や
農
作
業
な
ど
の
体

験
を
通
し
て
、
自
然
と
共
生
す
る
「
里
」
の
す
ば
ら
し
さ
を
、

子
ど
も
が
体
感
で
き
る
公
園
で
す
。
秋
に
は
日
常
で
は
な
か

な
か
体
験
で
き
な
い
里
芋
掘
り
や
芋
堀
り
を
親
子
で
体
験

し
、
子
ど
も
だ
け
で
な
く
、
大
人
も
大
喜
び
で
す
。

の
こ
の
し
ま
ア
イ
ラ
ン
ド
パ
ー
ク

福
岡
市
内
の
そ
の
他

福
岡
市
西
区
能
古
島
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ー
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ー

2
4
9
4

　福
岡
市
姪
浜
か
ら
市
営
渡
船
で
約
1
0
分
で
到
着
す
る
能

古
島
。
博
多
湾
に
ぽ
っ
か
り
浮
か
ぶ
、
自
然
豊
か
な
島
で
す
。

そ
の
能
古
島
に
あ
る
「
の
こ
の
し
ま
ア
イ
ラ
ン
ド
パ
ー
ク
」

は
、
能
古
島
北
部
に
広
が
る
約
1
5
万
平
方
メ
ー
ト
ル
の
自

然
公
園
で
す
。
桜
、
菜
の
花
、
コ
ス
モ
ス
な
ど
、
一
年
を
通

じ
て
季
節
の
花
々
が
咲
き
誇
り
ま
す
。
特
に
、
菜
の
花
と
コ

ス
モ
ス
は
有
名
！
眼
下
に
広
が
る
博
多
湾
の
青
さ
と
の
コ
ン

ト
ラ
ス
ト
は
「
絶
景
」
の
一
言
に
つ
き
ま
す
。
ロ
ケ
ー
シ
ョ

ン
は
最
高
で
す
！
園
内
に
は
レ
ス
ト
ラ
ン
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

ハ
ウ
ス
、「
ふ
れ
あ
い
動
物
園
」
が
あ
り
、
レ
ト
ロ
な
町
並

み
を
再
現
し
た
「
思
ひ
出
通
り
」
等
も
あ
り
ま
す
。
船
に
乗
っ

て
の
園
外
保
育
に
子
ど
も
達
も
大
喜
び
で
す
。
大
き
な
遊
具

や
ブ
ラ
ン
コ
、
広
場
も
あ
り
の
び
の
び
と
遊
ぶ
こ
と
が
出
来

ま
す
。
お
弁
当
を
持
っ
て
お
出
掛
け
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
？

・
福
岡
市
動
植
物
園

・
福
岡
市
科
学
館

・
大
濠
公
園

・
舞
鶴
公
園

・
油
山
市
民
の
森

・
花
畑
園
芸
公
園

・
今
宿
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

・
今
津
運
動
公
園

・
小
戸
公
園

・
海
の
中
道
海
浜
公
園

・
マ
リ
ン
ワ
ー
ル
ド     

等
。

　こ
れ
か
ら
の
季
節
に
ピ
ッ
タ
リ

な
施
設
ば
か
り
で
す
。他
に
も
様
々

な
施
設
が
あ
り
ま
す
の
で
お
出
掛

け
し
や
す
い
こ
の
季
節
に
園
外
保

育
を
計
画
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。
各
施
設
、ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
も
あ
り
ま
す
。
入
場
料
が
必

要
な
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
の
で
是

非
、
検
索
し
て
み
て
く
だ
さ
い
！

時
期
に
よ
り
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
な

ど
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
問
い

合
わ
せ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　勿
論
！
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
も
大

活
躍
！！

北
九
州
市
立
い
の
ち
の
た
び
博
物
館

北
九
州
市
八
幡
東
区
東
田
2
ー

4
ー
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ー

1
0
1
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　西
日
本
最
大
級
の
規
模
を
誇
る
自
然
史
・
歴
史
博
物
館
。

　「い
の
ち
の
た
び
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
来
館
者
が
楽
し

み
な
が
ら
学
べ
る
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
性
の
高
い
展
示
が

人
気
を
集
め
て
い
る
。
全
長
約
3
5
m
の
セ
イ
ス
モ
サ
ウ
ル

ス
や
ス
テ
ゴ
サ
ウ
ル
ス
な
ど
、
ズ
ラ
リ
と
並
ぶ
骨
格
標
本
を

見
て
い
る
と
、
は
る
か
古
代
へ
と
想
像
を
か
き
た
て
ら
れ
る
。

中
生
代
・
白
亜
紀
の
北
九
州
を
再
現
し
た
ジ
オ
ラ
マ
の
中
で

恐
竜
ロ
ボ
ッ
ト
た
ち
が
リ
ア
ル
に
動
く
「
エ
ン
バ
イ
ラ
マ
館
」

も
見
ど
こ
ろ
の
一
つ
。
ほ
か
に
も
、
弥
生
時
代
の
住
居
を
復

元
し
た
も
の
や
、
指
定
有
形
文
化
財
を
展
示
す
る
歴
史
ゾ
ー

ン
も
あ
る
。
福
岡
市
内
か
ら
も
1
時
間
程
で
行
け
る
の
で
、

園
外
保
育
で
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
天
気
に
左
右
さ
れ

る
こ
と
も
な
い
の
で
安
心
で
す
！

平成30年10月17日発行（5） 第119号

　
お
ま
た
せ
い
た
し
ま
し
た
。
い
よ
い
よ
10
月

30
日
か
ら
保
育
協
会
主
催
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
研

修
の
受
講
生
募
集
が
始
ま
り
ま
す
。
す
で
に
福

岡
県
主
催
、福
岡
市
保
育
士
会
主
催
の
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
研
修
が
行
わ
れ
て
お
り
、福
岡
市
保
育
協

会
と
し
て
は
出
遅
れ
気
味
で
し
た
が
、よ
う
や
く

実
施
の
体
制
が
整
い
ま
し
た（
下
記
の
表
参
照
）。

　
平
成
30
年
4
月
よ
り
10
年
ぶ
り
に
保
育
所
保

育
指
針
が
改
定
さ
れ
、
中
村
学
園
大
学
の
教
育

学
部
の
笠
原
教
授
、
古
相
教
授
、
那
須
教
授
に

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
研
修
に
つ
い
て
相
談
し
た
と
こ

ろ
、
教
授
方
も
そ
の
こ
と
を
強
く
認
識
し
て
お
ら

れ
、
講
師
を
快
諾
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

 

　
保
育
協
会
の
研
修
の
利
点
は
次
の
4
点
が
あ

げ
ら
れ
ま
す
。

1
．
地
元
の
ニ
ー
ズ
を
熟
知
し
た
講
師
の
指

導
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

2
．
研
修
費
受
講
料
は
1
0
0
0
円
の
教
材

費
の
み

3
．
会
場
が
福
岡
市
内
で
あ
る
（
福
祉
プ
ラ

ザ
6
0
1
研
修
室
等
）

4
．
質
問
な
ど
は
直
接
保
育
協
会
に
聞
く
こ

と
が
で
き
る
。

　
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
研
修
を
受
け
る
職
員
は
経

験
年
数
お
お
む
ね
3
年
以
上
、
部
門
に
よ
っ
て

は
7
年
以
上
（
保
育
士
と
し
て
の
技
能
、
経
験

を
積
ん
だ
職
員
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
養
成
校

等
で
の
資
格
取
得
後
、
保
育
現
場
で
の
経
験
を

積
む
日
々
に
加
え
、
園
内
外
で
の
研
修
な
ど
を

通
し
て
保
育
の
質
を
向
上
さ
せ
よ
う
と
取
り
組

ん
で
こ
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
が
、
今
回
は一つ
の

分
野
を
3
日
間
、15
時
間
か
け
て
知
識
や
ス
キ
ル

を
高
め
る
と
い
う
画
期
的
な
取
り
組
み
で
す
。

　
研
修
で
得
た
も
の
は
そ
の
分
野
の
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
園
内
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
、
確
認
す

る
良
い
機
会
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
ま
だ
経
験

年
数
が
少
な
い
職
員
も
数
年
後
に
は
こ
の
よ
う

な
研
修
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ど
う
ぞ

楽
し
み
に
し
て
い
て
く
だ
さ
い
。

 

　
研
修
修
了
証
は
組
織
の
リ
ー
ダ
ー
的
存
在
と

し
て
身
に
着
け
た
技
能
の
証
と
な
り
、都
合
で
離

職
や
休
職
で
中
断
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、全
国
ど

こ
で
で
も
評
価
さ
れ
る
資
格
で
す
。

　
来
年
度
（
平
成
31
年
度
）
も
引
き
続
き
今
回

の
3
分
野
に
加
え
他
の
分
野
も
計
画
中
で
す
。

予
定
が
決
ま
り
次
第
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
保
育
協
会
の
研
修
部
と
し
て
は
こ
れ
ら
の

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
研
修
と
実
務
研
修
、
新
規
採

用
者
、
業
務
経
験
別
人
権
学
習
、
食
品
衛
生
、

乳
幼
児
食
、
調
理
実
習
、
防
災
、
非
常
勤
職
員

対
象
研
修
な
ど
、
学
び
た
い
と
い
う
気
持
ち
を

大
切
に
し
た
幅
広
い
研
修
を
来
年
度
も
計
画
し

て
お
り
ま
す
。
時
間
的
に
も
職
員
人
数
の
や
り

く
り
で
大
変
だ
と
思
い
ま
す
が
、
来
年
度
の
研
修

計
画
に
組
み
入
れ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

 

★
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
研
修
受
付
終
了
後
申
し
込
み

者
に
余
裕
が
あ
る
場
合
に
限
り
、
本
研
修
を
通

常
研
修
と
し
て
受
講
で
き
ま
す
。
受
講
希
望
の

個
別
日
程
も
し
く
は
全
日
程
で
申
し
込
み
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
（
詳
細
は
申
し
込
み
締
め

切
り
後
、
保
育
協
会
H
P
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
な
お
、
通
常
研
修
で
申
し
込
ま
れ
る
と
研

修
修
了
書
は
発
行
し
ま
せ
ん
。
）

笠原教授古相教授那須教授

お
ま
た
せ
い
た
し
ま
し
た
。キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
研
修
が
始
ま
り
ま
す
。

お
ま
た
せ
い
た
し
ま
し
た
。キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
研
修
が
始
ま
り
ま
す
。

福
岡
市
保
育
協
会
主
催

福
岡
市
保
育
協
会
主
催

講
師
陣
紹
介

研
修
部
部
長

　川
嵜 

麻
里

研
修
部
部
長

　川
嵜 

麻
里

平成30年度 キャリアアップ研修総括表

分　野

②幼児教育

幼児教育の意義

幼児教育の環境

幼児の発達に応じた保育内容

幼児教育の指導計画、記録及び評価

小学校との接続

保護者支援・子育て支援の意義

保護者に対する相談援助

地域における子育て支援

虐待予防

関係機関との連携、地域資源の活用

マネジメントの理解

リーダーシップ

組織目標の設定

人材育成

働きやすい環境づくり

11月30日（金） 

02月15日（金）

12月24日（月） 

01月09日（水）

03月10日（日）

03月25日（月）

9：30～17：00

9：30～17：00

9：00～12：30

9：30～17：00

9：30～17：00

9：00～12：30

9：30～17：00

9：30～17：00

9：00～12：30

6時間

6時間

3時間

6時間

6時間

3時間

6時間

6時間

3時間

150名

150名

150名

⑥保護者支援・
　子育て支援

中村学園大学
教育学部児童幼児教育学科
　教授　古相 正美氏

福岡国際会議場
413,414会議室
〒810-0032
福岡市博多区石城町2-1

福岡市市民福祉プラザ
601研修室
〒810-0062
福岡市中央区荒戸3丁目3-39

福岡市市民福祉プラザ601研修室
〒810-0062
福岡市中央区荒戸3丁目3-39

電気ビル本館8号会議室
〒810-0004
福岡市中央区渡辺通2丁目1-82

中村学園大学
教育学部児童幼児教育学科
　教授　笠原 正洋氏

中村学園大学
教育学部児童幼児教育学科
　教授　那須 信樹氏

マネジメント

研修項目 講　師 研修日時 時間数 定員 会　場

平成31年
01月25日（金）

平成31年
01月04日（金）

平成31年
02月22日（金）

分
野
：
⑥
保
護
者
支
援
・
子
育
て
支
援

分
野
：
②
幼
児
教
育

分
野
：
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
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秋のお出掛けスポット秋のお出掛けスポット
も
ー
も
ー
ら
ん
ど
油
山
牧
場

福
岡
市
南
区
柏
原
7
1
0
ー

2

　T
E
L 

0
9
2
ー

8
6
5
ー

7
0
2
0

　福
岡
市
中
心
部
か
ら
も
近
く
、
園
外
保
育
、
遠
足
で
利
用

し
て
い
る
園
も
多
い
は
ず
！
入
場
無
料
！
動
物
ふ
れ
あ
い
、

エ
サ
や
り
、
乳
搾
り
や
ロ
ー
ラ
ー
ス
ラ
イ
ダ
ー
な
ど
体
験
盛

り
だ
く
さ
ん
。
広
大
な
自
然
の
中
で
動
物
た
ち
と
の
ふ
れ
あ

い
を
楽
し
め
る
観
光
牧
場
を
兼
ね
た
牛
の
育
成
牧
場
で
す
。

高
さ
1
0
m
の
斜
面
を
風
に
乗
っ
て
滑
り
降
り
る
総
全
長

4
8
m
の
ロ
ー
ラ
ー
ス
ラ
イ
ダ
ー
で
ス
リ
ル
を
楽
し
ん
だ

り
、
乗
馬
や
牛
の
乳
搾
り
を
体
験
し
た
り
、
ヤ
ギ
や
ヒ
ツ
ジ

を
触
っ
た
り
と
都
会
で
は
味
わ
え
な
い
ワ
ク
ワ
ク
が
い
っ
ぱ

い
！
土
日
祝
日
に
は
牧
場
で
採
れ
た
生
乳
加
工
品
で
バ
タ
ー

作
り
体
験
も
で
き
ま
す
。
思
い
き
り
遊
ん
で
お
腹
が
空
い
た

ら
、
B
B
Q
（
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
）
や
レ
ス
ト
ラ
ン
、
テ
イ
ク

ア
ウ
ト
コ
ー
ナ
ー
で
牧
場
1
番
人
気
の
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
を

パ
ク
リ
！
美
味
し
い
空
気
を
身
体
い
っ
ぱ
い
に
吸
い
込
み
な

が
ら
、
一
日
家
族
で
楽
し
め
ま
す
。

か
な
た
け
の
里
公
園

福
岡
市
西
区
大
字
金
武
字
の
菅
1
3
6
7

　T
E
L 

0
9
2
ー

8
1
1
ー

5
1
1
8

　福
岡
市
西
区
の
「
か
な
た
け
の
里
公
園
」
は
、
農
作
業
や

昔
な
が
ら
の
遊
び
が
体
験
で
き
る
、
自
然
あ
ふ
れ
る
公
園
で

す
。
広
大
な
敷
地
に
果
樹
園
や
田
畑
が
あ
り
、
季
節
の
果
物

や
野
菜
の
収
穫
が
で
き
、
米
づ
く
り
や
ブ
ド
ウ
づ
く
り
な
ど

の
農
作
業
が
体
験
で
き
ま
す
。
ま
た
、
年
間
通
し
て
、
竹
ク

ラ
フ
ト
教
室
や
そ
ば
打
ち
教
室
な
ど
多
彩
な
体
験
型
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
も
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

の
ス
ペ
ー
ス
も
あ
り
、
レ
ン
タ
ル
品
が
充
実
し
て
い
る
の
で

本
格
的
な
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
が
手
軽
に
楽
し
め
ま
す
。「
か
な

た
け
の
里
公
園
」
で
は
、
広
い
原
っ
ぱ
や
雑
木
林
が
子
ど
も

達
の
遊
び
場
！

　草
花
と
の
ふ
れ
合
い
や
農
作
業
な
ど
の
体

験
を
通
し
て
、
自
然
と
共
生
す
る
「
里
」
の
す
ば
ら
し
さ
を
、

子
ど
も
が
体
感
で
き
る
公
園
で
す
。
秋
に
は
日
常
で
は
な
か

な
か
体
験
で
き
な
い
里
芋
掘
り
や
芋
堀
り
を
親
子
で
体
験

し
、
子
ど
も
だ
け
で
な
く
、
大
人
も
大
喜
び
で
す
。

の
こ
の
し
ま
ア
イ
ラ
ン
ド
パ
ー
ク

福
岡
市
内
の
そ
の
他

福
岡
市
西
区
能
古
島

　T
E
L 

0
9
2
ー

8
8
1
ー

2
4
9
4

　福
岡
市
姪
浜
か
ら
市
営
渡
船
で
約
1
0
分
で
到
着
す
る
能

古
島
。
博
多
湾
に
ぽ
っ
か
り
浮
か
ぶ
、
自
然
豊
か
な
島
で
す
。

そ
の
能
古
島
に
あ
る
「
の
こ
の
し
ま
ア
イ
ラ
ン
ド
パ
ー
ク
」

は
、
能
古
島
北
部
に
広
が
る
約
1
5
万
平
方
メ
ー
ト
ル
の
自

然
公
園
で
す
。
桜
、
菜
の
花
、
コ
ス
モ
ス
な
ど
、
一
年
を
通

じ
て
季
節
の
花
々
が
咲
き
誇
り
ま
す
。
特
に
、
菜
の
花
と
コ

ス
モ
ス
は
有
名
！
眼
下
に
広
が
る
博
多
湾
の
青
さ
と
の
コ
ン

ト
ラ
ス
ト
は
「
絶
景
」
の
一
言
に
つ
き
ま
す
。
ロ
ケ
ー
シ
ョ

ン
は
最
高
で
す
！
園
内
に
は
レ
ス
ト
ラ
ン
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

ハ
ウ
ス
、「
ふ
れ
あ
い
動
物
園
」
が
あ
り
、
レ
ト
ロ
な
町
並

み
を
再
現
し
た
「
思
ひ
出
通
り
」
等
も
あ
り
ま
す
。
船
に
乗
っ

て
の
園
外
保
育
に
子
ど
も
達
も
大
喜
び
で
す
。
大
き
な
遊
具

や
ブ
ラ
ン
コ
、
広
場
も
あ
り
の
び
の
び
と
遊
ぶ
こ
と
が
出
来

ま
す
。
お
弁
当
を
持
っ
て
お
出
掛
け
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
？

・
福
岡
市
動
植
物
園

・
福
岡
市
科
学
館

・
大
濠
公
園

・
舞
鶴
公
園

・
油
山
市
民
の
森

・
花
畑
園
芸
公
園

・
今
宿
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

・
今
津
運
動
公
園

・
小
戸
公
園

・
海
の
中
道
海
浜
公
園

・
マ
リ
ン
ワ
ー
ル
ド     

等
。

　こ
れ
か
ら
の
季
節
に
ピ
ッ
タ
リ

な
施
設
ば
か
り
で
す
。他
に
も
様
々

な
施
設
が
あ
り
ま
す
の
で
お
出
掛

け
し
や
す
い
こ
の
季
節
に
園
外
保

育
を
計
画
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。
各
施
設
、ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
も
あ
り
ま
す
。
入
場
料
が
必

要
な
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
の
で
是

非
、
検
索
し
て
み
て
く
だ
さ
い
！

時
期
に
よ
り
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
な

ど
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
問
い

合
わ
せ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　勿
論
！
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
も
大

活
躍
！！

北
九
州
市
立
い
の
ち
の
た
び
博
物
館

北
九
州
市
八
幡
東
区
東
田
2
ー

4
ー

1

　T
E
L 

0
9
3
ー

6
8
1
ー

1
0
1
1

　西
日
本
最
大
級
の
規
模
を
誇
る
自
然
史
・
歴
史
博
物
館
。

　「い
の
ち
の
た
び
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
来
館
者
が
楽
し

み
な
が
ら
学
べ
る
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
性
の
高
い
展
示
が

人
気
を
集
め
て
い
る
。
全
長
約
3
5
m
の
セ
イ
ス
モ
サ
ウ
ル

ス
や
ス
テ
ゴ
サ
ウ
ル
ス
な
ど
、
ズ
ラ
リ
と
並
ぶ
骨
格
標
本
を

見
て
い
る
と
、
は
る
か
古
代
へ
と
想
像
を
か
き
た
て
ら
れ
る
。

中
生
代
・
白
亜
紀
の
北
九
州
を
再
現
し
た
ジ
オ
ラ
マ
の
中
で

恐
竜
ロ
ボ
ッ
ト
た
ち
が
リ
ア
ル
に
動
く
「
エ
ン
バ
イ
ラ
マ
館
」

も
見
ど
こ
ろ
の
一
つ
。
ほ
か
に
も
、
弥
生
時
代
の
住
居
を
復

元
し
た
も
の
や
、
指
定
有
形
文
化
財
を
展
示
す
る
歴
史
ゾ
ー

ン
も
あ
る
。
福
岡
市
内
か
ら
も
1
時
間
程
で
行
け
る
の
で
、

園
外
保
育
で
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
天
気
に
左
右
さ
れ

る
こ
と
も
な
い
の
で
安
心
で
す
！
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福岡市保育協会青年部視察訪問の歩み

東北地方太平洋沖地震発生
平成23年 3月11日14時46分18秒
　この地震によりもたらされた災害の名称を、
　「東日本大震災」と命名。
　死者行方不明者  1万8,434人
　避難者数      約7万3,000人
　震災関連死　　　  約3,650人
　（平成30年3月9日時点）

第1回視察（参加19名）
平成23年 7月31日～8月2日
　訪問先：わかき保育園（現日台きずな保育園）
　　　　　吉里吉里保育園
　　　　　大槌保育園
　　　　　赤崎保育園（岩手県大船渡市）

第2回視察（参加16名）
平成24年 10月18日～20日
　訪問先：わかき保育園（現日台きずな保育園）
　　　　　吉里吉里保育園
　　　　　大槌保育園
　　　　　堤乳幼児保育園（現つつみこども園）
　　　　　赤崎保育園（岩手県大船渡市）

第3回視察（参加13名）
平成25年 8月25日～27日
　訪問先：わかき保育園（現日台きずな保育園）
　　　　　・平成25年9月新園舎竣工
　　　　　吉里吉里保育園
　　　　　大槌保育園
　　　　　・平成25年5月改修工事終了
　　　　　堤乳幼児保育園（現つつみこども園）
　　　　　赤崎保育園（岩手県大船渡市）

第4回視察（参加24名）
平成26年 8月25日～27日
　訪問先：みどりが丘保育園（岩手県洋野町）
　　　　　いなり保育園（岩手県久慈市）
　　　　　日台きずな保育園（旧わかき保育園）
　　　　　吉里吉里保育園
　　　　　・平成26年4月新園舎竣工
　　　　　大槌保育園
　　　　　堤乳幼児保育園（現つつみこども園）
　　　　　＊岩手県洋野町視察

第5回視察（参加16名）
平成27年 8月27日～29日
　訪問先：日台きずな保育園（旧わかき保育園）
　　　　　吉里吉里保育園
　　　　　大槌保育園
　　　　　堤乳幼児保育園（現つつみこども園）

第6回視察（参加26名）
平成28年 7月25日～27日
　訪問先：特別養護老人ホームらふたぁヒルズ
　　　　　（堤乳幼児保育園と同じ法人の施設）
　　　　　日台きずな保育園（旧わかき保育園）
　　　　　吉里吉里保育園
　　　　　大槌保育園

第7回視察（参加16名）
平成29年 7月27日～29日
　訪問先：日台きずな保育園（旧わかき保育園）
　　　　　吉里吉里保育園
　　　　　大槌保育園
　　　　　広田保育園（岩手県陸前高田市）
　　　　　・陸前高田市保育協会の5ヶ園
　　　　　　広田、米崎、横田、下矢作、竹駒保育園
　　　　　　の園長先生方より震災当時の話を聴取。
　　　　　＊奇跡の一本松視察（陸前高田市）

第8回視察（参加10名）
平成30年 7月27日～29日
　訪問先：つつみこども園（旧堤乳幼児保育園）
　　　　　・平成30年3月新園舎竣工
　　　　　日台きずな保育園
　　　　　吉里吉里保育園
　　　　　大槌保育園
　　　　　＊陸前高田市視察
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
視察訪問回数：8回
視察延べ人数：140名
視察延べ施設：36ヶ所

　
平
成
23
年
（
西
暦
2
0
1
1
年
）
3
月
11

日
、
あ
の
未
曾
有
の
東
日
本
大
震
災
が
起
こ

り
、
そ
の
年
7
月
の
訪
問
を
皮
切
り
に
、
今

年
度
ま
で
8
回
の
視
察
訪
問
を
重
ね
て
き
ま

し
た
。
被
災
さ
れ
た
保
育
園
に
出
向
き
、
復

興
の
様
子
を
伺
っ
て
き
ま
し
た
が
、
震
災
に

よ
り
被
害
を
受
け
た
保
育
園
は
全
て
再
建
さ

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の
度
、
震
災
時
に
は

避
難
場
所
と
な
っ
て
い
た
、
つ
つ
み
こ
ど
も

園
（
旧
堤
乳
幼
児
保
育
園
）
が
、
よ
う
や
く

新
園
舎
竣
工
を
果
た
さ
れ
ま
し
た
。
震
災
前

に
新
園
舎
建
設
を
考
え
て
い
た
土
地
は
、
震

災
後
仮
設
住
宅
の
た
め
に
場
所
を
提
供
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
昨
年
そ
の
仮
設
住
宅
も
全
て

撤
去
さ
れ
、
今
年
の
4
月
よ
り
開
園
に
至
り

ま
し
た
。
こ
れ
で
震
災
に
よ
り
何
ら
か
の
影

響
を
受
け
た
保
育
園
は
、
ハ
ー
ド
面
で
は
全

て
整
備
が
完
了

し
、
今
回
を
も

ち
ま
し
て
公
式

訪
問
は
終
了
さ

せ
て
い
た
だ
く

こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　
思
い
起
こ
せ

ば
、
あ
の
初
め
て
の
訪
問
の
と
き
、
目
の
前

に
広
が
る
衝
撃
的
な
光
景
に
愕
然
と
し
た
こ

と
を
は
っ
き
り
と
覚
え
て
い
ま
す
。
倒
壊
し

た
家
や
車
が
混
在
す
る
壊
滅
し
た
町
。
積
み

上
が
っ
た
瓦
礫
の
山
。
津
波
に
流
さ
れ
た
住

宅
の
後
に
残
る
露
な
基
礎
。
2
階
建
て
の
建

物
の
上
に
乗
り
上
げ
た
船
舶
。
地
震
の
揺
れ

で
亀
裂
の
入
っ
た
道
路
。
津
波
の
高
さ
が
一

目
で
わ
か
る
、
ビ
ル
の
窓
の
割
れ
た
跡
。
松

の
高
い
部
分
の
枝
に
引
っ
か
か
っ
た
、
漁
用

の
ブ
イ
。
こ
の
処
理
に
1
年
近
く
を
費
や

し
、
よ
う
や
く
2
年
目
ぐ
ら
い
か
ら
、
再
建

へ
の
動
き
が
見
え
始
め
ま
し
た
。
し
か
し
な

が
ら
行
政
の
対
応
は
鈍
く
、
海
外
団
体
の
支

援
に
よ
っ
て
再
建
を
果
た
し
た
園
も
あ
り
、

地
元
の
方
は
元
よ
り
我
々
さ
え
も
憤
り
を
感

じ
た
時
期
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
訪
問

を
重
ね
る
度
に

良
く
も
悪
く
も

変
わ
っ
て
い
く

町
並
み
に
、

我
々
も
複
雑
な

感
情
を
抱
い
て

き
ま
し
た
。
か

さ
上
げ
し
た
土
地
に
建
つ
住
宅
。
震
災
前
当

た
り
前
に
見
て
い
た
海
を
さ
え
ぎ
り
、
高
く

そ
び
え
建
つ
防
潮
堤
。
被
災
を
機
に
他
の
土

地
に
移
り
住
ん
で
し
ま
っ
た
仲
間
。
生
活
が

戻
っ
て
も
、
周
辺
の
環
境
は
大
き
く
様
変
わ

り
し
ま
し
た
。
震
災
前
と
全
く
変
わ
ら
な
い

の
は
、
あ
の
津
波
を
も
た
ら
し
た
時
以
外
は

い
つ
も
穏
や
か
な
、
地
元
住
民
の
自
慢
の
海

だ
け
で
す
。
表
面
的
に
は
、
震
災
の
爪
痕
は

ほ
と
ん
ど
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
心
の
中
の

爪
痕
は
、
こ
れ
か
ら
も
消
え
る
こ
と
は
な
い

で
し
ょ
う
。
仮
設
住
宅
も
、
全
て
が
撤
去
さ

れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
数
箇
所
に
集
約
さ

れ
、
ま
だ
そ
こ
に
住
む
人
た
ち
も
い
ま
す

（
東
日
本
大
震
災
の
影
響
で
、
未
だ
7
万
人

を
越
す
仮
設
等
の
避
難
生
活
の
方
が
い

る
）
。
さ
ら
に
地
元
産
業
の
発
展
、
雇
用
問

題
、
人
口
減
少
等
、
新
た
な
課
題
が
起
き
て

い
る
の
も
現
実
で
す
。

　
し
か
し
、
後
ろ
を
向
く
人
は
誰
も
い
ま
せ

ん
。
事
実
を
直
視
し
、
色
々
な
対
策
を
講
じ

な
が
ら
後
世
の
た
め
に
故
郷
の
町
を
存
続
さ

せ
て
い
こ
う
、
と
い
う
熱
い
思
い
が
訪
問
す

る
度
に
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
そ
し
て
何
よ
り

も
子
ど
も
た
ち

の
笑
顔
。
い
つ

訪
問
し
て
も
、

ま
る
で
何
も
無

か
っ
た
か
の
よ

う
に
元
気
い
っ

ぱ
い
す
く
す
く

と
育
っ
て
い
る

子
ど
も
た
ち
を
見
る
と
、
本
当
に
心
が
救
わ

れ
ま
す
。
こ
の
幼
子
の
命
を
つ
な
ぐ
た
め
に

は
、振
り
返
り
は
許
さ
れ
な
い
の
で
し
ょ
う
。

　
先
の
大
阪
府
北
部
地
震
、
西
日
本
豪
雨
、

北
海
道
胆
振
東
部
地
震
、
猛
威
を
ふ
る
っ
た

数
々
の
台
風
で
は
、
相
次
い
で
多
く
の
方
が

被
災
さ
れ
ま
し
た
。
気
象
や
地
殻
が
異
変
し

て
い
く
中
、
我
々
は
い
つ
も
災
害
と
隣
り
あ

わ
せ
で
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
危
機
意
識
を
持
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
こ
と

を
想
定
し
て
子
ど
も
た
ち
の
命
を
守
る
危
機

管
理
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
す
。
東

日
本
大
震
災
発
生
時
に
誇
る
べ
き
こ
と
は
、

保
育
園
に
い
た
子
ど
も
は
、
全
て
救
わ
れ
た

と
い
う
こ
と
で
す
。
日
ご
ろ
か
ら
の
防
災
訓

練
、
防
災
意
識
の
高
さ
、
先
人
の
教
え
を
忠

実
に
守
っ
た
こ
と
が
功
を
奏
し
ま
し
た
。

　
視
察
訪
問
は
、
今
回
で
終
了
し
ま
す
が
、

我
々
は
決
し
て
あ
の
大
震
災
を
忘
れ
て
は
い

け
な
い
。
被
災
さ
れ
た
方
々
の
こ
と
を
い
つ

ま
で
も
心
に
刻
み
、
こ
れ
か
ら
も
違
っ
た
形

の
交
流
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
震
災
に
関
し
て
、
福
岡
市
保
育
協
会

会
員
園
の
皆
様
よ
り
、
募
金
等
色
々
と
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
し
て
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
又
、
訪
問
に
際
し
て
温
か
い
お

言
葉
も
多
く
の
方
か
ら
頂
き
ま
し
た
。
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
そ
し
て
、
訪
問
の
際
に
毎
回
御
同
行
い
た

だ
い
た
、
い
な
り
保
育
園
の
稲
村
園
長
先
生

（
震
災
当
時
日
本
保
育
協
会
岩
手
県
支
部
支

部
長
）
、
岩
手
と
の
架
け
橋
と
な
っ
て
い
た

だ
い
た
、
み
ど
り
が
丘
保
育
園
七
役
理
事
長

先
生
（
震
災
当
時
日
本
保
育
協
会
岩
手
県
支

部
青
年
部
部
長
）
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
地

震
発
生
直
後
に
お
2
人
で
広
大
な
面
積
の
岩

手
県
を
奔
走
さ
れ
、
保
育
園
の
被
害
状
況
を

事
情
聴
取
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
園
の
必
要
と
す

る
救
助
支
援
の
一
助
と
な
ら
れ
た
こ
と
は
、

誠
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。
さ
ら
に
被
害
を
受

け
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
変
な
状
況
の

中
、
快
く
視
察
訪
問
を
お
引
き
受
け
い
た
だ

い
た
各
保
育
園
の
園
長
先
生
、
関
係
者
の
皆

様
方
に
も
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
災

害
を
受
け
て
い
な
い
我
々
は
、
現
地
の
方
の

気
持
ち
を
繊
細
に
汲
み
取
る
こ
と
が
出
来

ず
、
む
や
み
に
被
災
地
と
い
う
言
葉
を
発

し
、
同
情
す
る
こ
と
で
、
違
和
感
や
不
快
な

思
い
を
さ
せ
て
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
い
つ
も
真
摯
に
対

応
し
て
く
だ
さ
り
、
逆
に
我
々
が
多
く
の
元

気
と
勇
気
を
頂
き
ま
し
た
。
こ
の
視
察
で
学

ん
だ
こ
と
皆
様
か
ら
ご
教
示
い
た
だ
き
ま
し

た
こ
と
は
、
必
ず
今
後
の
防
災
対
策
、
危
機

管
理
に
生
か
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

視
察
訪
問
し
た
保
育
園
の

　
　
　震
災
発
生
か
ら
の
歩
み

  

日
台
き
ず
な
保
育
園

 

（
旧
わ
か
き
保
育
園
）
：
岩
手
県
山
田
町

　
地
震
発
生
時
、
園
に
は
28
名
の
子
ど
も
と

4
名
の
保
育
士
が
い
た
。
津
波
と
同
時
に
火

災
も
起
こ
っ
た
た
め
、
山
の
上
へ
と
避
難
し

た
。
救
助
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
来
た
の
は
1

日
半
後
だ
っ
た
。
園
舎
は
津
波
に
よ
り
全
壊

し
、
残
さ
れ
た
の
は
基
礎
部
分
と
園
名
が
刻

ま
れ
た
門
の
一
部
だ
け
だ
っ
た
。
山
の
上
に

仮
園
舎
を
建
設
し
、
お
よ
そ
2
年
の
時
を
経

て
、
日
本
、
台
湾
両
方
の
赤
十
字
か
ら
の
援

助
を
受
け
て
新
園
舎
を
建
設
。
日
本
の

「
日
」
と
台
湾
の
「
台
」
を
と
り
、
深
い
絆

に
感
謝
し
て
「
日
台
き
ず
な
保
育
園
」
と
改

名
し
て
新
し
い
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

　
そ
の
後
震
災
前
よ
り
園
児
が
減
っ
て
い
っ

た
が
、
今
年
は
少
し
ず
つ
増
え
て
い
る
。

＊
地
震
発
生
時
、
園
に
い
た
子
ど
も
は
全
て

無
事
だ
っ
た
。

 

吉
里
吉
里
保
育
園
：
岩
手
県
大
槌
町

　
東
日
本
大
震
災
の

被
災
率
で
、
宮
城
県

女
川
町
の
8
．

6
8
％
に
次
い
で

8
．
3
6
％
と
2
番

目
だ
っ
た
の
が
、
こ

の
大
槌
町
で
あ
る
。

町
は
津
波
で
一
瞬
に
し
て
壊
滅
し
、
園
舎
は

全
壊
。
地
震
発
生
直
後
は
、
民
家
を
借
り
て

保
育
を
行
い
、
そ
の
後
旧
園
舎
近
く
の
高
台

に
あ
る
寺
の
会
館
に
移
る
。
同
じ
年
の
8
月

に
は
仮
園
舎
が
出
来
上
が
り
、
環
境
も
か
な

り
改
善
さ
れ
た
。
2
年
を
過
ぎ
て
も
行
政
の

支
援
の
気
配
が
無
く
、
自
己
資
金
と
台
湾
赤

十
字
、
カ
リ
タ
ス
・
ス
イ
ス
と
い
う
支
援
団

体
に
よ
り
、
震
災
後
3
年
目
に
し
て
新
園
舎

完
成
。
そ
の
後
震
災
前
よ
り
園
児
が
減
っ
て

いっ
た
が
、今
年
は
少
し
ず
つ
増
え
て
い
る
。

＊
地
震
発
生
時
、
園
に
い
た
子
ど
も
は
全
て

無
事
だ
っ
た
が
、
迎
え
に
来
た
1
名
と
当

日
欠
席
だ
っ
た
2
名
は
被
災
し
た
。

 

大
槌
保
育
園
：
岩
手
県
大
槌
町

　
地
震
発
生
時
、

1
0
0
名
近
く
の
園

児
が
在
園
。
そ
の
後

70
名
程
は
、
迎
え
に

来
た
保
護
者
に
引
き

渡
す
。
津
波
か
ら
避

難
す
る
た
め
に
残
り

の
園
児
を
抱
き
か
か
え
、
30
度
を
超
え
る
急

斜
面
の
山
を
急
い
で
登
っ
た
。
園
舎
は
倒
壊

し
な
か
っ
た
も
の
の
、
押
し
寄
せ
た
津
波
で

天
井
付
近
ま
で
水
没
し
た
。
前
年
度
に
建
て

替
え
た
ば
か
り
だ
っ
た
。
そ
の
後
日
本
ユ
ニ

セ
フ
の
援
助
を
受
け
、
仮
園
舎
を
建
設
。
本

園
は
、
園
舎
が
倒
壊
し
た
園
と
異
な
り
、
復

旧
工
事
と
い
う
事
で
様
々
な
制
約
を
受
け

る
。
結
局
、
自
己
資
金
に
加
え
て
、
80
％
の

政
府
の
援
助
、
10
％
程
の
カ
リ
タ
ス
・
ス
イ

ス
の
援
助
で
改
修
が
完
了
。
震
災
発
生
2
年

後
に
、
本
園
に
戻
っ
た
。
震
災
後
60
名
定
員

で
再
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
現
在
入
園
希
望
者

が
増
え
て
お
り
対
応
に
苦
慮
し
て
い
る
。
　

＊
地
震
発
生
時
、
園
に
残
っ
た
子
ど
も
た
ち

は
全
て
無
事
に
避
難
し
た
が
、
保
護
者
が

迎
え
に
来
た
後
、
自
宅
に
戻
っ
た
子
ど
も

が
9
名
被
災
し
亡
く
な
っ
た
。

　

 

つ
つ
み
こ
ど
も
園

 

（
旧
堤
乳
幼
児
保
育
園
）：
岩
手
県
大
槌
町

　
園
舎
が
高
台
に
あ
り
、
被
災
し
な
か
っ
た

た
め
、
地
震
発
生
直
後
か
ら
保
育
園
を
避
難

所
と
し
て
開
放
。
多
く
の
人
を
救
助
し
た
。

地
震
発
生
か
ら
2
週
間
後
に
よ
う
や
く
手
探

り
で
保
育
を
開
始
。
給
食
の
提
供
な
ど
に
大

変
苦
労
し
た
。
そ
の
後
園
舎
裏
の
土
地
（
新

園
舎
を
建
設
す
る
予
定
だ
っ
た
場
所
）
を
仮

設
住
宅
の
た
め
に
提
供
。
6
年
の
時
を
経

て
、
よ
う
や
く
23
世
帯
の
仮
設
住
宅
が
全
て

撤
去
さ
れ
、
平
成
30
年
4
月
に
新
園
舎
竣
工

に
至
っ
た
。
新
築
を
機
に
1
号
認
定
10
名
、

2
、
3
号
認
定
5
2
名
で
の
認
定
こ
ど
も
園

に
移
行
し
た
。
新
園
舎
は
、
震
災
の
教
訓
を

生
か
し
た
り
、
他
の
園
を
視
察
す
る
こ
と
に

よ
り
、
じ
っ
く
り
と
構
想
を
練
る
こ
と
が
出

来
た
。
震
災
が
な
か
っ
た
ら
、
こ
の
園
の
設

計
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
と
園
長
は
語
る
。

園
の
裏
の
J
R
山
田
線
吉
里
吉
里
駅
は
、
来

年
3
月
に
釜
石
〜
宮
古
間
が
全
面
開
通
し
、

駅
も
利
用
が
再
開
さ
れ
る
予
定
。
実
に
震
災

後
8
年
を
要
し
た
。
（
開
通
後
J
R
東
日
本

か
ら
三
陸
鉄
道
に
移
管
さ
れ
る
。
）

＊
地
震
に
よ
る
被
害
は
な
か
っ
た
が
、
降
園

後
4
組
の
親
子
が
亡
く
な
り
、
6
名
の
職

員
の
家
族
も
行
方
不
明
と
な
っ
た
。

 

赤
崎
保
育
園
：
岩
手
県
大
船
渡
市

　
海
岸
か
ら
す
ぐ
の
高
台
に
あ
る
園
舎
の
直

前
、
園
庭
の
途
中
で
波
は
止
ま
っ
た
。
園
庭

は
プ
ー
ル
の
水
を
ひ
っ
く
り
返
し
た
程
度
の

水
浸
し
に
は
な
っ
た
が
、
園
舎
に
被
害
は
な

し
。
裏
に
あ
る
漁
業
組
合
セ
ン
タ
ー
が
小
学

校
を
含
め
た
避
難
場
所
だ
っ
た
の
で
移
動

し
、
更
に
波
が
来
る
か
も
し
れ
な
い
と
3
階

だ
て
の
セ
ン
タ
ー
屋
上
に
梯
子
を
使
っ
て
避

難
。
し
ば
ら
く
あ
た
り
は
、
一
面
の
海
。
避

難
し
た
日
は
、
保
育
園
の
備
蓄
の
食
糧
な
ど

で
し
の
い
だ
が
、
翌
日
以
降
は
近
く
の
被
災

し
て
い
な
い
と
こ
ろ
等
か
ら
少
し
ず
つ
食
糧

を
確
保
し
た
。
避
難
し
て
3
日
後
に
よ
う
や

く
救
助
ヘ
リ
が
来
た
。

　
幸
い
に
も
、
こ
の
地
域
の
園
児
、
小
学

生
、
中
学
生
か
ら
亡
く
な
っ
た
子
が
い
な

か
っ
た
。
中
学
生
も
セ
ン
タ
ー
が
避
難
場
所

に
な
っ
て
い
た
が
、
間
に
合
わ
な
い
と
判
断

し
て
中
学
校
裏
の
高
台
に
避
難
し
た
こ
と
が

功
を
奏
し
た
。

　
赤
崎
保
育
園
が
あ
る
大
船
渡
市
は
1
m
地

盤
沈
下
し
、
魚
市
場
も
あ
っ
た
保
育
園
の
眼

下
の
漁
港
は
満
潮
時
に
水
に
つ
か
る
（
我
々

の
訪
問
中
10
分
足
ら
ず
で
、
ま
さ
に
、
見
る

見
る
う
ち
に
浸
水
し
て
い
っ
た
）
。
チ
リ
沖

地
震
の
時
に
小
学
校
低
学
年
だ
っ
た
志
田
洋

子
園
長
は
「
チ
リ
沖
の
時
は
湾
の
水
が
一
度

引
い
て
か
ら
津
波
が
き
た
け
ど
、
今
回
は

真
っ
黒
な
海
面
が
下
か
ら
一
気
に
モ
ク
モ
ク

モ
ク
っ
と
せ
り
上
が
っ
た
感
じ
で
し
た
よ
。

す
ご
い
と
い
う
か
、
な
ん
と
い
う
か
怖
か
っ

た
。
」
と
の
こ
と
。

　
チ
リ
沖
地
震
後
に
作
ら
れ
た
堤
防
は
津
波

に
よ
り
決
壊
し
て
い
る
こ
と
や
地
盤
が
下

が
っ
た
こ
と
等
を
考
慮
し
、
赤
崎
小
学
校
と

赤
崎
保
育
園
を
高
台
に
建
て
替
え
る
予
定
が

あ
る
。
2
0
1
8
年
度
に
完
成
予
定
。
（
平

成
23
・
24
・
25
年
記
録
よ
り
）

 

陸
前
高
田
市
保
育
協
会

（
広
田
、
米
崎
、
横
田
、
下
矢
作
、
竹
駒

保
育
園
）
：
岩
手
県
陸
前
高
田
市

　
大
槌
町
に
次
い
で
、
7
．
7
5
％
と
3
番

目
に
被
災
率
が
高
か
っ
た
の
が
陸
前
高
田
市

だ
っ
た
。
震
災
発
生
時
、
築
3
年
の
竹
駒
保

育
園
が
全
壊
。
海
か
ら
3
0
0
メ
ー
ト
ル
離

れ
た
広
田
保
育
園
も
半
壊
の
被
害
を
受
け

た
。
全
壊
し
た
竹
駒
保
育
園
は
、
公
益
財
団

法
人
ヤ
マ
ト
福
祉
財
団
「
東
日
本
大
震
災
生

活
・
産
業
基
盤
復
興
再
生
助
成
金
」
よ
り
津

波
の
心
配
の
無
い
高
台
に
平
成
25
年
3
月
30

日
に
完
成
。
広
田
保
育
園
は
、
や
む
な
く
震

災
後
4
年
間
を
毎
日
地
震
と
津
波
に
脅
え
な

が
ら
半
壊
し
た
園
舎
で
保
育
を
行
っ
た
。
そ

の
後
、
平
成
25
年
9
月
18
日
、
日
本
赤
十
字

社
・
マ
レ
ー
シ
ア
赤
新
月
社
「
東
日
本
大
震

災
復
興
支
援
事
業
補
助
金
」
受
給
が
決
定

し
、
平
成
27
年
3
月
25
日
に
高
台
に
新
園
舎

が
建
設
さ
れ
た
。

＊
震
災
発
生
時
、
中
学
生
た
ち
の
協
力
も
あ

り
、
全
員
無
事
に
高
台
に
避
難
す
る
こ
と

が
出
来
た
。

青
年
部

　元
部
長

　
　
　
　
　

城
浜
保
育
園

　
　
　
　
　
　

園
長

　 増
本 

律
秀

最終章

いたるところにがれき

未だにこのまま

残された門

積上げられた車のがれき

基礎だけ残されていた

避難した山

初訪問はお寺で保育

仮園舎

仮園舎の奥の山に新園舎建設予定

新園舎完成

震災後目印になるよう黄色の壁に

地元が元気になるように「よってんたんせ」営業

新園舎建設予定地に仮設住宅

新園舎完成

新園舎完成

日台の先生と

がれきの中からの写真

高台にある園舎の下は津波の被害に

陸前高田の園で先生方と

仮設で保育する先生の背中

園舎で保育再開

8
回
の
被
災
地
訪
問
を
終
え
て

8
回
の
被
災
地
訪
問
を
終
え
て
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未
だ
に
重
機
や
大
型
ト
ラ
ッ
ク
が
多
く
、

か
さ
上
げ
工
事
が
続
く
陸
前
高
田
の
今
を
観

光
ガ
イ
ド
の
菅
野
コ
ハ
ル
さ
ん
に
案
内
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
29
m
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

と
し
て
残
さ
れ
た
「
奇
跡
の
1
本
松
」
、
卒

業
式
の
練
習
中
に
被
災
し
86
名
全
員
で
山
に

登
り
避
難
し
た
気
仙
中
学
校
な
ど
、
震
災
当

時
の
悲
惨
さ
が
残
る
場
所
で
当
時
か
ら
現
在

に
至
る
ま
で
の
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
当
時
、
生
き
残
っ
た
方
達
は
、
自

分
だ
け
が
助
か
っ
て
し
ま
っ
た
、
ど
う
に
か

で
き
な
か
っ
た
か
、
助
け
ら
れ
な
か
っ
た
か

と
、
た
だ
た
だ
自
分
を
責
め
続
け
る
日
々

だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
陸
前
高
田
市
だ
け
で
も
未
だ
に
5
0
0
名

が
仮
設
住
宅
で
過
ご
し
て
い
る
こ
と
、
仮
設

住
宅
が
あ
る
た
め
に
地
元
の
小
中
学
校
で
は

運
動
場
が
使
え
な
い
こ
と
（
今
年
の
2
学
期

か
ら
使
用
可
能
）
等
、
生
活
面
の
不
自
由
さ

も
復
興
半
ば
で
あ
る
こ
と
が
感
じ
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
復
興
が
進
み
つ
つ
あ
る
場
所
も
震

災
前
の
陸
前
高
田
と
は
全
く
違
う
形
の
も
の

に
な
っ
て
い
る
た
め
、
住
民
の
方
々
の
思
い

と
し
て
も
復
興
す
る
の
は
有
り
難
い
こ
と
だ

け
れ
ど
も
、
自
分
た
ち
の
町
だ
と
思
え
な
い

こ
と
も
あ
る
と
も
ら
し
て
い
ま
し
た
。

　
陸
前
高
田
市
の
復
興
は
震
災
か
ら
7
年

経
っ
た
現
時
点
で
も
3
割
程
度
で
す
。
大
き

な
震
災
の
残
し
た
爪
痕
は
、
そ
の
町
に
も
生

活
に
も
人
々
の
心
に
も
ま
だ
な
お
根
深
く

残
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
爪
痕
が
少
し
で
も
薄

れ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
の
地
域
の
住
民
の

思
い
が
反
映
さ
れ
る
復
興
が
一
日
も
早
く
進

む
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

　
青
年
部
で
は
、
平
成
23
年
の
震
災
当
初
よ

り
、
毎
年
一
回
、
東
北
岩
手
の
三
陸
海
岸
を

中
心
に
訪
問
し
、
支
援
活
動
を
続
け
て
き
ま

し
た
。

陸前
高田市

青
年
部

　副
部
長

　
　
　
　
　

大
濠
保
育
園

　
　
　
　
　
　

園
長

　 濱
﨑 

千
恵

Part
7

奇跡の一本松気仙中学校

震災後から使われることのない大船渡線の線路菅野コハルさん

平成30年10月17日発行 （6） 第119号



福岡市保育協会青年部視察訪問の歩み

東北地方太平洋沖地震発生
平成23年 3月11日14時46分18秒
　この地震によりもたらされた災害の名称を、
　「東日本大震災」と命名。
　死者行方不明者  1万8,434人
　避難者数      約7万3,000人
　震災関連死　　　  約3,650人
　（平成30年3月9日時点）

第1回視察（参加19名）
平成23年 7月31日～8月2日
　訪問先：わかき保育園（現日台きずな保育園）
　　　　　吉里吉里保育園
　　　　　大槌保育園
　　　　　赤崎保育園（岩手県大船渡市）

第2回視察（参加16名）
平成24年 10月18日～20日
　訪問先：わかき保育園（現日台きずな保育園）
　　　　　吉里吉里保育園
　　　　　大槌保育園
　　　　　堤乳幼児保育園（現つつみこども園）
　　　　　赤崎保育園（岩手県大船渡市）

第3回視察（参加13名）
平成25年 8月25日～27日
　訪問先：わかき保育園（現日台きずな保育園）
　　　　　・平成25年9月新園舎竣工
　　　　　吉里吉里保育園
　　　　　大槌保育園
　　　　　・平成25年5月改修工事終了
　　　　　堤乳幼児保育園（現つつみこども園）
　　　　　赤崎保育園（岩手県大船渡市）

第4回視察（参加24名）
平成26年 8月25日～27日
　訪問先：みどりが丘保育園（岩手県洋野町）
　　　　　いなり保育園（岩手県久慈市）
　　　　　日台きずな保育園（旧わかき保育園）
　　　　　吉里吉里保育園
　　　　　・平成26年4月新園舎竣工
　　　　　大槌保育園
　　　　　堤乳幼児保育園（現つつみこども園）
　　　　　＊岩手県洋野町視察

第5回視察（参加16名）
平成27年 8月27日～29日
　訪問先：日台きずな保育園（旧わかき保育園）
　　　　　吉里吉里保育園
　　　　　大槌保育園
　　　　　堤乳幼児保育園（現つつみこども園）

第6回視察（参加26名）
平成28年 7月25日～27日
　訪問先：特別養護老人ホームらふたぁヒルズ
　　　　　（堤乳幼児保育園と同じ法人の施設）
　　　　　日台きずな保育園（旧わかき保育園）
　　　　　吉里吉里保育園
　　　　　大槌保育園

第7回視察（参加16名）
平成29年 7月27日～29日
　訪問先：日台きずな保育園（旧わかき保育園）
　　　　　吉里吉里保育園
　　　　　大槌保育園
　　　　　広田保育園（岩手県陸前高田市）
　　　　　・陸前高田市保育協会の5ヶ園
　　　　　　広田、米崎、横田、下矢作、竹駒保育園
　　　　　　の園長先生方より震災当時の話を聴取。
　　　　　＊奇跡の一本松視察（陸前高田市）

第8回視察（参加10名）
平成30年 7月27日～29日
　訪問先：つつみこども園（旧堤乳幼児保育園）
　　　　　・平成30年3月新園舎竣工
　　　　　日台きずな保育園
　　　　　吉里吉里保育園
　　　　　大槌保育園
　　　　　＊陸前高田市視察
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
視察訪問回数：8回
視察延べ人数：140名
視察延べ施設：36ヶ所

　
平
成
23
年
（
西
暦
2
0
1
1
年
）
3
月
11

日
、
あ
の
未
曾
有
の
東
日
本
大
震
災
が
起
こ

り
、
そ
の
年
7
月
の
訪
問
を
皮
切
り
に
、
今

年
度
ま
で
8
回
の
視
察
訪
問
を
重
ね
て
き
ま

し
た
。
被
災
さ
れ
た
保
育
園
に
出
向
き
、
復

興
の
様
子
を
伺
っ
て
き
ま
し
た
が
、
震
災
に

よ
り
被
害
を
受
け
た
保
育
園
は
全
て
再
建
さ

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の
度
、
震
災
時
に
は

避
難
場
所
と
な
っ
て
い
た
、
つ
つ
み
こ
ど
も

園
（
旧
堤
乳
幼
児
保
育
園
）
が
、
よ
う
や
く

新
園
舎
竣
工
を
果
た
さ
れ
ま
し
た
。
震
災
前

に
新
園
舎
建
設
を
考
え
て
い
た
土
地
は
、
震

災
後
仮
設
住
宅
の
た
め
に
場
所
を
提
供
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
昨
年
そ
の
仮
設
住
宅
も
全
て

撤
去
さ
れ
、
今
年
の
4
月
よ
り
開
園
に
至
り

ま
し
た
。
こ
れ
で
震
災
に
よ
り
何
ら
か
の
影

響
を
受
け
た
保
育
園
は
、
ハ
ー
ド
面
で
は
全

て
整
備
が
完
了

し
、
今
回
を
も

ち
ま
し
て
公
式

訪
問
は
終
了
さ

せ
て
い
た
だ
く

こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　
思
い
起
こ
せ

ば
、
あ
の
初
め
て
の
訪
問
の
と
き
、
目
の
前

に
広
が
る
衝
撃
的
な
光
景
に
愕
然
と
し
た
こ

と
を
は
っ
き
り
と
覚
え
て
い
ま
す
。
倒
壊
し

た
家
や
車
が
混
在
す
る
壊
滅
し
た
町
。
積
み

上
が
っ
た
瓦
礫
の
山
。
津
波
に
流
さ
れ
た
住

宅
の
後
に
残
る
露
な
基
礎
。
2
階
建
て
の
建

物
の
上
に
乗
り
上
げ
た
船
舶
。
地
震
の
揺
れ

で
亀
裂
の
入
っ
た
道
路
。
津
波
の
高
さ
が
一

目
で
わ
か
る
、
ビ
ル
の
窓
の
割
れ
た
跡
。
松

の
高
い
部
分
の
枝
に
引
っ
か
か
っ
た
、
漁
用

の
ブ
イ
。
こ
の
処
理
に
1
年
近
く
を
費
や

し
、
よ
う
や
く
2
年
目
ぐ
ら
い
か
ら
、
再
建

へ
の
動
き
が
見
え
始
め
ま
し
た
。
し
か
し
な

が
ら
行
政
の
対
応
は
鈍
く
、
海
外
団
体
の
支

援
に
よ
っ
て
再
建
を
果
た
し
た
園
も
あ
り
、

地
元
の
方
は
元
よ
り
我
々
さ
え
も
憤
り
を
感

じ
た
時
期
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
訪
問

を
重
ね
る
度
に

良
く
も
悪
く
も

変
わ
っ
て
い
く

町
並
み
に
、

我
々
も
複
雑
な

感
情
を
抱
い
て

き
ま
し
た
。
か

さ
上
げ
し
た
土
地
に
建
つ
住
宅
。
震
災
前
当

た
り
前
に
見
て
い
た
海
を
さ
え
ぎ
り
、
高
く

そ
び
え
建
つ
防
潮
堤
。
被
災
を
機
に
他
の
土

地
に
移
り
住
ん
で
し
ま
っ
た
仲
間
。
生
活
が

戻
っ
て
も
、
周
辺
の
環
境
は
大
き
く
様
変
わ

り
し
ま
し
た
。
震
災
前
と
全
く
変
わ
ら
な
い

の
は
、
あ
の
津
波
を
も
た
ら
し
た
時
以
外
は

い
つ
も
穏
や
か
な
、
地
元
住
民
の
自
慢
の
海

だ
け
で
す
。
表
面
的
に
は
、
震
災
の
爪
痕
は

ほ
と
ん
ど
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
心
の
中
の

爪
痕
は
、
こ
れ
か
ら
も
消
え
る
こ
と
は
な
い

で
し
ょ
う
。
仮
設
住
宅
も
、
全
て
が
撤
去
さ

れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
数
箇
所
に
集
約
さ

れ
、
ま
だ
そ
こ
に
住
む
人
た
ち
も
い
ま
す

（
東
日
本
大
震
災
の
影
響
で
、
未
だ
7
万
人

を
越
す
仮
設
等
の
避
難
生
活
の
方
が
い

る
）
。
さ
ら
に
地
元
産
業
の
発
展
、
雇
用
問

題
、
人
口
減
少
等
、
新
た
な
課
題
が
起
き
て

い
る
の
も
現
実
で
す
。

　
し
か
し
、
後
ろ
を
向
く
人
は
誰
も
い
ま
せ

ん
。
事
実
を
直
視
し
、
色
々
な
対
策
を
講
じ

な
が
ら
後
世
の
た
め
に
故
郷
の
町
を
存
続
さ

せ
て
い
こ
う
、
と
い
う
熱
い
思
い
が
訪
問
す

る
度
に
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
そ
し
て
何
よ
り

も
子
ど
も
た
ち

の
笑
顔
。
い
つ

訪
問
し
て
も
、

ま
る
で
何
も
無

か
っ
た
か
の
よ

う
に
元
気
い
っ

ぱ
い
す
く
す
く

と
育
っ
て
い
る

子
ど
も
た
ち
を
見
る
と
、
本
当
に
心
が
救
わ

れ
ま
す
。
こ
の
幼
子
の
命
を
つ
な
ぐ
た
め
に

は
、振
り
返
り
は
許
さ
れ
な
い
の
で
し
ょ
う
。

　
先
の
大
阪
府
北
部
地
震
、
西
日
本
豪
雨
、

北
海
道
胆
振
東
部
地
震
、
猛
威
を
ふ
る
っ
た

数
々
の
台
風
で
は
、
相
次
い
で
多
く
の
方
が

被
災
さ
れ
ま
し
た
。
気
象
や
地
殻
が
異
変
し

て
い
く
中
、
我
々
は
い
つ
も
災
害
と
隣
り
あ

わ
せ
で
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
危
機
意
識
を
持
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
こ
と

を
想
定
し
て
子
ど
も
た
ち
の
命
を
守
る
危
機

管
理
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
す
。
東

日
本
大
震
災
発
生
時
に
誇
る
べ
き
こ
と
は
、

保
育
園
に
い
た
子
ど
も
は
、
全
て
救
わ
れ
た

と
い
う
こ
と
で
す
。
日
ご
ろ
か
ら
の
防
災
訓

練
、
防
災
意
識
の
高
さ
、
先
人
の
教
え
を
忠

実
に
守
っ
た
こ
と
が
功
を
奏
し
ま
し
た
。

　
視
察
訪
問
は
、
今
回
で
終
了
し
ま
す
が
、

我
々
は
決
し
て
あ
の
大
震
災
を
忘
れ
て
は
い

け
な
い
。
被
災
さ
れ
た
方
々
の
こ
と
を
い
つ

ま
で
も
心
に
刻
み
、
こ
れ
か
ら
も
違
っ
た
形

の
交
流
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
震
災
に
関
し
て
、
福
岡
市
保
育
協
会

会
員
園
の
皆
様
よ
り
、
募
金
等
色
々
と
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
し
て
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
又
、
訪
問
に
際
し
て
温
か
い
お

言
葉
も
多
く
の
方
か
ら
頂
き
ま
し
た
。
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
そ
し
て
、
訪
問
の
際
に
毎
回
御
同
行
い
た

だ
い
た
、
い
な
り
保
育
園
の
稲
村
園
長
先
生

（
震
災
当
時
日
本
保
育
協
会
岩
手
県
支
部
支

部
長
）
、
岩
手
と
の
架
け
橋
と
な
っ
て
い
た

だ
い
た
、
み
ど
り
が
丘
保
育
園
七
役
理
事
長

先
生
（
震
災
当
時
日
本
保
育
協
会
岩
手
県
支

部
青
年
部
部
長
）
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
地

震
発
生
直
後
に
お
2
人
で
広
大
な
面
積
の
岩

手
県
を
奔
走
さ
れ
、
保
育
園
の
被
害
状
況
を

事
情
聴
取
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
園
の
必
要
と
す

る
救
助
支
援
の
一
助
と
な
ら
れ
た
こ
と
は
、

誠
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。
さ
ら
に
被
害
を
受

け
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
変
な
状
況
の

中
、
快
く
視
察
訪
問
を
お
引
き
受
け
い
た
だ

い
た
各
保
育
園
の
園
長
先
生
、
関
係
者
の
皆

様
方
に
も
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
災

害
を
受
け
て
い
な
い
我
々
は
、
現
地
の
方
の

気
持
ち
を
繊
細
に
汲
み
取
る
こ
と
が
出
来

ず
、
む
や
み
に
被
災
地
と
い
う
言
葉
を
発

し
、
同
情
す
る
こ
と
で
、
違
和
感
や
不
快
な

思
い
を
さ
せ
て
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
い
つ
も
真
摯
に
対

応
し
て
く
だ
さ
り
、
逆
に
我
々
が
多
く
の
元

気
と
勇
気
を
頂
き
ま
し
た
。
こ
の
視
察
で
学

ん
だ
こ
と
皆
様
か
ら
ご
教
示
い
た
だ
き
ま
し

た
こ
と
は
、
必
ず
今
後
の
防
災
対
策
、
危
機

管
理
に
生
か
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

視
察
訪
問
し
た
保
育
園
の

　
　
　震
災
発
生
か
ら
の
歩
み

  

日
台
き
ず
な
保
育
園

 

（
旧
わ
か
き
保
育
園
）
：
岩
手
県
山
田
町

　
地
震
発
生
時
、
園
に
は
28
名
の
子
ど
も
と

4
名
の
保
育
士
が
い
た
。
津
波
と
同
時
に
火

災
も
起
こ
っ
た
た
め
、
山
の
上
へ
と
避
難
し

た
。
救
助
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
来
た
の
は
1

日
半
後
だ
っ
た
。
園
舎
は
津
波
に
よ
り
全
壊

し
、
残
さ
れ
た
の
は
基
礎
部
分
と
園
名
が
刻

ま
れ
た
門
の
一
部
だ
け
だ
っ
た
。
山
の
上
に

仮
園
舎
を
建
設
し
、
お
よ
そ
2
年
の
時
を
経

て
、
日
本
、
台
湾
両
方
の
赤
十
字
か
ら
の
援

助
を
受
け
て
新
園
舎
を
建
設
。
日
本
の

「
日
」
と
台
湾
の
「
台
」
を
と
り
、
深
い
絆

に
感
謝
し
て
「
日
台
き
ず
な
保
育
園
」
と
改

名
し
て
新
し
い
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

　
そ
の
後
震
災
前
よ
り
園
児
が
減
っ
て
い
っ

た
が
、
今
年
は
少
し
ず
つ
増
え
て
い
る
。

＊
地
震
発
生
時
、
園
に
い
た
子
ど
も
は
全
て

無
事
だ
っ
た
。

 

吉
里
吉
里
保
育
園
：
岩
手
県
大
槌
町

　
東
日
本
大
震
災
の

被
災
率
で
、
宮
城
県

女
川
町
の
8
．

6
8
％
に
次
い
で

8
．
3
6
％
と
2
番

目
だ
っ
た
の
が
、
こ

の
大
槌
町
で
あ
る
。

町
は
津
波
で
一
瞬
に
し
て
壊
滅
し
、
園
舎
は

全
壊
。
地
震
発
生
直
後
は
、
民
家
を
借
り
て

保
育
を
行
い
、
そ
の
後
旧
園
舎
近
く
の
高
台

に
あ
る
寺
の
会
館
に
移
る
。
同
じ
年
の
8
月

に
は
仮
園
舎
が
出
来
上
が
り
、
環
境
も
か
な

り
改
善
さ
れ
た
。
2
年
を
過
ぎ
て
も
行
政
の

支
援
の
気
配
が
無
く
、
自
己
資
金
と
台
湾
赤

十
字
、
カ
リ
タ
ス
・
ス
イ
ス
と
い
う
支
援
団

体
に
よ
り
、
震
災
後
3
年
目
に
し
て
新
園
舎

完
成
。
そ
の
後
震
災
前
よ
り
園
児
が
減
っ
て

いっ
た
が
、今
年
は
少
し
ず
つ
増
え
て
い
る
。

＊
地
震
発
生
時
、
園
に
い
た
子
ど
も
は
全
て

無
事
だ
っ
た
が
、
迎
え
に
来
た
1
名
と
当

日
欠
席
だ
っ
た
2
名
は
被
災
し
た
。

 

大
槌
保
育
園
：
岩
手
県
大
槌
町

　
地
震
発
生
時
、

1
0
0
名
近
く
の
園

児
が
在
園
。
そ
の
後

70
名
程
は
、
迎
え
に

来
た
保
護
者
に
引
き

渡
す
。
津
波
か
ら
避

難
す
る
た
め
に
残
り

の
園
児
を
抱
き
か
か
え
、
30
度
を
超
え
る
急

斜
面
の
山
を
急
い
で
登
っ
た
。
園
舎
は
倒
壊

し
な
か
っ
た
も
の
の
、
押
し
寄
せ
た
津
波
で

天
井
付
近
ま
で
水
没
し
た
。
前
年
度
に
建
て

替
え
た
ば
か
り
だ
っ
た
。
そ
の
後
日
本
ユ
ニ

セ
フ
の
援
助
を
受
け
、
仮
園
舎
を
建
設
。
本

園
は
、
園
舎
が
倒
壊
し
た
園
と
異
な
り
、
復

旧
工
事
と
い
う
事
で
様
々
な
制
約
を
受
け

る
。
結
局
、
自
己
資
金
に
加
え
て
、
80
％
の

政
府
の
援
助
、
10
％
程
の
カ
リ
タ
ス
・
ス
イ

ス
の
援
助
で
改
修
が
完
了
。
震
災
発
生
2
年

後
に
、
本
園
に
戻
っ
た
。
震
災
後
60
名
定
員

で
再
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
現
在
入
園
希
望
者

が
増
え
て
お
り
対
応
に
苦
慮
し
て
い
る
。
　

＊
地
震
発
生
時
、
園
に
残
っ
た
子
ど
も
た
ち

は
全
て
無
事
に
避
難
し
た
が
、
保
護
者
が

迎
え
に
来
た
後
、
自
宅
に
戻
っ
た
子
ど
も

が
9
名
被
災
し
亡
く
な
っ
た
。

　

 

つ
つ
み
こ
ど
も
園

 

（
旧
堤
乳
幼
児
保
育
園
）：
岩
手
県
大
槌
町

　
園
舎
が
高
台
に
あ
り
、
被
災
し
な
か
っ
た

た
め
、
地
震
発
生
直
後
か
ら
保
育
園
を
避
難

所
と
し
て
開
放
。
多
く
の
人
を
救
助
し
た
。

地
震
発
生
か
ら
2
週
間
後
に
よ
う
や
く
手
探

り
で
保
育
を
開
始
。
給
食
の
提
供
な
ど
に
大

変
苦
労
し
た
。
そ
の
後
園
舎
裏
の
土
地
（
新

園
舎
を
建
設
す
る
予
定
だ
っ
た
場
所
）
を
仮

設
住
宅
の
た
め
に
提
供
。
6
年
の
時
を
経

て
、
よ
う
や
く
23
世
帯
の
仮
設
住
宅
が
全
て

撤
去
さ
れ
、
平
成
30
年
4
月
に
新
園
舎
竣
工

に
至
っ
た
。
新
築
を
機
に
1
号
認
定
10
名
、

2
、
3
号
認
定
5
2
名
で
の
認
定
こ
ど
も
園

に
移
行
し
た
。
新
園
舎
は
、
震
災
の
教
訓
を

生
か
し
た
り
、
他
の
園
を
視
察
す
る
こ
と
に

よ
り
、
じ
っ
く
り
と
構
想
を
練
る
こ
と
が
出

来
た
。
震
災
が
な
か
っ
た
ら
、
こ
の
園
の
設

計
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
と
園
長
は
語
る
。

園
の
裏
の
J
R
山
田
線
吉
里
吉
里
駅
は
、
来

年
3
月
に
釜
石
〜
宮
古
間
が
全
面
開
通
し
、

駅
も
利
用
が
再
開
さ
れ
る
予
定
。
実
に
震
災

後
8
年
を
要
し
た
。
（
開
通
後
J
R
東
日
本

か
ら
三
陸
鉄
道
に
移
管
さ
れ
る
。
）

＊
地
震
に
よ
る
被
害
は
な
か
っ
た
が
、
降
園

後
4
組
の
親
子
が
亡
く
な
り
、
6
名
の
職

員
の
家
族
も
行
方
不
明
と
な
っ
た
。

 

赤
崎
保
育
園
：
岩
手
県
大
船
渡
市

　
海
岸
か
ら
す
ぐ
の
高
台
に
あ
る
園
舎
の
直

前
、
園
庭
の
途
中
で
波
は
止
ま
っ
た
。
園
庭

は
プ
ー
ル
の
水
を
ひ
っ
く
り
返
し
た
程
度
の

水
浸
し
に
は
な
っ
た
が
、
園
舎
に
被
害
は
な

し
。
裏
に
あ
る
漁
業
組
合
セ
ン
タ
ー
が
小
学

校
を
含
め
た
避
難
場
所
だ
っ
た
の
で
移
動

し
、
更
に
波
が
来
る
か
も
し
れ
な
い
と
3
階

だ
て
の
セ
ン
タ
ー
屋
上
に
梯
子
を
使
っ
て
避

難
。
し
ば
ら
く
あ
た
り
は
、
一
面
の
海
。
避

難
し
た
日
は
、
保
育
園
の
備
蓄
の
食
糧
な
ど

で
し
の
い
だ
が
、
翌
日
以
降
は
近
く
の
被
災

し
て
い
な
い
と
こ
ろ
等
か
ら
少
し
ず
つ
食
糧

を
確
保
し
た
。
避
難
し
て
3
日
後
に
よ
う
や

く
救
助
ヘ
リ
が
来
た
。

　
幸
い
に
も
、
こ
の
地
域
の
園
児
、
小
学

生
、
中
学
生
か
ら
亡
く
な
っ
た
子
が
い
な

か
っ
た
。
中
学
生
も
セ
ン
タ
ー
が
避
難
場
所

に
な
っ
て
い
た
が
、
間
に
合
わ
な
い
と
判
断

し
て
中
学
校
裏
の
高
台
に
避
難
し
た
こ
と
が

功
を
奏
し
た
。

　
赤
崎
保
育
園
が
あ
る
大
船
渡
市
は
1
m
地

盤
沈
下
し
、
魚
市
場
も
あ
っ
た
保
育
園
の
眼

下
の
漁
港
は
満
潮
時
に
水
に
つ
か
る
（
我
々

の
訪
問
中
10
分
足
ら
ず
で
、
ま
さ
に
、
見
る

見
る
う
ち
に
浸
水
し
て
い
っ
た
）
。
チ
リ
沖

地
震
の
時
に
小
学
校
低
学
年
だ
っ
た
志
田
洋

子
園
長
は
「
チ
リ
沖
の
時
は
湾
の
水
が
一
度

引
い
て
か
ら
津
波
が
き
た
け
ど
、
今
回
は

真
っ
黒
な
海
面
が
下
か
ら
一
気
に
モ
ク
モ
ク

モ
ク
っ
と
せ
り
上
が
っ
た
感
じ
で
し
た
よ
。

す
ご
い
と
い
う
か
、
な
ん
と
い
う
か
怖
か
っ

た
。
」
と
の
こ
と
。

　
チ
リ
沖
地
震
後
に
作
ら
れ
た
堤
防
は
津
波

に
よ
り
決
壊
し
て
い
る
こ
と
や
地
盤
が
下

が
っ
た
こ
と
等
を
考
慮
し
、
赤
崎
小
学
校
と

赤
崎
保
育
園
を
高
台
に
建
て
替
え
る
予
定
が

あ
る
。
2
0
1
8
年
度
に
完
成
予
定
。
（
平

成
23
・
24
・
25
年
記
録
よ
り
）

 

陸
前
高
田
市
保
育
協
会

（
広
田
、
米
崎
、
横
田
、
下
矢
作
、
竹
駒

保
育
園
）
：
岩
手
県
陸
前
高
田
市

　
大
槌
町
に
次
い
で
、
7
．
7
5
％
と
3
番

目
に
被
災
率
が
高
か
っ
た
の
が
陸
前
高
田
市

だ
っ
た
。
震
災
発
生
時
、
築
3
年
の
竹
駒
保

育
園
が
全
壊
。
海
か
ら
3
0
0
メ
ー
ト
ル
離

れ
た
広
田
保
育
園
も
半
壊
の
被
害
を
受
け

た
。
全
壊
し
た
竹
駒
保
育
園
は
、
公
益
財
団

法
人
ヤ
マ
ト
福
祉
財
団
「
東
日
本
大
震
災
生

活
・
産
業
基
盤
復
興
再
生
助
成
金
」
よ
り
津

波
の
心
配
の
無
い
高
台
に
平
成
25
年
3
月
30

日
に
完
成
。
広
田
保
育
園
は
、
や
む
な
く
震

災
後
4
年
間
を
毎
日
地
震
と
津
波
に
脅
え
な

が
ら
半
壊
し
た
園
舎
で
保
育
を
行
っ
た
。
そ

の
後
、
平
成
25
年
9
月
18
日
、
日
本
赤
十
字

社
・
マ
レ
ー
シ
ア
赤
新
月
社
「
東
日
本
大
震

災
復
興
支
援
事
業
補
助
金
」
受
給
が
決
定

し
、
平
成
27
年
3
月
25
日
に
高
台
に
新
園
舎

が
建
設
さ
れ
た
。

＊
震
災
発
生
時
、
中
学
生
た
ち
の
協
力
も
あ

り
、
全
員
無
事
に
高
台
に
避
難
す
る
こ
と

が
出
来
た
。

青
年
部

　元
部
長

　
　
　
　
　

城
浜
保
育
園

　
　
　
　
　
　

園
長

　 増
本 

律
秀

最終章

いたるところにがれき

未だにこのまま

残された門

積上げられた車のがれき

基礎だけ残されていた

避難した山

初訪問はお寺で保育

仮園舎

仮園舎の奥の山に新園舎建設予定

新園舎完成

震災後目印になるよう黄色の壁に

地元が元気になるように「よってんたんせ」営業

新園舎建設予定地に仮設住宅

新園舎完成

新園舎完成

日台の先生と

がれきの中からの写真

高台にある園舎の下は津波の被害に

陸前高田の園で先生方と

仮設で保育する先生の背中

園舎で保育再開

8
回
の
被
災
地
訪
問
を
終
え
て

8
回
の
被
災
地
訪
問
を
終
え
て
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福岡市保育協会青年部視察訪問の歩み

東北地方太平洋沖地震発生
平成23年 3月11日14時46分18秒
　この地震によりもたらされた災害の名称を、
　「東日本大震災」と命名。
　死者行方不明者  1万8,434人
　避難者数      約7万3,000人
　震災関連死　　　  約3,650人
　（平成30年3月9日時点）

第1回視察（参加19名）
平成23年 7月31日～8月2日
　訪問先：わかき保育園（現日台きずな保育園）
　　　　　吉里吉里保育園
　　　　　大槌保育園
　　　　　赤崎保育園（岩手県大船渡市）

第2回視察（参加16名）
平成24年 10月18日～20日
　訪問先：わかき保育園（現日台きずな保育園）
　　　　　吉里吉里保育園
　　　　　大槌保育園
　　　　　堤乳幼児保育園（現つつみこども園）
　　　　　赤崎保育園（岩手県大船渡市）

第3回視察（参加13名）
平成25年 8月25日～27日
　訪問先：わかき保育園（現日台きずな保育園）
　　　　　・平成25年9月新園舎竣工
　　　　　吉里吉里保育園
　　　　　大槌保育園
　　　　　・平成25年5月改修工事終了
　　　　　堤乳幼児保育園（現つつみこども園）
　　　　　赤崎保育園（岩手県大船渡市）

第4回視察（参加24名）
平成26年 8月25日～27日
　訪問先：みどりが丘保育園（岩手県洋野町）
　　　　　いなり保育園（岩手県久慈市）
　　　　　日台きずな保育園（旧わかき保育園）
　　　　　吉里吉里保育園
　　　　　・平成26年4月新園舎竣工
　　　　　大槌保育園
　　　　　堤乳幼児保育園（現つつみこども園）
　　　　　＊岩手県洋野町視察

第5回視察（参加16名）
平成27年 8月27日～29日
　訪問先：日台きずな保育園（旧わかき保育園）
　　　　　吉里吉里保育園
　　　　　大槌保育園
　　　　　堤乳幼児保育園（現つつみこども園）

第6回視察（参加26名）
平成28年 7月25日～27日
　訪問先：特別養護老人ホームらふたぁヒルズ
　　　　　（堤乳幼児保育園と同じ法人の施設）
　　　　　日台きずな保育園（旧わかき保育園）
　　　　　吉里吉里保育園
　　　　　大槌保育園

第7回視察（参加16名）
平成29年 7月27日～29日
　訪問先：日台きずな保育園（旧わかき保育園）
　　　　　吉里吉里保育園
　　　　　大槌保育園
　　　　　広田保育園（岩手県陸前高田市）
　　　　　・陸前高田市保育協会の5ヶ園
　　　　　　広田、米崎、横田、下矢作、竹駒保育園
　　　　　　の園長先生方より震災当時の話を聴取。
　　　　　＊奇跡の一本松視察（陸前高田市）

第8回視察（参加10名）
平成30年 7月27日～29日
　訪問先：つつみこども園（旧堤乳幼児保育園）
　　　　　・平成30年3月新園舎竣工
　　　　　日台きずな保育園
　　　　　吉里吉里保育園
　　　　　大槌保育園
　　　　　＊陸前高田市視察
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
視察訪問回数：8回
視察延べ人数：140名
視察延べ施設：36ヶ所

　
平
成
23
年
（
西
暦
2
0
1
1
年
）
3
月
11

日
、
あ
の
未
曾
有
の
東
日
本
大
震
災
が
起
こ

り
、
そ
の
年
7
月
の
訪
問
を
皮
切
り
に
、
今

年
度
ま
で
8
回
の
視
察
訪
問
を
重
ね
て
き
ま

し
た
。
被
災
さ
れ
た
保
育
園
に
出
向
き
、
復

興
の
様
子
を
伺
っ
て
き
ま
し
た
が
、
震
災
に

よ
り
被
害
を
受
け
た
保
育
園
は
全
て
再
建
さ

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の
度
、
震
災
時
に
は

避
難
場
所
と
な
っ
て
い
た
、
つ
つ
み
こ
ど
も

園
（
旧
堤
乳
幼
児
保
育
園
）
が
、
よ
う
や
く

新
園
舎
竣
工
を
果
た
さ
れ
ま
し
た
。
震
災
前

に
新
園
舎
建
設
を
考
え
て
い
た
土
地
は
、
震

災
後
仮
設
住
宅
の
た
め
に
場
所
を
提
供
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
昨
年
そ
の
仮
設
住
宅
も
全
て

撤
去
さ
れ
、
今
年
の
4
月
よ
り
開
園
に
至
り

ま
し
た
。
こ
れ
で
震
災
に
よ
り
何
ら
か
の
影

響
を
受
け
た
保
育
園
は
、
ハ
ー
ド
面
で
は
全

て
整
備
が
完
了

し
、
今
回
を
も

ち
ま
し
て
公
式

訪
問
は
終
了
さ

せ
て
い
た
だ
く

こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　
思
い
起
こ
せ

ば
、
あ
の
初
め
て
の
訪
問
の
と
き
、
目
の
前

に
広
が
る
衝
撃
的
な
光
景
に
愕
然
と
し
た
こ

と
を
は
っ
き
り
と
覚
え
て
い
ま
す
。
倒
壊
し

た
家
や
車
が
混
在
す
る
壊
滅
し
た
町
。
積
み

上
が
っ
た
瓦
礫
の
山
。
津
波
に
流
さ
れ
た
住

宅
の
後
に
残
る
露
な
基
礎
。
2
階
建
て
の
建

物
の
上
に
乗
り
上
げ
た
船
舶
。
地
震
の
揺
れ

で
亀
裂
の
入
っ
た
道
路
。
津
波
の
高
さ
が
一

目
で
わ
か
る
、
ビ
ル
の
窓
の
割
れ
た
跡
。
松

の
高
い
部
分
の
枝
に
引
っ
か
か
っ
た
、
漁
用

の
ブ
イ
。
こ
の
処
理
に
1
年
近
く
を
費
や

し
、
よ
う
や
く
2
年
目
ぐ
ら
い
か
ら
、
再
建

へ
の
動
き
が
見
え
始
め
ま
し
た
。
し
か
し
な

が
ら
行
政
の
対
応
は
鈍
く
、
海
外
団
体
の
支

援
に
よ
っ
て
再
建
を
果
た
し
た
園
も
あ
り
、

地
元
の
方
は
元
よ
り
我
々
さ
え
も
憤
り
を
感

じ
た
時
期
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
訪
問

を
重
ね
る
度
に

良
く
も
悪
く
も

変
わ
っ
て
い
く

町
並
み
に
、

我
々
も
複
雑
な

感
情
を
抱
い
て

き
ま
し
た
。
か

さ
上
げ
し
た
土
地
に
建
つ
住
宅
。
震
災
前
当

た
り
前
に
見
て
い
た
海
を
さ
え
ぎ
り
、
高
く

そ
び
え
建
つ
防
潮
堤
。
被
災
を
機
に
他
の
土

地
に
移
り
住
ん
で
し
ま
っ
た
仲
間
。
生
活
が

戻
っ
て
も
、
周
辺
の
環
境
は
大
き
く
様
変
わ

り
し
ま
し
た
。
震
災
前
と
全
く
変
わ
ら
な
い

の
は
、
あ
の
津
波
を
も
た
ら
し
た
時
以
外
は

い
つ
も
穏
や
か
な
、
地
元
住
民
の
自
慢
の
海

だ
け
で
す
。
表
面
的
に
は
、
震
災
の
爪
痕
は

ほ
と
ん
ど
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
心
の
中
の

爪
痕
は
、
こ
れ
か
ら
も
消
え
る
こ
と
は
な
い

で
し
ょ
う
。
仮
設
住
宅
も
、
全
て
が
撤
去
さ

れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
数
箇
所
に
集
約
さ

れ
、
ま
だ
そ
こ
に
住
む
人
た
ち
も
い
ま
す

（
東
日
本
大
震
災
の
影
響
で
、
未
だ
7
万
人

を
越
す
仮
設
等
の
避
難
生
活
の
方
が
い

る
）
。
さ
ら
に
地
元
産
業
の
発
展
、
雇
用
問

題
、
人
口
減
少
等
、
新
た
な
課
題
が
起
き
て

い
る
の
も
現
実
で
す
。

　
し
か
し
、
後
ろ
を
向
く
人
は
誰
も
い
ま
せ

ん
。
事
実
を
直
視
し
、
色
々
な
対
策
を
講
じ

な
が
ら
後
世
の
た
め
に
故
郷
の
町
を
存
続
さ

せ
て
い
こ
う
、
と
い
う
熱
い
思
い
が
訪
問
す

る
度
に
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
そ
し
て
何
よ
り

も
子
ど
も
た
ち

の
笑
顔
。
い
つ

訪
問
し
て
も
、

ま
る
で
何
も
無

か
っ
た
か
の
よ

う
に
元
気
い
っ

ぱ
い
す
く
す
く

と
育
っ
て
い
る

子
ど
も
た
ち
を
見
る
と
、
本
当
に
心
が
救
わ

れ
ま
す
。
こ
の
幼
子
の
命
を
つ
な
ぐ
た
め
に

は
、振
り
返
り
は
許
さ
れ
な
い
の
で
し
ょ
う
。

　
先
の
大
阪
府
北
部
地
震
、
西
日
本
豪
雨
、

北
海
道
胆
振
東
部
地
震
、
猛
威
を
ふ
る
っ
た

数
々
の
台
風
で
は
、
相
次
い
で
多
く
の
方
が

被
災
さ
れ
ま
し
た
。
気
象
や
地
殻
が
異
変
し

て
い
く
中
、
我
々
は
い
つ
も
災
害
と
隣
り
あ

わ
せ
で
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
危
機
意
識
を
持
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
こ
と

を
想
定
し
て
子
ど
も
た
ち
の
命
を
守
る
危
機

管
理
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
す
。
東

日
本
大
震
災
発
生
時
に
誇
る
べ
き
こ
と
は
、

保
育
園
に
い
た
子
ど
も
は
、
全
て
救
わ
れ
た

と
い
う
こ
と
で
す
。
日
ご
ろ
か
ら
の
防
災
訓

練
、
防
災
意
識
の
高
さ
、
先
人
の
教
え
を
忠

実
に
守
っ
た
こ
と
が
功
を
奏
し
ま
し
た
。

　
視
察
訪
問
は
、
今
回
で
終
了
し
ま
す
が
、

我
々
は
決
し
て
あ
の
大
震
災
を
忘
れ
て
は
い

け
な
い
。
被
災
さ
れ
た
方
々
の
こ
と
を
い
つ

ま
で
も
心
に
刻
み
、
こ
れ
か
ら
も
違
っ
た
形

の
交
流
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
震
災
に
関
し
て
、
福
岡
市
保
育
協
会

会
員
園
の
皆
様
よ
り
、
募
金
等
色
々
と
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
し
て
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
又
、
訪
問
に
際
し
て
温
か
い
お

言
葉
も
多
く
の
方
か
ら
頂
き
ま
し
た
。
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
そ
し
て
、
訪
問
の
際
に
毎
回
御
同
行
い
た

だ
い
た
、
い
な
り
保
育
園
の
稲
村
園
長
先
生

（
震
災
当
時
日
本
保
育
協
会
岩
手
県
支
部
支

部
長
）
、
岩
手
と
の
架
け
橋
と
な
っ
て
い
た

だ
い
た
、
み
ど
り
が
丘
保
育
園
七
役
理
事
長

先
生
（
震
災
当
時
日
本
保
育
協
会
岩
手
県
支

部
青
年
部
部
長
）
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
地

震
発
生
直
後
に
お
2
人
で
広
大
な
面
積
の
岩

手
県
を
奔
走
さ
れ
、
保
育
園
の
被
害
状
況
を

事
情
聴
取
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
園
の
必
要
と
す

る
救
助
支
援
の
一
助
と
な
ら
れ
た
こ
と
は
、

誠
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。
さ
ら
に
被
害
を
受

け
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
変
な
状
況
の

中
、
快
く
視
察
訪
問
を
お
引
き
受
け
い
た
だ

い
た
各
保
育
園
の
園
長
先
生
、
関
係
者
の
皆

様
方
に
も
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
災

害
を
受
け
て
い
な
い
我
々
は
、
現
地
の
方
の

気
持
ち
を
繊
細
に
汲
み
取
る
こ
と
が
出
来

ず
、
む
や
み
に
被
災
地
と
い
う
言
葉
を
発

し
、
同
情
す
る
こ
と
で
、
違
和
感
や
不
快
な

思
い
を
さ
せ
て
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
い
つ
も
真
摯
に
対

応
し
て
く
だ
さ
り
、
逆
に
我
々
が
多
く
の
元

気
と
勇
気
を
頂
き
ま
し
た
。
こ
の
視
察
で
学

ん
だ
こ
と
皆
様
か
ら
ご
教
示
い
た
だ
き
ま
し

た
こ
と
は
、
必
ず
今
後
の
防
災
対
策
、
危
機

管
理
に
生
か
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

視
察
訪
問
し
た
保
育
園
の

　
　
　震
災
発
生
か
ら
の
歩
み

  

日
台
き
ず
な
保
育
園

 

（
旧
わ
か
き
保
育
園
）
：
岩
手
県
山
田
町

　
地
震
発
生
時
、
園
に
は
28
名
の
子
ど
も
と

4
名
の
保
育
士
が
い
た
。
津
波
と
同
時
に
火

災
も
起
こ
っ
た
た
め
、
山
の
上
へ
と
避
難
し

た
。
救
助
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
来
た
の
は
1

日
半
後
だ
っ
た
。
園
舎
は
津
波
に
よ
り
全
壊

し
、
残
さ
れ
た
の
は
基
礎
部
分
と
園
名
が
刻

ま
れ
た
門
の
一
部
だ
け
だ
っ
た
。
山
の
上
に

仮
園
舎
を
建
設
し
、
お
よ
そ
2
年
の
時
を
経

て
、
日
本
、
台
湾
両
方
の
赤
十
字
か
ら
の
援

助
を
受
け
て
新
園
舎
を
建
設
。
日
本
の

「
日
」
と
台
湾
の
「
台
」
を
と
り
、
深
い
絆

に
感
謝
し
て
「
日
台
き
ず
な
保
育
園
」
と
改

名
し
て
新
し
い
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

　
そ
の
後
震
災
前
よ
り
園
児
が
減
っ
て
い
っ

た
が
、
今
年
は
少
し
ず
つ
増
え
て
い
る
。

＊
地
震
発
生
時
、
園
に
い
た
子
ど
も
は
全
て

無
事
だ
っ
た
。

 

吉
里
吉
里
保
育
園
：
岩
手
県
大
槌
町

　
東
日
本
大
震
災
の

被
災
率
で
、
宮
城
県

女
川
町
の
8
．

6
8
％
に
次
い
で

8
．
3
6
％
と
2
番

目
だ
っ
た
の
が
、
こ

の
大
槌
町
で
あ
る
。

町
は
津
波
で
一
瞬
に
し
て
壊
滅
し
、
園
舎
は

全
壊
。
地
震
発
生
直
後
は
、
民
家
を
借
り
て

保
育
を
行
い
、
そ
の
後
旧
園
舎
近
く
の
高
台

に
あ
る
寺
の
会
館
に
移
る
。
同
じ
年
の
8
月

に
は
仮
園
舎
が
出
来
上
が
り
、
環
境
も
か
な

り
改
善
さ
れ
た
。
2
年
を
過
ぎ
て
も
行
政
の

支
援
の
気
配
が
無
く
、
自
己
資
金
と
台
湾
赤

十
字
、
カ
リ
タ
ス
・
ス
イ
ス
と
い
う
支
援
団

体
に
よ
り
、
震
災
後
3
年
目
に
し
て
新
園
舎

完
成
。
そ
の
後
震
災
前
よ
り
園
児
が
減
っ
て

いっ
た
が
、今
年
は
少
し
ず
つ
増
え
て
い
る
。

＊
地
震
発
生
時
、
園
に
い
た
子
ど
も
は
全
て

無
事
だ
っ
た
が
、
迎
え
に
来
た
1
名
と
当

日
欠
席
だ
っ
た
2
名
は
被
災
し
た
。

 

大
槌
保
育
園
：
岩
手
県
大
槌
町

　
地
震
発
生
時
、

1
0
0
名
近
く
の
園

児
が
在
園
。
そ
の
後

70
名
程
は
、
迎
え
に

来
た
保
護
者
に
引
き

渡
す
。
津
波
か
ら
避

難
す
る
た
め
に
残
り

の
園
児
を
抱
き
か
か
え
、
30
度
を
超
え
る
急

斜
面
の
山
を
急
い
で
登
っ
た
。
園
舎
は
倒
壊

し
な
か
っ
た
も
の
の
、
押
し
寄
せ
た
津
波
で

天
井
付
近
ま
で
水
没
し
た
。
前
年
度
に
建
て

替
え
た
ば
か
り
だ
っ
た
。
そ
の
後
日
本
ユ
ニ

セ
フ
の
援
助
を
受
け
、
仮
園
舎
を
建
設
。
本

園
は
、
園
舎
が
倒
壊
し
た
園
と
異
な
り
、
復

旧
工
事
と
い
う
事
で
様
々
な
制
約
を
受
け

る
。
結
局
、
自
己
資
金
に
加
え
て
、
80
％
の

政
府
の
援
助
、
10
％
程
の
カ
リ
タ
ス
・
ス
イ

ス
の
援
助
で
改
修
が
完
了
。
震
災
発
生
2
年

後
に
、
本
園
に
戻
っ
た
。
震
災
後
60
名
定
員

で
再
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
現
在
入
園
希
望
者

が
増
え
て
お
り
対
応
に
苦
慮
し
て
い
る
。
　

＊
地
震
発
生
時
、
園
に
残
っ
た
子
ど
も
た
ち

は
全
て
無
事
に
避
難
し
た
が
、
保
護
者
が

迎
え
に
来
た
後
、
自
宅
に
戻
っ
た
子
ど
も

が
9
名
被
災
し
亡
く
な
っ
た
。

　

 

つ
つ
み
こ
ど
も
園

 

（
旧
堤
乳
幼
児
保
育
園
）：
岩
手
県
大
槌
町

　
園
舎
が
高
台
に
あ
り
、
被
災
し
な
か
っ
た

た
め
、
地
震
発
生
直
後
か
ら
保
育
園
を
避
難

所
と
し
て
開
放
。
多
く
の
人
を
救
助
し
た
。

地
震
発
生
か
ら
2
週
間
後
に
よ
う
や
く
手
探

り
で
保
育
を
開
始
。
給
食
の
提
供
な
ど
に
大

変
苦
労
し
た
。
そ
の
後
園
舎
裏
の
土
地
（
新

園
舎
を
建
設
す
る
予
定
だ
っ
た
場
所
）
を
仮

設
住
宅
の
た
め
に
提
供
。
6
年
の
時
を
経

て
、
よ
う
や
く
23
世
帯
の
仮
設
住
宅
が
全
て

撤
去
さ
れ
、
平
成
30
年
4
月
に
新
園
舎
竣
工

に
至
っ
た
。
新
築
を
機
に
1
号
認
定
10
名
、

2
、
3
号
認
定
5
2
名
で
の
認
定
こ
ど
も
園

に
移
行
し
た
。
新
園
舎
は
、
震
災
の
教
訓
を

生
か
し
た
り
、
他
の
園
を
視
察
す
る
こ
と
に

よ
り
、
じ
っ
く
り
と
構
想
を
練
る
こ
と
が
出

来
た
。
震
災
が
な
か
っ
た
ら
、
こ
の
園
の
設

計
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
と
園
長
は
語
る
。

園
の
裏
の
J
R
山
田
線
吉
里
吉
里
駅
は
、
来

年
3
月
に
釜
石
〜
宮
古
間
が
全
面
開
通
し
、

駅
も
利
用
が
再
開
さ
れ
る
予
定
。
実
に
震
災

後
8
年
を
要
し
た
。
（
開
通
後
J
R
東
日
本

か
ら
三
陸
鉄
道
に
移
管
さ
れ
る
。
）

＊
地
震
に
よ
る
被
害
は
な
か
っ
た
が
、
降
園

後
4
組
の
親
子
が
亡
く
な
り
、
6
名
の
職

員
の
家
族
も
行
方
不
明
と
な
っ
た
。

 

赤
崎
保
育
園
：
岩
手
県
大
船
渡
市

　
海
岸
か
ら
す
ぐ
の
高
台
に
あ
る
園
舎
の
直

前
、
園
庭
の
途
中
で
波
は
止
ま
っ
た
。
園
庭

は
プ
ー
ル
の
水
を
ひ
っ
く
り
返
し
た
程
度
の

水
浸
し
に
は
な
っ
た
が
、
園
舎
に
被
害
は
な

し
。
裏
に
あ
る
漁
業
組
合
セ
ン
タ
ー
が
小
学

校
を
含
め
た
避
難
場
所
だ
っ
た
の
で
移
動

し
、
更
に
波
が
来
る
か
も
し
れ
な
い
と
3
階

だ
て
の
セ
ン
タ
ー
屋
上
に
梯
子
を
使
っ
て
避

難
。
し
ば
ら
く
あ
た
り
は
、
一
面
の
海
。
避

難
し
た
日
は
、
保
育
園
の
備
蓄
の
食
糧
な
ど

で
し
の
い
だ
が
、
翌
日
以
降
は
近
く
の
被
災

し
て
い
な
い
と
こ
ろ
等
か
ら
少
し
ず
つ
食
糧

を
確
保
し
た
。
避
難
し
て
3
日
後
に
よ
う
や

く
救
助
ヘ
リ
が
来
た
。

　
幸
い
に
も
、
こ
の
地
域
の
園
児
、
小
学

生
、
中
学
生
か
ら
亡
く
な
っ
た
子
が
い
な

か
っ
た
。
中
学
生
も
セ
ン
タ
ー
が
避
難
場
所

に
な
っ
て
い
た
が
、
間
に
合
わ
な
い
と
判
断

し
て
中
学
校
裏
の
高
台
に
避
難
し
た
こ
と
が

功
を
奏
し
た
。

　
赤
崎
保
育
園
が
あ
る
大
船
渡
市
は
1
m
地

盤
沈
下
し
、
魚
市
場
も
あ
っ
た
保
育
園
の
眼

下
の
漁
港
は
満
潮
時
に
水
に
つ
か
る
（
我
々

の
訪
問
中
10
分
足
ら
ず
で
、
ま
さ
に
、
見
る

見
る
う
ち
に
浸
水
し
て
い
っ
た
）
。
チ
リ
沖

地
震
の
時
に
小
学
校
低
学
年
だ
っ
た
志
田
洋

子
園
長
は
「
チ
リ
沖
の
時
は
湾
の
水
が
一
度

引
い
て
か
ら
津
波
が
き
た
け
ど
、
今
回
は

真
っ
黒
な
海
面
が
下
か
ら
一
気
に
モ
ク
モ
ク

モ
ク
っ
と
せ
り
上
が
っ
た
感
じ
で
し
た
よ
。

す
ご
い
と
い
う
か
、
な
ん
と
い
う
か
怖
か
っ

た
。
」
と
の
こ
と
。

　
チ
リ
沖
地
震
後
に
作
ら
れ
た
堤
防
は
津
波

に
よ
り
決
壊
し
て
い
る
こ
と
や
地
盤
が
下

が
っ
た
こ
と
等
を
考
慮
し
、
赤
崎
小
学
校
と

赤
崎
保
育
園
を
高
台
に
建
て
替
え
る
予
定
が

あ
る
。
2
0
1
8
年
度
に
完
成
予
定
。
（
平

成
23
・
24
・
25
年
記
録
よ
り
）

 
陸
前
高
田
市
保
育
協
会

（
広
田
、
米
崎
、
横
田
、
下
矢
作
、
竹
駒

保
育
園
）
：
岩
手
県
陸
前
高
田
市

　
大
槌
町
に
次
い
で
、
7
．
7
5
％
と
3
番

目
に
被
災
率
が
高
か
っ
た
の
が
陸
前
高
田
市

だ
っ
た
。
震
災
発
生
時
、
築
3
年
の
竹
駒
保

育
園
が
全
壊
。
海
か
ら
3
0
0
メ
ー
ト
ル
離

れ
た
広
田
保
育
園
も
半
壊
の
被
害
を
受
け

た
。
全
壊
し
た
竹
駒
保
育
園
は
、
公
益
財
団

法
人
ヤ
マ
ト
福
祉
財
団
「
東
日
本
大
震
災
生

活
・
産
業
基
盤
復
興
再
生
助
成
金
」
よ
り
津

波
の
心
配
の
無
い
高
台
に
平
成
25
年
3
月
30

日
に
完
成
。
広
田
保
育
園
は
、
や
む
な
く
震

災
後
4
年
間
を
毎
日
地
震
と
津
波
に
脅
え
な

が
ら
半
壊
し
た
園
舎
で
保
育
を
行
っ
た
。
そ

の
後
、
平
成
25
年
9
月
18
日
、
日
本
赤
十
字

社
・
マ
レ
ー
シ
ア
赤
新
月
社
「
東
日
本
大
震

災
復
興
支
援
事
業
補
助
金
」
受
給
が
決
定

し
、
平
成
27
年
3
月
25
日
に
高
台
に
新
園
舎

が
建
設
さ
れ
た
。

＊
震
災
発
生
時
、
中
学
生
た
ち
の
協
力
も
あ

り
、
全
員
無
事
に
高
台
に
避
難
す
る
こ
と

が
出
来
た
。

青
年
部

　元
部
長

　
　
　
　
　

城
浜
保
育
園

　
　
　
　
　
　

園
長

　 増
本 

律
秀

最終章

いたるところにがれき

未だにこのまま

残された門

積上げられた車のがれき

基礎だけ残されていた

避難した山

初訪問はお寺で保育

仮園舎

仮園舎の奥の山に新園舎建設予定

新園舎完成

震災後目印になるよう黄色の壁に

地元が元気になるように「よってんたんせ」営業

新園舎建設予定地に仮設住宅

新園舎完成

新園舎完成

日台の先生と

がれきの中からの写真

高台にある園舎の下は津波の被害に

陸前高田の園で先生方と

仮設で保育する先生の背中

園舎で保育再開

8
回
の
被
災
地
訪
問
を
終
え
て

8
回
の
被
災
地
訪
問
を
終
え
て

平成30年10月17日発行 （8） 第119号平成30年10月17日発行 （10） 第119号 平成30年10月17日発行（7） 第119号平成30年10月17日発行（9） 第119号

福岡市保育協会青年部視察訪問の歩み

東北地方太平洋沖地震発生
平成23年 3月11日14時46分18秒
　この地震によりもたらされた災害の名称を、
　「東日本大震災」と命名。
　死者行方不明者  1万8,434人
　避難者数      約7万3,000人
　震災関連死　　　  約3,650人
　（平成30年3月9日時点）

第1回視察（参加19名）
平成23年 7月31日～8月2日
　訪問先：わかき保育園（現日台きずな保育園）
　　　　　吉里吉里保育園
　　　　　大槌保育園
　　　　　赤崎保育園（岩手県大船渡市）

第2回視察（参加16名）
平成24年 10月18日～20日
　訪問先：わかき保育園（現日台きずな保育園）
　　　　　吉里吉里保育園
　　　　　大槌保育園
　　　　　堤乳幼児保育園（現つつみこども園）
　　　　　赤崎保育園（岩手県大船渡市）

第3回視察（参加13名）
平成25年 8月25日～27日
　訪問先：わかき保育園（現日台きずな保育園）
　　　　　・平成25年9月新園舎竣工
　　　　　吉里吉里保育園
　　　　　大槌保育園
　　　　　・平成25年5月改修工事終了
　　　　　堤乳幼児保育園（現つつみこども園）
　　　　　赤崎保育園（岩手県大船渡市）

第4回視察（参加24名）
平成26年 8月25日～27日
　訪問先：みどりが丘保育園（岩手県洋野町）
　　　　　いなり保育園（岩手県久慈市）
　　　　　日台きずな保育園（旧わかき保育園）
　　　　　吉里吉里保育園
　　　　　・平成26年4月新園舎竣工
　　　　　大槌保育園
　　　　　堤乳幼児保育園（現つつみこども園）
　　　　　＊岩手県洋野町視察

第5回視察（参加16名）
平成27年 8月27日～29日
　訪問先：日台きずな保育園（旧わかき保育園）
　　　　　吉里吉里保育園
　　　　　大槌保育園
　　　　　堤乳幼児保育園（現つつみこども園）

第6回視察（参加26名）
平成28年 7月25日～27日
　訪問先：特別養護老人ホームらふたぁヒルズ
　　　　　（堤乳幼児保育園と同じ法人の施設）
　　　　　日台きずな保育園（旧わかき保育園）
　　　　　吉里吉里保育園
　　　　　大槌保育園

第7回視察（参加16名）
平成29年 7月27日～29日
　訪問先：日台きずな保育園（旧わかき保育園）
　　　　　吉里吉里保育園
　　　　　大槌保育園
　　　　　広田保育園（岩手県陸前高田市）
　　　　　・陸前高田市保育協会の5ヶ園
　　　　　　広田、米崎、横田、下矢作、竹駒保育園
　　　　　　の園長先生方より震災当時の話を聴取。
　　　　　＊奇跡の一本松視察（陸前高田市）

第8回視察（参加10名）
平成30年 7月27日～29日
　訪問先：つつみこども園（旧堤乳幼児保育園）
　　　　　・平成30年3月新園舎竣工
　　　　　日台きずな保育園
　　　　　吉里吉里保育園
　　　　　大槌保育園
　　　　　＊陸前高田市視察
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
視察訪問回数：8回
視察延べ人数：140名
視察延べ施設：36ヶ所

　
平
成
23
年
（
西
暦
2
0
1
1
年
）
3
月
11

日
、
あ
の
未
曾
有
の
東
日
本
大
震
災
が
起
こ

り
、
そ
の
年
7
月
の
訪
問
を
皮
切
り
に
、
今

年
度
ま
で
8
回
の
視
察
訪
問
を
重
ね
て
き
ま

し
た
。
被
災
さ
れ
た
保
育
園
に
出
向
き
、
復

興
の
様
子
を
伺
っ
て
き
ま
し
た
が
、
震
災
に

よ
り
被
害
を
受
け
た
保
育
園
は
全
て
再
建
さ

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の
度
、
震
災
時
に
は

避
難
場
所
と
な
っ
て
い
た
、
つ
つ
み
こ
ど
も

園
（
旧
堤
乳
幼
児
保
育
園
）
が
、
よ
う
や
く

新
園
舎
竣
工
を
果
た
さ
れ
ま
し
た
。
震
災
前

に
新
園
舎
建
設
を
考
え
て
い
た
土
地
は
、
震

災
後
仮
設
住
宅
の
た
め
に
場
所
を
提
供
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
昨
年
そ
の
仮
設
住
宅
も
全
て

撤
去
さ
れ
、
今
年
の
4
月
よ
り
開
園
に
至
り

ま
し
た
。
こ
れ
で
震
災
に
よ
り
何
ら
か
の
影

響
を
受
け
た
保
育
園
は
、
ハ
ー
ド
面
で
は
全

て
整
備
が
完
了

し
、
今
回
を
も

ち
ま
し
て
公
式

訪
問
は
終
了
さ

せ
て
い
た
だ
く

こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　
思
い
起
こ
せ

ば
、
あ
の
初
め
て
の
訪
問
の
と
き
、
目
の
前

に
広
が
る
衝
撃
的
な
光
景
に
愕
然
と
し
た
こ

と
を
は
っ
き
り
と
覚
え
て
い
ま
す
。
倒
壊
し

た
家
や
車
が
混
在
す
る
壊
滅
し
た
町
。
積
み

上
が
っ
た
瓦
礫
の
山
。
津
波
に
流
さ
れ
た
住

宅
の
後
に
残
る
露
な
基
礎
。
2
階
建
て
の
建

物
の
上
に
乗
り
上
げ
た
船
舶
。
地
震
の
揺
れ

で
亀
裂
の
入
っ
た
道
路
。
津
波
の
高
さ
が
一

目
で
わ
か
る
、
ビ
ル
の
窓
の
割
れ
た
跡
。
松

の
高
い
部
分
の
枝
に
引
っ
か
か
っ
た
、
漁
用

の
ブ
イ
。
こ
の
処
理
に
1
年
近
く
を
費
や

し
、
よ
う
や
く
2
年
目
ぐ
ら
い
か
ら
、
再
建

へ
の
動
き
が
見
え
始
め
ま
し
た
。
し
か
し
な

が
ら
行
政
の
対
応
は
鈍
く
、
海
外
団
体
の
支

援
に
よ
っ
て
再
建
を
果
た
し
た
園
も
あ
り
、

地
元
の
方
は
元
よ
り
我
々
さ
え
も
憤
り
を
感

じ
た
時
期
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
訪
問

を
重
ね
る
度
に

良
く
も
悪
く
も

変
わ
っ
て
い
く

町
並
み
に
、

我
々
も
複
雑
な

感
情
を
抱
い
て

き
ま
し
た
。
か

さ
上
げ
し
た
土
地
に
建
つ
住
宅
。
震
災
前
当

た
り
前
に
見
て
い
た
海
を
さ
え
ぎ
り
、
高
く

そ
び
え
建
つ
防
潮
堤
。
被
災
を
機
に
他
の
土

地
に
移
り
住
ん
で
し
ま
っ
た
仲
間
。
生
活
が

戻
っ
て
も
、
周
辺
の
環
境
は
大
き
く
様
変
わ

り
し
ま
し
た
。
震
災
前
と
全
く
変
わ
ら
な
い

の
は
、
あ
の
津
波
を
も
た
ら
し
た
時
以
外
は

い
つ
も
穏
や
か
な
、
地
元
住
民
の
自
慢
の
海

だ
け
で
す
。
表
面
的
に
は
、
震
災
の
爪
痕
は

ほ
と
ん
ど
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
心
の
中
の

爪
痕
は
、
こ
れ
か
ら
も
消
え
る
こ
と
は
な
い

で
し
ょ
う
。
仮
設
住
宅
も
、
全
て
が
撤
去
さ

れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
数
箇
所
に
集
約
さ

れ
、
ま
だ
そ
こ
に
住
む
人
た
ち
も
い
ま
す

（
東
日
本
大
震
災
の
影
響
で
、
未
だ
7
万
人

を
越
す
仮
設
等
の
避
難
生
活
の
方
が
い

る
）
。
さ
ら
に
地
元
産
業
の
発
展
、
雇
用
問

題
、
人
口
減
少
等
、
新
た
な
課
題
が
起
き
て

い
る
の
も
現
実
で
す
。

　
し
か
し
、
後
ろ
を
向
く
人
は
誰
も
い
ま
せ

ん
。
事
実
を
直
視
し
、
色
々
な
対
策
を
講
じ

な
が
ら
後
世
の
た
め
に
故
郷
の
町
を
存
続
さ

せ
て
い
こ
う
、
と
い
う
熱
い
思
い
が
訪
問
す

る
度
に
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
そ
し
て
何
よ
り

も
子
ど
も
た
ち

の
笑
顔
。
い
つ

訪
問
し
て
も
、

ま
る
で
何
も
無

か
っ
た
か
の
よ

う
に
元
気
い
っ

ぱ
い
す
く
す
く

と
育
っ
て
い
る

子
ど
も
た
ち
を
見
る
と
、
本
当
に
心
が
救
わ

れ
ま
す
。
こ
の
幼
子
の
命
を
つ
な
ぐ
た
め
に

は
、振
り
返
り
は
許
さ
れ
な
い
の
で
し
ょ
う
。

　
先
の
大
阪
府
北
部
地
震
、
西
日
本
豪
雨
、

北
海
道
胆
振
東
部
地
震
、
猛
威
を
ふ
る
っ
た

数
々
の
台
風
で
は
、
相
次
い
で
多
く
の
方
が

被
災
さ
れ
ま
し
た
。
気
象
や
地
殻
が
異
変
し

て
い
く
中
、
我
々
は
い
つ
も
災
害
と
隣
り
あ

わ
せ
で
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
危
機
意
識
を
持
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
こ
と

を
想
定
し
て
子
ど
も
た
ち
の
命
を
守
る
危
機

管
理
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
す
。
東

日
本
大
震
災
発
生
時
に
誇
る
べ
き
こ
と
は
、

保
育
園
に
い
た
子
ど
も
は
、
全
て
救
わ
れ
た

と
い
う
こ
と
で
す
。
日
ご
ろ
か
ら
の
防
災
訓

練
、
防
災
意
識
の
高
さ
、
先
人
の
教
え
を
忠

実
に
守
っ
た
こ
と
が
功
を
奏
し
ま
し
た
。

　
視
察
訪
問
は
、
今
回
で
終
了
し
ま
す
が
、

我
々
は
決
し
て
あ
の
大
震
災
を
忘
れ
て
は
い

け
な
い
。
被
災
さ
れ
た
方
々
の
こ
と
を
い
つ

ま
で
も
心
に
刻
み
、
こ
れ
か
ら
も
違
っ
た
形

の
交
流
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
震
災
に
関
し
て
、
福
岡
市
保
育
協
会

会
員
園
の
皆
様
よ
り
、
募
金
等
色
々
と
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
し
て
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
又
、
訪
問
に
際
し
て
温
か
い
お

言
葉
も
多
く
の
方
か
ら
頂
き
ま
し
た
。
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
そ
し
て
、
訪
問
の
際
に
毎
回
御
同
行
い
た

だ
い
た
、
い
な
り
保
育
園
の
稲
村
園
長
先
生

（
震
災
当
時
日
本
保
育
協
会
岩
手
県
支
部
支

部
長
）
、
岩
手
と
の
架
け
橋
と
な
っ
て
い
た

だ
い
た
、
み
ど
り
が
丘
保
育
園
七
役
理
事
長

先
生
（
震
災
当
時
日
本
保
育
協
会
岩
手
県
支

部
青
年
部
部
長
）
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
地

震
発
生
直
後
に
お
2
人
で
広
大
な
面
積
の
岩

手
県
を
奔
走
さ
れ
、
保
育
園
の
被
害
状
況
を

事
情
聴
取
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
園
の
必
要
と
す

る
救
助
支
援
の
一
助
と
な
ら
れ
た
こ
と
は
、

誠
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。
さ
ら
に
被
害
を
受

け
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
変
な
状
況
の

中
、
快
く
視
察
訪
問
を
お
引
き
受
け
い
た
だ

い
た
各
保
育
園
の
園
長
先
生
、
関
係
者
の
皆

様
方
に
も
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
災

害
を
受
け
て
い
な
い
我
々
は
、
現
地
の
方
の

気
持
ち
を
繊
細
に
汲
み
取
る
こ
と
が
出
来

ず
、
む
や
み
に
被
災
地
と
い
う
言
葉
を
発

し
、
同
情
す
る
こ
と
で
、
違
和
感
や
不
快
な

思
い
を
さ
せ
て
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
い
つ
も
真
摯
に
対

応
し
て
く
だ
さ
り
、
逆
に
我
々
が
多
く
の
元

気
と
勇
気
を
頂
き
ま
し
た
。
こ
の
視
察
で
学

ん
だ
こ
と
皆
様
か
ら
ご
教
示
い
た
だ
き
ま
し

た
こ
と
は
、
必
ず
今
後
の
防
災
対
策
、
危
機

管
理
に
生
か
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

視
察
訪
問
し
た
保
育
園
の

　
　
　震
災
発
生
か
ら
の
歩
み

  

日
台
き
ず
な
保
育
園

 

（
旧
わ
か
き
保
育
園
）
：
岩
手
県
山
田
町

　
地
震
発
生
時
、
園
に
は
28
名
の
子
ど
も
と

4
名
の
保
育
士
が
い
た
。
津
波
と
同
時
に
火

災
も
起
こ
っ
た
た
め
、
山
の
上
へ
と
避
難
し

た
。
救
助
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
来
た
の
は
1

日
半
後
だ
っ
た
。
園
舎
は
津
波
に
よ
り
全
壊

し
、
残
さ
れ
た
の
は
基
礎
部
分
と
園
名
が
刻

ま
れ
た
門
の
一
部
だ
け
だ
っ
た
。
山
の
上
に

仮
園
舎
を
建
設
し
、
お
よ
そ
2
年
の
時
を
経

て
、
日
本
、
台
湾
両
方
の
赤
十
字
か
ら
の
援

助
を
受
け
て
新
園
舎
を
建
設
。
日
本
の

「
日
」
と
台
湾
の
「
台
」
を
と
り
、
深
い
絆

に
感
謝
し
て
「
日
台
き
ず
な
保
育
園
」
と
改

名
し
て
新
し
い
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

　
そ
の
後
震
災
前
よ
り
園
児
が
減
っ
て
い
っ

た
が
、
今
年
は
少
し
ず
つ
増
え
て
い
る
。

＊
地
震
発
生
時
、
園
に
い
た
子
ど
も
は
全
て

無
事
だ
っ
た
。

 

吉
里
吉
里
保
育
園
：
岩
手
県
大
槌
町

　
東
日
本
大
震
災
の

被
災
率
で
、
宮
城
県

女
川
町
の
8
．

6
8
％
に
次
い
で

8
．
3
6
％
と
2
番

目
だ
っ
た
の
が
、
こ

の
大
槌
町
で
あ
る
。

町
は
津
波
で
一
瞬
に
し
て
壊
滅
し
、
園
舎
は

全
壊
。
地
震
発
生
直
後
は
、
民
家
を
借
り
て

保
育
を
行
い
、
そ
の
後
旧
園
舎
近
く
の
高
台

に
あ
る
寺
の
会
館
に
移
る
。
同
じ
年
の
8
月

に
は
仮
園
舎
が
出
来
上
が
り
、
環
境
も
か
な

り
改
善
さ
れ
た
。
2
年
を
過
ぎ
て
も
行
政
の

支
援
の
気
配
が
無
く
、
自
己
資
金
と
台
湾
赤

十
字
、
カ
リ
タ
ス
・
ス
イ
ス
と
い
う
支
援
団

体
に
よ
り
、
震
災
後
3
年
目
に
し
て
新
園
舎

完
成
。
そ
の
後
震
災
前
よ
り
園
児
が
減
っ
て

いっ
た
が
、今
年
は
少
し
ず
つ
増
え
て
い
る
。

＊
地
震
発
生
時
、
園
に
い
た
子
ど
も
は
全
て

無
事
だ
っ
た
が
、
迎
え
に
来
た
1
名
と
当

日
欠
席
だ
っ
た
2
名
は
被
災
し
た
。

 

大
槌
保
育
園
：
岩
手
県
大
槌
町

　
地
震
発
生
時
、

1
0
0
名
近
く
の
園

児
が
在
園
。
そ
の
後

70
名
程
は
、
迎
え
に

来
た
保
護
者
に
引
き

渡
す
。
津
波
か
ら
避

難
す
る
た
め
に
残
り

の
園
児
を
抱
き
か
か
え
、
30
度
を
超
え
る
急

斜
面
の
山
を
急
い
で
登
っ
た
。
園
舎
は
倒
壊

し
な
か
っ
た
も
の
の
、
押
し
寄
せ
た
津
波
で

天
井
付
近
ま
で
水
没
し
た
。
前
年
度
に
建
て

替
え
た
ば
か
り
だ
っ
た
。
そ
の
後
日
本
ユ
ニ

セ
フ
の
援
助
を
受
け
、
仮
園
舎
を
建
設
。
本

園
は
、
園
舎
が
倒
壊
し
た
園
と
異
な
り
、
復

旧
工
事
と
い
う
事
で
様
々
な
制
約
を
受
け

る
。
結
局
、
自
己
資
金
に
加
え
て
、
80
％
の

政
府
の
援
助
、
10
％
程
の
カ
リ
タ
ス
・
ス
イ

ス
の
援
助
で
改
修
が
完
了
。
震
災
発
生
2
年

後
に
、
本
園
に
戻
っ
た
。
震
災
後
60
名
定
員

で
再
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
現
在
入
園
希
望
者

が
増
え
て
お
り
対
応
に
苦
慮
し
て
い
る
。
　

＊
地
震
発
生
時
、
園
に
残
っ
た
子
ど
も
た
ち

は
全
て
無
事
に
避
難
し
た
が
、
保
護
者
が

迎
え
に
来
た
後
、
自
宅
に
戻
っ
た
子
ど
も

が
9
名
被
災
し
亡
く
な
っ
た
。

　

 

つ
つ
み
こ
ど
も
園

 

（
旧
堤
乳
幼
児
保
育
園
）：
岩
手
県
大
槌
町

　
園
舎
が
高
台
に
あ
り
、
被
災
し
な
か
っ
た

た
め
、
地
震
発
生
直
後
か
ら
保
育
園
を
避
難

所
と
し
て
開
放
。
多
く
の
人
を
救
助
し
た
。

地
震
発
生
か
ら
2
週
間
後
に
よ
う
や
く
手
探

り
で
保
育
を
開
始
。
給
食
の
提
供
な
ど
に
大

変
苦
労
し
た
。
そ
の
後
園
舎
裏
の
土
地
（
新

園
舎
を
建
設
す
る
予
定
だ
っ
た
場
所
）
を
仮

設
住
宅
の
た
め
に
提
供
。
6
年
の
時
を
経

て
、
よ
う
や
く
23
世
帯
の
仮
設
住
宅
が
全
て

撤
去
さ
れ
、
平
成
30
年
4
月
に
新
園
舎
竣
工

に
至
っ
た
。
新
築
を
機
に
1
号
認
定
10
名
、

2
、
3
号
認
定
5
2
名
で
の
認
定
こ
ど
も
園

に
移
行
し
た
。
新
園
舎
は
、
震
災
の
教
訓
を

生
か
し
た
り
、
他
の
園
を
視
察
す
る
こ
と
に

よ
り
、
じ
っ
く
り
と
構
想
を
練
る
こ
と
が
出

来
た
。
震
災
が
な
か
っ
た
ら
、
こ
の
園
の
設

計
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
と
園
長
は
語
る
。

園
の
裏
の
J
R
山
田
線
吉
里
吉
里
駅
は
、
来

年
3
月
に
釜
石
〜
宮
古
間
が
全
面
開
通
し
、

駅
も
利
用
が
再
開
さ
れ
る
予
定
。
実
に
震
災

後
8
年
を
要
し
た
。
（
開
通
後
J
R
東
日
本

か
ら
三
陸
鉄
道
に
移
管
さ
れ
る
。
）

＊
地
震
に
よ
る
被
害
は
な
か
っ
た
が
、
降
園

後
4
組
の
親
子
が
亡
く
な
り
、
6
名
の
職

員
の
家
族
も
行
方
不
明
と
な
っ
た
。

 

赤
崎
保
育
園
：
岩
手
県
大
船
渡
市

　
海
岸
か
ら
す
ぐ
の
高
台
に
あ
る
園
舎
の
直

前
、
園
庭
の
途
中
で
波
は
止
ま
っ
た
。
園
庭

は
プ
ー
ル
の
水
を
ひ
っ
く
り
返
し
た
程
度
の

水
浸
し
に
は
な
っ
た
が
、
園
舎
に
被
害
は
な

し
。
裏
に
あ
る
漁
業
組
合
セ
ン
タ
ー
が
小
学

校
を
含
め
た
避
難
場
所
だ
っ
た
の
で
移
動

し
、
更
に
波
が
来
る
か
も
し
れ
な
い
と
3
階

だ
て
の
セ
ン
タ
ー
屋
上
に
梯
子
を
使
っ
て
避

難
。
し
ば
ら
く
あ
た
り
は
、
一
面
の
海
。
避

難
し
た
日
は
、
保
育
園
の
備
蓄
の
食
糧
な
ど

で
し
の
い
だ
が
、
翌
日
以
降
は
近
く
の
被
災

し
て
い
な
い
と
こ
ろ
等
か
ら
少
し
ず
つ
食
糧

を
確
保
し
た
。
避
難
し
て
3
日
後
に
よ
う
や

く
救
助
ヘ
リ
が
来
た
。

　
幸
い
に
も
、
こ
の
地
域
の
園
児
、
小
学

生
、
中
学
生
か
ら
亡
く
な
っ
た
子
が
い
な

か
っ
た
。
中
学
生
も
セ
ン
タ
ー
が
避
難
場
所

に
な
っ
て
い
た
が
、
間
に
合
わ
な
い
と
判
断

し
て
中
学
校
裏
の
高
台
に
避
難
し
た
こ
と
が

功
を
奏
し
た
。

　
赤
崎
保
育
園
が
あ
る
大
船
渡
市
は
1
m
地

盤
沈
下
し
、
魚
市
場
も
あ
っ
た
保
育
園
の
眼

下
の
漁
港
は
満
潮
時
に
水
に
つ
か
る
（
我
々

の
訪
問
中
10
分
足
ら
ず
で
、
ま
さ
に
、
見
る

見
る
う
ち
に
浸
水
し
て
い
っ
た
）
。
チ
リ
沖

地
震
の
時
に
小
学
校
低
学
年
だ
っ
た
志
田
洋

子
園
長
は
「
チ
リ
沖
の
時
は
湾
の
水
が
一
度

引
い
て
か
ら
津
波
が
き
た
け
ど
、
今
回
は

真
っ
黒
な
海
面
が
下
か
ら
一
気
に
モ
ク
モ
ク

モ
ク
っ
と
せ
り
上
が
っ
た
感
じ
で
し
た
よ
。

す
ご
い
と
い
う
か
、
な
ん
と
い
う
か
怖
か
っ

た
。
」
と
の
こ
と
。

　
チ
リ
沖
地
震
後
に
作
ら
れ
た
堤
防
は
津
波

に
よ
り
決
壊
し
て
い
る
こ
と
や
地
盤
が
下

が
っ
た
こ
と
等
を
考
慮
し
、
赤
崎
小
学
校
と

赤
崎
保
育
園
を
高
台
に
建
て
替
え
る
予
定
が

あ
る
。
2
0
1
8
年
度
に
完
成
予
定
。
（
平

成
23
・
24
・
25
年
記
録
よ
り
）

 
陸
前
高
田
市
保
育
協
会

（
広
田
、
米
崎
、
横
田
、
下
矢
作
、
竹
駒

保
育
園
）
：
岩
手
県
陸
前
高
田
市

　
大
槌
町
に
次
い
で
、
7
．
7
5
％
と
3
番

目
に
被
災
率
が
高
か
っ
た
の
が
陸
前
高
田
市

だ
っ
た
。
震
災
発
生
時
、
築
3
年
の
竹
駒
保

育
園
が
全
壊
。
海
か
ら
3
0
0
メ
ー
ト
ル
離

れ
た
広
田
保
育
園
も
半
壊
の
被
害
を
受
け

た
。
全
壊
し
た
竹
駒
保
育
園
は
、
公
益
財
団

法
人
ヤ
マ
ト
福
祉
財
団
「
東
日
本
大
震
災
生

活
・
産
業
基
盤
復
興
再
生
助
成
金
」
よ
り
津

波
の
心
配
の
無
い
高
台
に
平
成
25
年
3
月
30

日
に
完
成
。
広
田
保
育
園
は
、
や
む
な
く
震

災
後
4
年
間
を
毎
日
地
震
と
津
波
に
脅
え
な

が
ら
半
壊
し
た
園
舎
で
保
育
を
行
っ
た
。
そ

の
後
、
平
成
25
年
9
月
18
日
、
日
本
赤
十
字

社
・
マ
レ
ー
シ
ア
赤
新
月
社
「
東
日
本
大
震

災
復
興
支
援
事
業
補
助
金
」
受
給
が
決
定

し
、
平
成
27
年
3
月
25
日
に
高
台
に
新
園
舎

が
建
設
さ
れ
た
。

＊
震
災
発
生
時
、
中
学
生
た
ち
の
協
力
も
あ

り
、
全
員
無
事
に
高
台
に
避
難
す
る
こ
と

が
出
来
た
。

青
年
部

　元
部
長

　
　
　
　
　

城
浜
保
育
園

　
　
　
　
　
　

園
長

　 増
本 

律
秀

最終章

いたるところにがれき

未だにこのまま

残された門

積上げられた車のがれき

基礎だけ残されていた

避難した山

初訪問はお寺で保育

仮園舎

仮園舎の奥の山に新園舎建設予定

新園舎完成

震災後目印になるよう黄色の壁に

地元が元気になるように「よってんたんせ」営業

新園舎建設予定地に仮設住宅

新園舎完成

新園舎完成

日台の先生と

がれきの中からの写真

高台にある園舎の下は津波の被害に

陸前高田の園で先生方と

仮設で保育する先生の背中

園舎で保育再開

8
回
の
被
災
地
訪
問
を
終
え
て

8
回
の
被
災
地
訪
問
を
終
え
て

平成30年10月17日発行 （8） 第119号平成30年10月17日発行 （10） 第119号 平成30年10月17日発行（7） 第119号平成30年10月17日発行（9） 第119号



福岡市保育協会青年部視察訪問の歩み

東北地方太平洋沖地震発生
平成23年 3月11日14時46分18秒
　この地震によりもたらされた災害の名称を、
　「東日本大震災」と命名。
　死者行方不明者  1万8,434人
　避難者数      約7万3,000人
　震災関連死　　　  約3,650人
　（平成30年3月9日時点）

第1回視察（参加19名）
平成23年 7月31日～8月2日
　訪問先：わかき保育園（現日台きずな保育園）
　　　　　吉里吉里保育園
　　　　　大槌保育園
　　　　　赤崎保育園（岩手県大船渡市）

第2回視察（参加16名）
平成24年 10月18日～20日
　訪問先：わかき保育園（現日台きずな保育園）
　　　　　吉里吉里保育園
　　　　　大槌保育園
　　　　　堤乳幼児保育園（現つつみこども園）
　　　　　赤崎保育園（岩手県大船渡市）

第3回視察（参加13名）
平成25年 8月25日～27日
　訪問先：わかき保育園（現日台きずな保育園）
　　　　　・平成25年9月新園舎竣工
　　　　　吉里吉里保育園
　　　　　大槌保育園
　　　　　・平成25年5月改修工事終了
　　　　　堤乳幼児保育園（現つつみこども園）
　　　　　赤崎保育園（岩手県大船渡市）

第4回視察（参加24名）
平成26年 8月25日～27日
　訪問先：みどりが丘保育園（岩手県洋野町）
　　　　　いなり保育園（岩手県久慈市）
　　　　　日台きずな保育園（旧わかき保育園）
　　　　　吉里吉里保育園
　　　　　・平成26年4月新園舎竣工
　　　　　大槌保育園
　　　　　堤乳幼児保育園（現つつみこども園）
　　　　　＊岩手県洋野町視察

第5回視察（参加16名）
平成27年 8月27日～29日
　訪問先：日台きずな保育園（旧わかき保育園）
　　　　　吉里吉里保育園
　　　　　大槌保育園
　　　　　堤乳幼児保育園（現つつみこども園）

第6回視察（参加26名）
平成28年 7月25日～27日
　訪問先：特別養護老人ホームらふたぁヒルズ
　　　　　（堤乳幼児保育園と同じ法人の施設）
　　　　　日台きずな保育園（旧わかき保育園）
　　　　　吉里吉里保育園
　　　　　大槌保育園

第7回視察（参加16名）
平成29年 7月27日～29日
　訪問先：日台きずな保育園（旧わかき保育園）
　　　　　吉里吉里保育園
　　　　　大槌保育園
　　　　　広田保育園（岩手県陸前高田市）
　　　　　・陸前高田市保育協会の5ヶ園
　　　　　　広田、米崎、横田、下矢作、竹駒保育園
　　　　　　の園長先生方より震災当時の話を聴取。
　　　　　＊奇跡の一本松視察（陸前高田市）

第8回視察（参加10名）
平成30年 7月27日～29日
　訪問先：つつみこども園（旧堤乳幼児保育園）
　　　　　・平成30年3月新園舎竣工
　　　　　日台きずな保育園
　　　　　吉里吉里保育園
　　　　　大槌保育園
　　　　　＊陸前高田市視察
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
視察訪問回数：8回
視察延べ人数：140名
視察延べ施設：36ヶ所

　
平
成
23
年
（
西
暦
2
0
1
1
年
）
3
月
11

日
、
あ
の
未
曾
有
の
東
日
本
大
震
災
が
起
こ

り
、
そ
の
年
7
月
の
訪
問
を
皮
切
り
に
、
今

年
度
ま
で
8
回
の
視
察
訪
問
を
重
ね
て
き
ま

し
た
。
被
災
さ
れ
た
保
育
園
に
出
向
き
、
復

興
の
様
子
を
伺
っ
て
き
ま
し
た
が
、
震
災
に

よ
り
被
害
を
受
け
た
保
育
園
は
全
て
再
建
さ

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の
度
、
震
災
時
に
は

避
難
場
所
と
な
っ
て
い
た
、
つ
つ
み
こ
ど
も

園
（
旧
堤
乳
幼
児
保
育
園
）
が
、
よ
う
や
く

新
園
舎
竣
工
を
果
た
さ
れ
ま
し
た
。
震
災
前

に
新
園
舎
建
設
を
考
え
て
い
た
土
地
は
、
震

災
後
仮
設
住
宅
の
た
め
に
場
所
を
提
供
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
昨
年
そ
の
仮
設
住
宅
も
全
て

撤
去
さ
れ
、
今
年
の
4
月
よ
り
開
園
に
至
り

ま
し
た
。
こ
れ
で
震
災
に
よ
り
何
ら
か
の
影

響
を
受
け
た
保
育
園
は
、
ハ
ー
ド
面
で
は
全

て
整
備
が
完
了

し
、
今
回
を
も

ち
ま
し
て
公
式

訪
問
は
終
了
さ

せ
て
い
た
だ
く

こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　
思
い
起
こ
せ

ば
、
あ
の
初
め
て
の
訪
問
の
と
き
、
目
の
前

に
広
が
る
衝
撃
的
な
光
景
に
愕
然
と
し
た
こ

と
を
は
っ
き
り
と
覚
え
て
い
ま
す
。
倒
壊
し

た
家
や
車
が
混
在
す
る
壊
滅
し
た
町
。
積
み

上
が
っ
た
瓦
礫
の
山
。
津
波
に
流
さ
れ
た
住

宅
の
後
に
残
る
露
な
基
礎
。
2
階
建
て
の
建

物
の
上
に
乗
り
上
げ
た
船
舶
。
地
震
の
揺
れ

で
亀
裂
の
入
っ
た
道
路
。
津
波
の
高
さ
が
一

目
で
わ
か
る
、
ビ
ル
の
窓
の
割
れ
た
跡
。
松

の
高
い
部
分
の
枝
に
引
っ
か
か
っ
た
、
漁
用

の
ブ
イ
。
こ
の
処
理
に
1
年
近
く
を
費
や

し
、
よ
う
や
く
2
年
目
ぐ
ら
い
か
ら
、
再
建

へ
の
動
き
が
見
え
始
め
ま
し
た
。
し
か
し
な

が
ら
行
政
の
対
応
は
鈍
く
、
海
外
団
体
の
支

援
に
よ
っ
て
再
建
を
果
た
し
た
園
も
あ
り
、

地
元
の
方
は
元
よ
り
我
々
さ
え
も
憤
り
を
感

じ
た
時
期
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
訪
問

を
重
ね
る
度
に

良
く
も
悪
く
も

変
わ
っ
て
い
く

町
並
み
に
、

我
々
も
複
雑
な

感
情
を
抱
い
て

き
ま
し
た
。
か

さ
上
げ
し
た
土
地
に
建
つ
住
宅
。
震
災
前
当

た
り
前
に
見
て
い
た
海
を
さ
え
ぎ
り
、
高
く

そ
び
え
建
つ
防
潮
堤
。
被
災
を
機
に
他
の
土

地
に
移
り
住
ん
で
し
ま
っ
た
仲
間
。
生
活
が

戻
っ
て
も
、
周
辺
の
環
境
は
大
き
く
様
変
わ

り
し
ま
し
た
。
震
災
前
と
全
く
変
わ
ら
な
い

の
は
、
あ
の
津
波
を
も
た
ら
し
た
時
以
外
は

い
つ
も
穏
や
か
な
、
地
元
住
民
の
自
慢
の
海

だ
け
で
す
。
表
面
的
に
は
、
震
災
の
爪
痕
は

ほ
と
ん
ど
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
心
の
中
の

爪
痕
は
、
こ
れ
か
ら
も
消
え
る
こ
と
は
な
い

で
し
ょ
う
。
仮
設
住
宅
も
、
全
て
が
撤
去
さ

れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
数
箇
所
に
集
約
さ

れ
、
ま
だ
そ
こ
に
住
む
人
た
ち
も
い
ま
す

（
東
日
本
大
震
災
の
影
響
で
、
未
だ
7
万
人

を
越
す
仮
設
等
の
避
難
生
活
の
方
が
い

る
）
。
さ
ら
に
地
元
産
業
の
発
展
、
雇
用
問

題
、
人
口
減
少
等
、
新
た
な
課
題
が
起
き
て

い
る
の
も
現
実
で
す
。

　
し
か
し
、
後
ろ
を
向
く
人
は
誰
も
い
ま
せ

ん
。
事
実
を
直
視
し
、
色
々
な
対
策
を
講
じ

な
が
ら
後
世
の
た
め
に
故
郷
の
町
を
存
続
さ

せ
て
い
こ
う
、
と
い
う
熱
い
思
い
が
訪
問
す

る
度
に
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
そ
し
て
何
よ
り

も
子
ど
も
た
ち

の
笑
顔
。
い
つ

訪
問
し
て
も
、

ま
る
で
何
も
無

か
っ
た
か
の
よ

う
に
元
気
い
っ

ぱ
い
す
く
す
く

と
育
っ
て
い
る

子
ど
も
た
ち
を
見
る
と
、
本
当
に
心
が
救
わ

れ
ま
す
。
こ
の
幼
子
の
命
を
つ
な
ぐ
た
め
に

は
、振
り
返
り
は
許
さ
れ
な
い
の
で
し
ょ
う
。

　
先
の
大
阪
府
北
部
地
震
、
西
日
本
豪
雨
、

北
海
道
胆
振
東
部
地
震
、
猛
威
を
ふ
る
っ
た

数
々
の
台
風
で
は
、
相
次
い
で
多
く
の
方
が

被
災
さ
れ
ま
し
た
。
気
象
や
地
殻
が
異
変
し

て
い
く
中
、
我
々
は
い
つ
も
災
害
と
隣
り
あ

わ
せ
で
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
危
機
意
識
を
持
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
こ
と

を
想
定
し
て
子
ど
も
た
ち
の
命
を
守
る
危
機

管
理
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
す
。
東

日
本
大
震
災
発
生
時
に
誇
る
べ
き
こ
と
は
、

保
育
園
に
い
た
子
ど
も
は
、
全
て
救
わ
れ
た

と
い
う
こ
と
で
す
。
日
ご
ろ
か
ら
の
防
災
訓

練
、
防
災
意
識
の
高
さ
、
先
人
の
教
え
を
忠

実
に
守
っ
た
こ
と
が
功
を
奏
し
ま
し
た
。

　
視
察
訪
問
は
、
今
回
で
終
了
し
ま
す
が
、

我
々
は
決
し
て
あ
の
大
震
災
を
忘
れ
て
は
い

け
な
い
。
被
災
さ
れ
た
方
々
の
こ
と
を
い
つ

ま
で
も
心
に
刻
み
、
こ
れ
か
ら
も
違
っ
た
形

の
交
流
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
震
災
に
関
し
て
、
福
岡
市
保
育
協
会

会
員
園
の
皆
様
よ
り
、
募
金
等
色
々
と
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
し
て
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
又
、
訪
問
に
際
し
て
温
か
い
お

言
葉
も
多
く
の
方
か
ら
頂
き
ま
し
た
。
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
そ
し
て
、
訪
問
の
際
に
毎
回
御
同
行
い
た

だ
い
た
、
い
な
り
保
育
園
の
稲
村
園
長
先
生

（
震
災
当
時
日
本
保
育
協
会
岩
手
県
支
部
支

部
長
）
、
岩
手
と
の
架
け
橋
と
な
っ
て
い
た

だ
い
た
、
み
ど
り
が
丘
保
育
園
七
役
理
事
長

先
生
（
震
災
当
時
日
本
保
育
協
会
岩
手
県
支

部
青
年
部
部
長
）
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
地

震
発
生
直
後
に
お
2
人
で
広
大
な
面
積
の
岩

手
県
を
奔
走
さ
れ
、
保
育
園
の
被
害
状
況
を

事
情
聴
取
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
園
の
必
要
と
す

る
救
助
支
援
の
一
助
と
な
ら
れ
た
こ
と
は
、

誠
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。
さ
ら
に
被
害
を
受

け
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
変
な
状
況
の

中
、
快
く
視
察
訪
問
を
お
引
き
受
け
い
た
だ

い
た
各
保
育
園
の
園
長
先
生
、
関
係
者
の
皆

様
方
に
も
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
災

害
を
受
け
て
い
な
い
我
々
は
、
現
地
の
方
の

気
持
ち
を
繊
細
に
汲
み
取
る
こ
と
が
出
来

ず
、
む
や
み
に
被
災
地
と
い
う
言
葉
を
発

し
、
同
情
す
る
こ
と
で
、
違
和
感
や
不
快
な

思
い
を
さ
せ
て
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
い
つ
も
真
摯
に
対

応
し
て
く
だ
さ
り
、
逆
に
我
々
が
多
く
の
元

気
と
勇
気
を
頂
き
ま
し
た
。
こ
の
視
察
で
学

ん
だ
こ
と
皆
様
か
ら
ご
教
示
い
た
だ
き
ま
し

た
こ
と
は
、
必
ず
今
後
の
防
災
対
策
、
危
機

管
理
に
生
か
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

視
察
訪
問
し
た
保
育
園
の

　
　
　震
災
発
生
か
ら
の
歩
み

  

日
台
き
ず
な
保
育
園

 

（
旧
わ
か
き
保
育
園
）
：
岩
手
県
山
田
町

　
地
震
発
生
時
、
園
に
は
28
名
の
子
ど
も
と

4
名
の
保
育
士
が
い
た
。
津
波
と
同
時
に
火

災
も
起
こ
っ
た
た
め
、
山
の
上
へ
と
避
難
し

た
。
救
助
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
来
た
の
は
1

日
半
後
だ
っ
た
。
園
舎
は
津
波
に
よ
り
全
壊

し
、
残
さ
れ
た
の
は
基
礎
部
分
と
園
名
が
刻

ま
れ
た
門
の
一
部
だ
け
だ
っ
た
。
山
の
上
に

仮
園
舎
を
建
設
し
、
お
よ
そ
2
年
の
時
を
経

て
、
日
本
、
台
湾
両
方
の
赤
十
字
か
ら
の
援

助
を
受
け
て
新
園
舎
を
建
設
。
日
本
の

「
日
」
と
台
湾
の
「
台
」
を
と
り
、
深
い
絆

に
感
謝
し
て
「
日
台
き
ず
な
保
育
園
」
と
改

名
し
て
新
し
い
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

　
そ
の
後
震
災
前
よ
り
園
児
が
減
っ
て
い
っ

た
が
、
今
年
は
少
し
ず
つ
増
え
て
い
る
。

＊
地
震
発
生
時
、
園
に
い
た
子
ど
も
は
全
て

無
事
だ
っ
た
。

 

吉
里
吉
里
保
育
園
：
岩
手
県
大
槌
町

　
東
日
本
大
震
災
の

被
災
率
で
、
宮
城
県

女
川
町
の
8
．

6
8
％
に
次
い
で

8
．
3
6
％
と
2
番

目
だ
っ
た
の
が
、
こ

の
大
槌
町
で
あ
る
。

町
は
津
波
で
一
瞬
に
し
て
壊
滅
し
、
園
舎
は

全
壊
。
地
震
発
生
直
後
は
、
民
家
を
借
り
て

保
育
を
行
い
、
そ
の
後
旧
園
舎
近
く
の
高
台

に
あ
る
寺
の
会
館
に
移
る
。
同
じ
年
の
8
月

に
は
仮
園
舎
が
出
来
上
が
り
、
環
境
も
か
な

り
改
善
さ
れ
た
。
2
年
を
過
ぎ
て
も
行
政
の

支
援
の
気
配
が
無
く
、
自
己
資
金
と
台
湾
赤

十
字
、
カ
リ
タ
ス
・
ス
イ
ス
と
い
う
支
援
団

体
に
よ
り
、
震
災
後
3
年
目
に
し
て
新
園
舎

完
成
。
そ
の
後
震
災
前
よ
り
園
児
が
減
っ
て

いっ
た
が
、今
年
は
少
し
ず
つ
増
え
て
い
る
。

＊
地
震
発
生
時
、
園
に
い
た
子
ど
も
は
全
て

無
事
だ
っ
た
が
、
迎
え
に
来
た
1
名
と
当

日
欠
席
だ
っ
た
2
名
は
被
災
し
た
。

 

大
槌
保
育
園
：
岩
手
県
大
槌
町

　
地
震
発
生
時
、

1
0
0
名
近
く
の
園

児
が
在
園
。
そ
の
後

70
名
程
は
、
迎
え
に

来
た
保
護
者
に
引
き

渡
す
。
津
波
か
ら
避

難
す
る
た
め
に
残
り

の
園
児
を
抱
き
か
か
え
、
30
度
を
超
え
る
急

斜
面
の
山
を
急
い
で
登
っ
た
。
園
舎
は
倒
壊

し
な
か
っ
た
も
の
の
、
押
し
寄
せ
た
津
波
で

天
井
付
近
ま
で
水
没
し
た
。
前
年
度
に
建
て

替
え
た
ば
か
り
だ
っ
た
。
そ
の
後
日
本
ユ
ニ

セ
フ
の
援
助
を
受
け
、
仮
園
舎
を
建
設
。
本

園
は
、
園
舎
が
倒
壊
し
た
園
と
異
な
り
、
復

旧
工
事
と
い
う
事
で
様
々
な
制
約
を
受
け

る
。
結
局
、
自
己
資
金
に
加
え
て
、
80
％
の

政
府
の
援
助
、
10
％
程
の
カ
リ
タ
ス
・
ス
イ

ス
の
援
助
で
改
修
が
完
了
。
震
災
発
生
2
年

後
に
、
本
園
に
戻
っ
た
。
震
災
後
60
名
定
員

で
再
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
現
在
入
園
希
望
者

が
増
え
て
お
り
対
応
に
苦
慮
し
て
い
る
。
　

＊
地
震
発
生
時
、
園
に
残
っ
た
子
ど
も
た
ち

は
全
て
無
事
に
避
難
し
た
が
、
保
護
者
が

迎
え
に
来
た
後
、
自
宅
に
戻
っ
た
子
ど
も

が
9
名
被
災
し
亡
く
な
っ
た
。

　

 

つ
つ
み
こ
ど
も
園

 

（
旧
堤
乳
幼
児
保
育
園
）：
岩
手
県
大
槌
町

　
園
舎
が
高
台
に
あ
り
、
被
災
し
な
か
っ
た

た
め
、
地
震
発
生
直
後
か
ら
保
育
園
を
避
難

所
と
し
て
開
放
。
多
く
の
人
を
救
助
し
た
。

地
震
発
生
か
ら
2
週
間
後
に
よ
う
や
く
手
探

り
で
保
育
を
開
始
。
給
食
の
提
供
な
ど
に
大

変
苦
労
し
た
。
そ
の
後
園
舎
裏
の
土
地
（
新

園
舎
を
建
設
す
る
予
定
だ
っ
た
場
所
）
を
仮

設
住
宅
の
た
め
に
提
供
。
6
年
の
時
を
経

て
、
よ
う
や
く
23
世
帯
の
仮
設
住
宅
が
全
て

撤
去
さ
れ
、
平
成
30
年
4
月
に
新
園
舎
竣
工

に
至
っ
た
。
新
築
を
機
に
1
号
認
定
10
名
、

2
、
3
号
認
定
5
2
名
で
の
認
定
こ
ど
も
園

に
移
行
し
た
。
新
園
舎
は
、
震
災
の
教
訓
を

生
か
し
た
り
、
他
の
園
を
視
察
す
る
こ
と
に

よ
り
、
じ
っ
く
り
と
構
想
を
練
る
こ
と
が
出

来
た
。
震
災
が
な
か
っ
た
ら
、
こ
の
園
の
設

計
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
と
園
長
は
語
る
。

園
の
裏
の
J
R
山
田
線
吉
里
吉
里
駅
は
、
来

年
3
月
に
釜
石
〜
宮
古
間
が
全
面
開
通
し
、

駅
も
利
用
が
再
開
さ
れ
る
予
定
。
実
に
震
災

後
8
年
を
要
し
た
。
（
開
通
後
J
R
東
日
本

か
ら
三
陸
鉄
道
に
移
管
さ
れ
る
。
）

＊
地
震
に
よ
る
被
害
は
な
か
っ
た
が
、
降
園

後
4
組
の
親
子
が
亡
く
な
り
、
6
名
の
職

員
の
家
族
も
行
方
不
明
と
な
っ
た
。

 

赤
崎
保
育
園
：
岩
手
県
大
船
渡
市

　
海
岸
か
ら
す
ぐ
の
高
台
に
あ
る
園
舎
の
直

前
、
園
庭
の
途
中
で
波
は
止
ま
っ
た
。
園
庭

は
プ
ー
ル
の
水
を
ひ
っ
く
り
返
し
た
程
度
の

水
浸
し
に
は
な
っ
た
が
、
園
舎
に
被
害
は
な

し
。
裏
に
あ
る
漁
業
組
合
セ
ン
タ
ー
が
小
学

校
を
含
め
た
避
難
場
所
だ
っ
た
の
で
移
動

し
、
更
に
波
が
来
る
か
も
し
れ
な
い
と
3
階

だ
て
の
セ
ン
タ
ー
屋
上
に
梯
子
を
使
っ
て
避

難
。
し
ば
ら
く
あ
た
り
は
、
一
面
の
海
。
避

難
し
た
日
は
、
保
育
園
の
備
蓄
の
食
糧
な
ど

で
し
の
い
だ
が
、
翌
日
以
降
は
近
く
の
被
災

し
て
い
な
い
と
こ
ろ
等
か
ら
少
し
ず
つ
食
糧

を
確
保
し
た
。
避
難
し
て
3
日
後
に
よ
う
や

く
救
助
ヘ
リ
が
来
た
。

　
幸
い
に
も
、
こ
の
地
域
の
園
児
、
小
学

生
、
中
学
生
か
ら
亡
く
な
っ
た
子
が
い
な

か
っ
た
。
中
学
生
も
セ
ン
タ
ー
が
避
難
場
所

に
な
っ
て
い
た
が
、
間
に
合
わ
な
い
と
判
断

し
て
中
学
校
裏
の
高
台
に
避
難
し
た
こ
と
が

功
を
奏
し
た
。

　
赤
崎
保
育
園
が
あ
る
大
船
渡
市
は
1
m
地

盤
沈
下
し
、
魚
市
場
も
あ
っ
た
保
育
園
の
眼

下
の
漁
港
は
満
潮
時
に
水
に
つ
か
る
（
我
々

の
訪
問
中
10
分
足
ら
ず
で
、
ま
さ
に
、
見
る

見
る
う
ち
に
浸
水
し
て
い
っ
た
）
。
チ
リ
沖

地
震
の
時
に
小
学
校
低
学
年
だ
っ
た
志
田
洋

子
園
長
は
「
チ
リ
沖
の
時
は
湾
の
水
が
一
度

引
い
て
か
ら
津
波
が
き
た
け
ど
、
今
回
は

真
っ
黒
な
海
面
が
下
か
ら
一
気
に
モ
ク
モ
ク

モ
ク
っ
と
せ
り
上
が
っ
た
感
じ
で
し
た
よ
。

す
ご
い
と
い
う
か
、
な
ん
と
い
う
か
怖
か
っ

た
。
」
と
の
こ
と
。

　
チ
リ
沖
地
震
後
に
作
ら
れ
た
堤
防
は
津
波

に
よ
り
決
壊
し
て
い
る
こ
と
や
地
盤
が
下

が
っ
た
こ
と
等
を
考
慮
し
、
赤
崎
小
学
校
と

赤
崎
保
育
園
を
高
台
に
建
て
替
え
る
予
定
が

あ
る
。
2
0
1
8
年
度
に
完
成
予
定
。
（
平

成
23
・
24
・
25
年
記
録
よ
り
）

 

陸
前
高
田
市
保
育
協
会

（
広
田
、
米
崎
、
横
田
、
下
矢
作
、
竹
駒

保
育
園
）
：
岩
手
県
陸
前
高
田
市

　
大
槌
町
に
次
い
で
、
7
．
7
5
％
と
3
番

目
に
被
災
率
が
高
か
っ
た
の
が
陸
前
高
田
市

だ
っ
た
。
震
災
発
生
時
、
築
3
年
の
竹
駒
保

育
園
が
全
壊
。
海
か
ら
3
0
0
メ
ー
ト
ル
離

れ
た
広
田
保
育
園
も
半
壊
の
被
害
を
受
け

た
。
全
壊
し
た
竹
駒
保
育
園
は
、
公
益
財
団

法
人
ヤ
マ
ト
福
祉
財
団
「
東
日
本
大
震
災
生

活
・
産
業
基
盤
復
興
再
生
助
成
金
」
よ
り
津

波
の
心
配
の
無
い
高
台
に
平
成
25
年
3
月
30

日
に
完
成
。
広
田
保
育
園
は
、
や
む
な
く
震

災
後
4
年
間
を
毎
日
地
震
と
津
波
に
脅
え
な

が
ら
半
壊
し
た
園
舎
で
保
育
を
行
っ
た
。
そ

の
後
、
平
成
25
年
9
月
18
日
、
日
本
赤
十
字

社
・
マ
レ
ー
シ
ア
赤
新
月
社
「
東
日
本
大
震

災
復
興
支
援
事
業
補
助
金
」
受
給
が
決
定

し
、
平
成
27
年
3
月
25
日
に
高
台
に
新
園
舎

が
建
設
さ
れ
た
。

＊
震
災
発
生
時
、
中
学
生
た
ち
の
協
力
も
あ

り
、
全
員
無
事
に
高
台
に
避
難
す
る
こ
と

が
出
来
た
。

青
年
部

　元
部
長

　
　
　
　
　

城
浜
保
育
園

　
　
　
　
　
　

園
長

　 増
本 

律
秀

最終章

いたるところにがれき

未だにこのまま

残された門

積上げられた車のがれき

基礎だけ残されていた

避難した山

初訪問はお寺で保育

仮園舎

仮園舎の奥の山に新園舎建設予定

新園舎完成

震災後目印になるよう黄色の壁に

地元が元気になるように「よってんたんせ」営業

新園舎建設予定地に仮設住宅

新園舎完成

新園舎完成

日台の先生と

がれきの中からの写真

高台にある園舎の下は津波の被害に

陸前高田の園で先生方と

仮設で保育する先生の背中

園舎で保育再開

8
回
の
被
災
地
訪
問
を
終
え
て

8
回
の
被
災
地
訪
問
を
終
え
て
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福岡市保育協会青年部視察訪問の歩み

東北地方太平洋沖地震発生
平成23年 3月11日14時46分18秒
　この地震によりもたらされた災害の名称を、
　「東日本大震災」と命名。
　死者行方不明者  1万8,434人
　避難者数      約7万3,000人
　震災関連死　　　  約3,650人
　（平成30年3月9日時点）

第1回視察（参加19名）
平成23年 7月31日～8月2日
　訪問先：わかき保育園（現日台きずな保育園）
　　　　　吉里吉里保育園
　　　　　大槌保育園
　　　　　赤崎保育園（岩手県大船渡市）

第2回視察（参加16名）
平成24年 10月18日～20日
　訪問先：わかき保育園（現日台きずな保育園）
　　　　　吉里吉里保育園
　　　　　大槌保育園
　　　　　堤乳幼児保育園（現つつみこども園）
　　　　　赤崎保育園（岩手県大船渡市）

第3回視察（参加13名）
平成25年 8月25日～27日
　訪問先：わかき保育園（現日台きずな保育園）
　　　　　・平成25年9月新園舎竣工
　　　　　吉里吉里保育園
　　　　　大槌保育園
　　　　　・平成25年5月改修工事終了
　　　　　堤乳幼児保育園（現つつみこども園）
　　　　　赤崎保育園（岩手県大船渡市）

第4回視察（参加24名）
平成26年 8月25日～27日
　訪問先：みどりが丘保育園（岩手県洋野町）
　　　　　いなり保育園（岩手県久慈市）
　　　　　日台きずな保育園（旧わかき保育園）
　　　　　吉里吉里保育園
　　　　　・平成26年4月新園舎竣工
　　　　　大槌保育園
　　　　　堤乳幼児保育園（現つつみこども園）
　　　　　＊岩手県洋野町視察

第5回視察（参加16名）
平成27年 8月27日～29日
　訪問先：日台きずな保育園（旧わかき保育園）
　　　　　吉里吉里保育園
　　　　　大槌保育園
　　　　　堤乳幼児保育園（現つつみこども園）

第6回視察（参加26名）
平成28年 7月25日～27日
　訪問先：特別養護老人ホームらふたぁヒルズ
　　　　　（堤乳幼児保育園と同じ法人の施設）
　　　　　日台きずな保育園（旧わかき保育園）
　　　　　吉里吉里保育園
　　　　　大槌保育園

第7回視察（参加16名）
平成29年 7月27日～29日
　訪問先：日台きずな保育園（旧わかき保育園）
　　　　　吉里吉里保育園
　　　　　大槌保育園
　　　　　広田保育園（岩手県陸前高田市）
　　　　　・陸前高田市保育協会の5ヶ園
　　　　　　広田、米崎、横田、下矢作、竹駒保育園
　　　　　　の園長先生方より震災当時の話を聴取。
　　　　　＊奇跡の一本松視察（陸前高田市）

第8回視察（参加10名）
平成30年 7月27日～29日
　訪問先：つつみこども園（旧堤乳幼児保育園）
　　　　　・平成30年3月新園舎竣工
　　　　　日台きずな保育園
　　　　　吉里吉里保育園
　　　　　大槌保育園
　　　　　＊陸前高田市視察
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
視察訪問回数：8回
視察延べ人数：140名
視察延べ施設：36ヶ所

　
平
成
23
年
（
西
暦
2
0
1
1
年
）
3
月
11

日
、
あ
の
未
曾
有
の
東
日
本
大
震
災
が
起
こ

り
、
そ
の
年
7
月
の
訪
問
を
皮
切
り
に
、
今

年
度
ま
で
8
回
の
視
察
訪
問
を
重
ね
て
き
ま

し
た
。
被
災
さ
れ
た
保
育
園
に
出
向
き
、
復

興
の
様
子
を
伺
っ
て
き
ま
し
た
が
、
震
災
に

よ
り
被
害
を
受
け
た
保
育
園
は
全
て
再
建
さ

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の
度
、
震
災
時
に
は

避
難
場
所
と
な
っ
て
い
た
、
つ
つ
み
こ
ど
も

園
（
旧
堤
乳
幼
児
保
育
園
）
が
、
よ
う
や
く

新
園
舎
竣
工
を
果
た
さ
れ
ま
し
た
。
震
災
前

に
新
園
舎
建
設
を
考
え
て
い
た
土
地
は
、
震

災
後
仮
設
住
宅
の
た
め
に
場
所
を
提
供
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
昨
年
そ
の
仮
設
住
宅
も
全
て

撤
去
さ
れ
、
今
年
の
4
月
よ
り
開
園
に
至
り

ま
し
た
。
こ
れ
で
震
災
に
よ
り
何
ら
か
の
影

響
を
受
け
た
保
育
園
は
、
ハ
ー
ド
面
で
は
全

て
整
備
が
完
了

し
、
今
回
を
も

ち
ま
し
て
公
式

訪
問
は
終
了
さ

せ
て
い
た
だ
く

こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　
思
い
起
こ
せ

ば
、
あ
の
初
め
て
の
訪
問
の
と
き
、
目
の
前

に
広
が
る
衝
撃
的
な
光
景
に
愕
然
と
し
た
こ

と
を
は
っ
き
り
と
覚
え
て
い
ま
す
。
倒
壊
し

た
家
や
車
が
混
在
す
る
壊
滅
し
た
町
。
積
み

上
が
っ
た
瓦
礫
の
山
。
津
波
に
流
さ
れ
た
住

宅
の
後
に
残
る
露
な
基
礎
。
2
階
建
て
の
建

物
の
上
に
乗
り
上
げ
た
船
舶
。
地
震
の
揺
れ

で
亀
裂
の
入
っ
た
道
路
。
津
波
の
高
さ
が
一

目
で
わ
か
る
、
ビ
ル
の
窓
の
割
れ
た
跡
。
松

の
高
い
部
分
の
枝
に
引
っ
か
か
っ
た
、
漁
用

の
ブ
イ
。
こ
の
処
理
に
1
年
近
く
を
費
や

し
、
よ
う
や
く
2
年
目
ぐ
ら
い
か
ら
、
再
建

へ
の
動
き
が
見
え
始
め
ま
し
た
。
し
か
し
な

が
ら
行
政
の
対
応
は
鈍
く
、
海
外
団
体
の
支

援
に
よ
っ
て
再
建
を
果
た
し
た
園
も
あ
り
、

地
元
の
方
は
元
よ
り
我
々
さ
え
も
憤
り
を
感

じ
た
時
期
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
訪
問

を
重
ね
る
度
に

良
く
も
悪
く
も

変
わ
っ
て
い
く

町
並
み
に
、

我
々
も
複
雑
な

感
情
を
抱
い
て

き
ま
し
た
。
か

さ
上
げ
し
た
土
地
に
建
つ
住
宅
。
震
災
前
当

た
り
前
に
見
て
い
た
海
を
さ
え
ぎ
り
、
高
く

そ
び
え
建
つ
防
潮
堤
。
被
災
を
機
に
他
の
土

地
に
移
り
住
ん
で
し
ま
っ
た
仲
間
。
生
活
が

戻
っ
て
も
、
周
辺
の
環
境
は
大
き
く
様
変
わ

り
し
ま
し
た
。
震
災
前
と
全
く
変
わ
ら
な
い

の
は
、
あ
の
津
波
を
も
た
ら
し
た
時
以
外
は

い
つ
も
穏
や
か
な
、
地
元
住
民
の
自
慢
の
海

だ
け
で
す
。
表
面
的
に
は
、
震
災
の
爪
痕
は

ほ
と
ん
ど
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
心
の
中
の

爪
痕
は
、
こ
れ
か
ら
も
消
え
る
こ
と
は
な
い

で
し
ょ
う
。
仮
設
住
宅
も
、
全
て
が
撤
去
さ

れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
数
箇
所
に
集
約
さ

れ
、
ま
だ
そ
こ
に
住
む
人
た
ち
も
い
ま
す

（
東
日
本
大
震
災
の
影
響
で
、
未
だ
7
万
人

を
越
す
仮
設
等
の
避
難
生
活
の
方
が
い

る
）
。
さ
ら
に
地
元
産
業
の
発
展
、
雇
用
問

題
、
人
口
減
少
等
、
新
た
な
課
題
が
起
き
て

い
る
の
も
現
実
で
す
。

　
し
か
し
、
後
ろ
を
向
く
人
は
誰
も
い
ま
せ

ん
。
事
実
を
直
視
し
、
色
々
な
対
策
を
講
じ

な
が
ら
後
世
の
た
め
に
故
郷
の
町
を
存
続
さ

せ
て
い
こ
う
、
と
い
う
熱
い
思
い
が
訪
問
す

る
度
に
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
そ
し
て
何
よ
り

も
子
ど
も
た
ち

の
笑
顔
。
い
つ

訪
問
し
て
も
、

ま
る
で
何
も
無

か
っ
た
か
の
よ

う
に
元
気
い
っ

ぱ
い
す
く
す
く

と
育
っ
て
い
る

子
ど
も
た
ち
を
見
る
と
、
本
当
に
心
が
救
わ

れ
ま
す
。
こ
の
幼
子
の
命
を
つ
な
ぐ
た
め
に

は
、振
り
返
り
は
許
さ
れ
な
い
の
で
し
ょ
う
。

　
先
の
大
阪
府
北
部
地
震
、
西
日
本
豪
雨
、

北
海
道
胆
振
東
部
地
震
、
猛
威
を
ふ
る
っ
た

数
々
の
台
風
で
は
、
相
次
い
で
多
く
の
方
が

被
災
さ
れ
ま
し
た
。
気
象
や
地
殻
が
異
変
し

て
い
く
中
、
我
々
は
い
つ
も
災
害
と
隣
り
あ

わ
せ
で
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
危
機
意
識
を
持
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
こ
と

を
想
定
し
て
子
ど
も
た
ち
の
命
を
守
る
危
機

管
理
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
す
。
東

日
本
大
震
災
発
生
時
に
誇
る
べ
き
こ
と
は
、

保
育
園
に
い
た
子
ど
も
は
、
全
て
救
わ
れ
た

と
い
う
こ
と
で
す
。
日
ご
ろ
か
ら
の
防
災
訓

練
、
防
災
意
識
の
高
さ
、
先
人
の
教
え
を
忠

実
に
守
っ
た
こ
と
が
功
を
奏
し
ま
し
た
。

　
視
察
訪
問
は
、
今
回
で
終
了
し
ま
す
が
、

我
々
は
決
し
て
あ
の
大
震
災
を
忘
れ
て
は
い

け
な
い
。
被
災
さ
れ
た
方
々
の
こ
と
を
い
つ

ま
で
も
心
に
刻
み
、
こ
れ
か
ら
も
違
っ
た
形

の
交
流
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
震
災
に
関
し
て
、
福
岡
市
保
育
協
会

会
員
園
の
皆
様
よ
り
、
募
金
等
色
々
と
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
し
て
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
又
、
訪
問
に
際
し
て
温
か
い
お

言
葉
も
多
く
の
方
か
ら
頂
き
ま
し
た
。
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
そ
し
て
、
訪
問
の
際
に
毎
回
御
同
行
い
た

だ
い
た
、
い
な
り
保
育
園
の
稲
村
園
長
先
生

（
震
災
当
時
日
本
保
育
協
会
岩
手
県
支
部
支

部
長
）
、
岩
手
と
の
架
け
橋
と
な
っ
て
い
た

だ
い
た
、
み
ど
り
が
丘
保
育
園
七
役
理
事
長

先
生
（
震
災
当
時
日
本
保
育
協
会
岩
手
県
支

部
青
年
部
部
長
）
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
地

震
発
生
直
後
に
お
2
人
で
広
大
な
面
積
の
岩

手
県
を
奔
走
さ
れ
、
保
育
園
の
被
害
状
況
を

事
情
聴
取
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
園
の
必
要
と
す

る
救
助
支
援
の
一
助
と
な
ら
れ
た
こ
と
は
、

誠
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。
さ
ら
に
被
害
を
受

け
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
変
な
状
況
の

中
、
快
く
視
察
訪
問
を
お
引
き
受
け
い
た
だ

い
た
各
保
育
園
の
園
長
先
生
、
関
係
者
の
皆

様
方
に
も
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
災

害
を
受
け
て
い
な
い
我
々
は
、
現
地
の
方
の

気
持
ち
を
繊
細
に
汲
み
取
る
こ
と
が
出
来

ず
、
む
や
み
に
被
災
地
と
い
う
言
葉
を
発

し
、
同
情
す
る
こ
と
で
、
違
和
感
や
不
快
な

思
い
を
さ
せ
て
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
い
つ
も
真
摯
に
対

応
し
て
く
だ
さ
り
、
逆
に
我
々
が
多
く
の
元

気
と
勇
気
を
頂
き
ま
し
た
。
こ
の
視
察
で
学

ん
だ
こ
と
皆
様
か
ら
ご
教
示
い
た
だ
き
ま
し

た
こ
と
は
、
必
ず
今
後
の
防
災
対
策
、
危
機

管
理
に
生
か
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

視
察
訪
問
し
た
保
育
園
の

　
　
　震
災
発
生
か
ら
の
歩
み

  

日
台
き
ず
な
保
育
園

 

（
旧
わ
か
き
保
育
園
）
：
岩
手
県
山
田
町

　
地
震
発
生
時
、
園
に
は
28
名
の
子
ど
も
と

4
名
の
保
育
士
が
い
た
。
津
波
と
同
時
に
火

災
も
起
こ
っ
た
た
め
、
山
の
上
へ
と
避
難
し

た
。
救
助
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
来
た
の
は
1

日
半
後
だ
っ
た
。
園
舎
は
津
波
に
よ
り
全
壊

し
、
残
さ
れ
た
の
は
基
礎
部
分
と
園
名
が
刻

ま
れ
た
門
の
一
部
だ
け
だ
っ
た
。
山
の
上
に

仮
園
舎
を
建
設
し
、
お
よ
そ
2
年
の
時
を
経

て
、
日
本
、
台
湾
両
方
の
赤
十
字
か
ら
の
援

助
を
受
け
て
新
園
舎
を
建
設
。
日
本
の

「
日
」
と
台
湾
の
「
台
」
を
と
り
、
深
い
絆

に
感
謝
し
て
「
日
台
き
ず
な
保
育
園
」
と
改

名
し
て
新
し
い
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

　
そ
の
後
震
災
前
よ
り
園
児
が
減
っ
て
い
っ

た
が
、
今
年
は
少
し
ず
つ
増
え
て
い
る
。

＊
地
震
発
生
時
、
園
に
い
た
子
ど
も
は
全
て

無
事
だ
っ
た
。

 

吉
里
吉
里
保
育
園
：
岩
手
県
大
槌
町

　
東
日
本
大
震
災
の

被
災
率
で
、
宮
城
県

女
川
町
の
8
．

6
8
％
に
次
い
で

8
．
3
6
％
と
2
番

目
だ
っ
た
の
が
、
こ

の
大
槌
町
で
あ
る
。

町
は
津
波
で
一
瞬
に
し
て
壊
滅
し
、
園
舎
は

全
壊
。
地
震
発
生
直
後
は
、
民
家
を
借
り
て

保
育
を
行
い
、
そ
の
後
旧
園
舎
近
く
の
高
台

に
あ
る
寺
の
会
館
に
移
る
。
同
じ
年
の
8
月

に
は
仮
園
舎
が
出
来
上
が
り
、
環
境
も
か
な

り
改
善
さ
れ
た
。
2
年
を
過
ぎ
て
も
行
政
の

支
援
の
気
配
が
無
く
、
自
己
資
金
と
台
湾
赤

十
字
、
カ
リ
タ
ス
・
ス
イ
ス
と
い
う
支
援
団

体
に
よ
り
、
震
災
後
3
年
目
に
し
て
新
園
舎

完
成
。
そ
の
後
震
災
前
よ
り
園
児
が
減
っ
て

いっ
た
が
、今
年
は
少
し
ず
つ
増
え
て
い
る
。

＊
地
震
発
生
時
、
園
に
い
た
子
ど
も
は
全
て

無
事
だ
っ
た
が
、
迎
え
に
来
た
1
名
と
当

日
欠
席
だ
っ
た
2
名
は
被
災
し
た
。

 

大
槌
保
育
園
：
岩
手
県
大
槌
町

　
地
震
発
生
時
、

1
0
0
名
近
く
の
園

児
が
在
園
。
そ
の
後

70
名
程
は
、
迎
え
に

来
た
保
護
者
に
引
き

渡
す
。
津
波
か
ら
避

難
す
る
た
め
に
残
り

の
園
児
を
抱
き
か
か
え
、
30
度
を
超
え
る
急

斜
面
の
山
を
急
い
で
登
っ
た
。
園
舎
は
倒
壊

し
な
か
っ
た
も
の
の
、
押
し
寄
せ
た
津
波
で

天
井
付
近
ま
で
水
没
し
た
。
前
年
度
に
建
て

替
え
た
ば
か
り
だ
っ
た
。
そ
の
後
日
本
ユ
ニ

セ
フ
の
援
助
を
受
け
、
仮
園
舎
を
建
設
。
本

園
は
、
園
舎
が
倒
壊
し
た
園
と
異
な
り
、
復

旧
工
事
と
い
う
事
で
様
々
な
制
約
を
受
け

る
。
結
局
、
自
己
資
金
に
加
え
て
、
80
％
の

政
府
の
援
助
、
10
％
程
の
カ
リ
タ
ス
・
ス
イ

ス
の
援
助
で
改
修
が
完
了
。
震
災
発
生
2
年

後
に
、
本
園
に
戻
っ
た
。
震
災
後
60
名
定
員

で
再
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
現
在
入
園
希
望
者

が
増
え
て
お
り
対
応
に
苦
慮
し
て
い
る
。
　

＊
地
震
発
生
時
、
園
に
残
っ
た
子
ど
も
た
ち

は
全
て
無
事
に
避
難
し
た
が
、
保
護
者
が

迎
え
に
来
た
後
、
自
宅
に
戻
っ
た
子
ど
も

が
9
名
被
災
し
亡
く
な
っ
た
。

　

 

つ
つ
み
こ
ど
も
園

 

（
旧
堤
乳
幼
児
保
育
園
）：
岩
手
県
大
槌
町

　
園
舎
が
高
台
に
あ
り
、
被
災
し
な
か
っ
た

た
め
、
地
震
発
生
直
後
か
ら
保
育
園
を
避
難

所
と
し
て
開
放
。
多
く
の
人
を
救
助
し
た
。

地
震
発
生
か
ら
2
週
間
後
に
よ
う
や
く
手
探

り
で
保
育
を
開
始
。
給
食
の
提
供
な
ど
に
大

変
苦
労
し
た
。
そ
の
後
園
舎
裏
の
土
地
（
新

園
舎
を
建
設
す
る
予
定
だ
っ
た
場
所
）
を
仮

設
住
宅
の
た
め
に
提
供
。
6
年
の
時
を
経

て
、
よ
う
や
く
23
世
帯
の
仮
設
住
宅
が
全
て

撤
去
さ
れ
、
平
成
30
年
4
月
に
新
園
舎
竣
工

に
至
っ
た
。
新
築
を
機
に
1
号
認
定
10
名
、

2
、
3
号
認
定
5
2
名
で
の
認
定
こ
ど
も
園

に
移
行
し
た
。
新
園
舎
は
、
震
災
の
教
訓
を

生
か
し
た
り
、
他
の
園
を
視
察
す
る
こ
と
に

よ
り
、
じ
っ
く
り
と
構
想
を
練
る
こ
と
が
出

来
た
。
震
災
が
な
か
っ
た
ら
、
こ
の
園
の
設

計
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
と
園
長
は
語
る
。

園
の
裏
の
J
R
山
田
線
吉
里
吉
里
駅
は
、
来

年
3
月
に
釜
石
〜
宮
古
間
が
全
面
開
通
し
、

駅
も
利
用
が
再
開
さ
れ
る
予
定
。
実
に
震
災

後
8
年
を
要
し
た
。
（
開
通
後
J
R
東
日
本

か
ら
三
陸
鉄
道
に
移
管
さ
れ
る
。
）

＊
地
震
に
よ
る
被
害
は
な
か
っ
た
が
、
降
園

後
4
組
の
親
子
が
亡
く
な
り
、
6
名
の
職

員
の
家
族
も
行
方
不
明
と
な
っ
た
。

 

赤
崎
保
育
園
：
岩
手
県
大
船
渡
市

　
海
岸
か
ら
す
ぐ
の
高
台
に
あ
る
園
舎
の
直

前
、
園
庭
の
途
中
で
波
は
止
ま
っ
た
。
園
庭

は
プ
ー
ル
の
水
を
ひ
っ
く
り
返
し
た
程
度
の

水
浸
し
に
は
な
っ
た
が
、
園
舎
に
被
害
は
な

し
。
裏
に
あ
る
漁
業
組
合
セ
ン
タ
ー
が
小
学

校
を
含
め
た
避
難
場
所
だ
っ
た
の
で
移
動

し
、
更
に
波
が
来
る
か
も
し
れ
な
い
と
3
階

だ
て
の
セ
ン
タ
ー
屋
上
に
梯
子
を
使
っ
て
避

難
。
し
ば
ら
く
あ
た
り
は
、
一
面
の
海
。
避

難
し
た
日
は
、
保
育
園
の
備
蓄
の
食
糧
な
ど

で
し
の
い
だ
が
、
翌
日
以
降
は
近
く
の
被
災

し
て
い
な
い
と
こ
ろ
等
か
ら
少
し
ず
つ
食
糧

を
確
保
し
た
。
避
難
し
て
3
日
後
に
よ
う
や

く
救
助
ヘ
リ
が
来
た
。

　
幸
い
に
も
、
こ
の
地
域
の
園
児
、
小
学

生
、
中
学
生
か
ら
亡
く
な
っ
た
子
が
い
な

か
っ
た
。
中
学
生
も
セ
ン
タ
ー
が
避
難
場
所

に
な
っ
て
い
た
が
、
間
に
合
わ
な
い
と
判
断

し
て
中
学
校
裏
の
高
台
に
避
難
し
た
こ
と
が

功
を
奏
し
た
。

　
赤
崎
保
育
園
が
あ
る
大
船
渡
市
は
1
m
地

盤
沈
下
し
、
魚
市
場
も
あ
っ
た
保
育
園
の
眼

下
の
漁
港
は
満
潮
時
に
水
に
つ
か
る
（
我
々

の
訪
問
中
10
分
足
ら
ず
で
、
ま
さ
に
、
見
る

見
る
う
ち
に
浸
水
し
て
い
っ
た
）
。
チ
リ
沖

地
震
の
時
に
小
学
校
低
学
年
だ
っ
た
志
田
洋

子
園
長
は
「
チ
リ
沖
の
時
は
湾
の
水
が
一
度

引
い
て
か
ら
津
波
が
き
た
け
ど
、
今
回
は

真
っ
黒
な
海
面
が
下
か
ら
一
気
に
モ
ク
モ
ク

モ
ク
っ
と
せ
り
上
が
っ
た
感
じ
で
し
た
よ
。

す
ご
い
と
い
う
か
、
な
ん
と
い
う
か
怖
か
っ

た
。
」
と
の
こ
と
。

　
チ
リ
沖
地
震
後
に
作
ら
れ
た
堤
防
は
津
波

に
よ
り
決
壊
し
て
い
る
こ
と
や
地
盤
が
下

が
っ
た
こ
と
等
を
考
慮
し
、
赤
崎
小
学
校
と

赤
崎
保
育
園
を
高
台
に
建
て
替
え
る
予
定
が

あ
る
。
2
0
1
8
年
度
に
完
成
予
定
。
（
平

成
23
・
24
・
25
年
記
録
よ
り
）

 

陸
前
高
田
市
保
育
協
会

（
広
田
、
米
崎
、
横
田
、
下
矢
作
、
竹
駒

保
育
園
）
：
岩
手
県
陸
前
高
田
市

　
大
槌
町
に
次
い
で
、
7
．
7
5
％
と
3
番

目
に
被
災
率
が
高
か
っ
た
の
が
陸
前
高
田
市

だ
っ
た
。
震
災
発
生
時
、
築
3
年
の
竹
駒
保

育
園
が
全
壊
。
海
か
ら
3
0
0
メ
ー
ト
ル
離

れ
た
広
田
保
育
園
も
半
壊
の
被
害
を
受
け

た
。
全
壊
し
た
竹
駒
保
育
園
は
、
公
益
財
団

法
人
ヤ
マ
ト
福
祉
財
団
「
東
日
本
大
震
災
生

活
・
産
業
基
盤
復
興
再
生
助
成
金
」
よ
り
津

波
の
心
配
の
無
い
高
台
に
平
成
25
年
3
月
30

日
に
完
成
。
広
田
保
育
園
は
、
や
む
な
く
震

災
後
4
年
間
を
毎
日
地
震
と
津
波
に
脅
え
な

が
ら
半
壊
し
た
園
舎
で
保
育
を
行
っ
た
。
そ

の
後
、
平
成
25
年
9
月
18
日
、
日
本
赤
十
字

社
・
マ
レ
ー
シ
ア
赤
新
月
社
「
東
日
本
大
震

災
復
興
支
援
事
業
補
助
金
」
受
給
が
決
定

し
、
平
成
27
年
3
月
25
日
に
高
台
に
新
園
舎

が
建
設
さ
れ
た
。

＊
震
災
発
生
時
、
中
学
生
た
ち
の
協
力
も
あ

り
、
全
員
無
事
に
高
台
に
避
難
す
る
こ
と

が
出
来
た
。

青
年
部

　元
部
長

　
　
　
　
　

城
浜
保
育
園

　
　
　
　
　
　

園
長

　 増
本 

律
秀

最終章

いたるところにがれき

未だにこのまま

残された門

積上げられた車のがれき

基礎だけ残されていた

避難した山

初訪問はお寺で保育

仮園舎

仮園舎の奥の山に新園舎建設予定

新園舎完成

震災後目印になるよう黄色の壁に

地元が元気になるように「よってんたんせ」営業

新園舎建設予定地に仮設住宅

新園舎完成

新園舎完成

日台の先生と

がれきの中からの写真

高台にある園舎の下は津波の被害に

陸前高田の園で先生方と

仮設で保育する先生の背中

園舎で保育再開

8
回
の
被
災
地
訪
問
を
終
え
て

8
回
の
被
災
地
訪
問
を
終
え
て
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NEW!!

園
長

　波
多
江 

理
惠

園
長

　波
多
江 

理
惠

定員
90名

　平
成
30
年
4
月
、
福
岡
市
西
区
福
重
5
丁
目
に
社

会
福
祉
法
人
エ
ミ
ー
ジ
ュ
リ
ン
ク

　た
ん
ぽ
ぽ
保
育

園
を
開
園
致
し
ま
し
た
。
目
の
前
に
公
園
、
裏
に
は

室
見
川
と
自
然
豊
か
な
環
境
の
中
、「
心
豊
か
で
伸
び

伸
び
と
明
る
い
子
」
を
保
育
目
標
に
、
未
来
あ
る
子

ど
も
達
が
心
豊
か
に
育
つ
為
の
環
境
作
り
に
努
め
ま

す
。
開
園
ま
で
た
く
さ
ん
の
方
に
ご
協
力
頂
き
、
ま

た
支
え
て
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
感
謝
を
い
つ
ま
で
も

忘
れ
ず
、
子
ど
も
達
と
職
員
一
同
で
笑
顔
あ
ふ
れ
る

明
る
く
元
気
な
保
育
園
、
そ
し
て
地
域
に
根
ざ
し
た

保
育
園
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
皆
様

ご
指
導
の
程
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

た
ん
ぽ
ぽ
保
育
園
（
西
区
）

園
長

　廣
瀨 

顕

　

園
長

　廣
瀨 

顕

　
定員
90名

　ま
い
づ
る
ち
と
せ
保
育
園
、
天
神
ち
と
せ
保
育
園

は
中
央
区
舞
鶴
1
丁
目
、
舞
鶴
小
・
中
学
校
そ
ば
に

開
園
し
ま
し
た
。
社
会
福
祉
法
人
ち
と
せ
交
友
会
の

設
立
で
、
福
岡
県
内
4
番
目
の
保
育
園
と
な
り
ま
す
。

基
本
理
念
は
、「
H
o
m
e

　こ
こ
に
集
い

　こ
こ
に

育
み

　そ
し
て
こ
こ
か
ら
は
ば
た
く
ち
と
せ
交
友
会

は

　か
か
わ
る
全
て
の
人
に
と
っ
て

　心
安
ら
ぐ
場

所

　H
o
m
e
で
あ
り
た
い
」
で
す
。
本
園
を
家
庭

と
思
っ
て
子
ど
も
た
ち
に
は
過
ご
し
て
い
た
だ
き
、

心
を
安
ら
げ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
願
い
で
す
。
ま
い

づ
る
ち
と
せ
保
育
園
、
天
神
ち
と
せ
保
育
園
は
、
地

域
に
根
付
き
、
安
心
・
安
全
で
笑
顔
あ
ふ
れ
る
保
育

園
づ
く
り
に
励
み
ま
す
。
保
護
者
の
皆
様
と
と
も
に

歩
み
、
子
育
て
の
支
援
が
で
き
る
こ
と
を
一
番
の
喜

び
と
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
い
づ
る
ち
と
せ
保
育
園
（
中
央
区
）

園
長

　廣
渡 

成
美

園
長

　廣
渡 

成
美

定員
100名

天
神
ち
と
せ
保
育
園
（
中
央
区
）

園
長

　野
田 

駿
輔

園
長

　野
田 

駿
輔
定員
180名

　平
成
30
年
4
月
に
開
園
致
し
ま
し
た
、
博
多
と
み
ひ
ろ
保
育
園
で
す
。
各
ク
ラ
ス
30
名
の
1
8
0

名
定
員
で
す
。
0
・
1
歳
児
は
専
用
の
園
庭
が
部
屋
の
横
に
あ
り
、
時
折
外
に
出
て
は
の
ん
び
り
過

ご
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
隣
接
す
る
公
園
で
も
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
る
の
で
季
節
の
移
り
変
わ
り
を
感

じ
た
り
、
昆
虫
採
集
を
し
た
り
と
自
然
環
境
に
も
恵
ま
れ

て
い
ま
す
。
玄
関
か
ら
は
い
つ
も
癒
し
の
音
楽
が
流
れ
て

い
て
、
子
ど
も
達
や
保
護
者
の
方
に
少
し
の
間
で
も
心
を

落
ち
着
か
せ
て
過
ご
し
て
ほ
し
い
と
の
願
い
も
込
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　I
C
T
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
、
家
庭
と
園
と
の
連
携
力

を
高
め
な
が
ら
の
保
育
も
行
っ
て
い
ま
す
。
行
事
や
活
動

を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
も
ら
い
な
が
ら
、
一
体
と
な
っ
た

保
育
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
地
域
の
中
の
施
設

と
し
て
も
愛
さ
れ
る
よ
う
交
流
を
通
し
て
相
互
理
解
を
深

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

博
多
と
み
ひ
ろ
保
育
園
（
博
多
区
）園

長

　安
河
内 

浩
美

園
長

　安
河
内 

浩
美
定員
50名

　早
良
区
原
7
丁
目
に
開
園
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
学
校
法
人
飯
倉
学
園

　飯
原
保
育
園
で
す
。

閑
静
な
住
宅
街
の
中
、
地
域
の
方
々
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
約
1
0
0
0
坪
の
敷
地
に
は
木
造
平

屋
建
て
の
園
舎
と
、
3
0
0
坪
を
超
え
る
広
さ
の
園
庭
を
整
備
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
近
年
、

確
保
す
る
こ
と
が
難
し
い
と
さ
れ
て
い
る
こ
の
広
い
園
庭

で
、
子
ど
も
達
は
、
日
々
の
び
の
び
と
園
庭
を
駆
け
回
っ

て
い
ま
す
。
学
校
法
人
飯
倉
学
園
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

初
め
て
の
保
育
園
運
営
で
す
が
、
先
ず
は
、
一
人
ひ
と
り

の
子
ど
も
達
が
安
定
し
た
心
で
、
安
心
し
て
生
活
で
き
る

場
で
あ
る
よ
う
に
、
そ
し
て
、
常
に
働
く
保
護
者
の
方
の

良
き
理
解
者
で
い
ら
れ
る
よ
う
に
、
子
ど
も
を
真
ん
中
に
、

園
と
保
護
者
が
一
体
と
な
っ
て
子
ど
も
達
を
育
て
て
い
け

る
、
保
育
園
で
あ
り
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
、

協
会
関
係
者
の
皆
様
、
各
園
の
先
生
方
よ
り
、
多
く
の
ご

指
導
を
い
た
だ
き
学
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

飯
原
保
育
園
（
早
良
区
）
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NEW!!

園
長

　波
多
江 

理
惠

園
長

　波
多
江 

理
惠

定員
90名

　平
成
30
年
4
月
、
福
岡
市
西
区
福
重
5
丁
目
に
社

会
福
祉
法
人
エ
ミ
ー
ジ
ュ
リ
ン
ク

　た
ん
ぽ
ぽ
保
育

園
を
開
園
致
し
ま
し
た
。
目
の
前
に
公
園
、
裏
に
は

室
見
川
と
自
然
豊
か
な
環
境
の
中
、「
心
豊
か
で
伸
び

伸
び
と
明
る
い
子
」
を
保
育
目
標
に
、
未
来
あ
る
子

ど
も
達
が
心
豊
か
に
育
つ
為
の
環
境
作
り
に
努
め
ま

す
。
開
園
ま
で
た
く
さ
ん
の
方
に
ご
協
力
頂
き
、
ま

た
支
え
て
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
感
謝
を
い
つ
ま
で
も

忘
れ
ず
、
子
ど
も
達
と
職
員
一
同
で
笑
顔
あ
ふ
れ
る

明
る
く
元
気
な
保
育
園
、
そ
し
て
地
域
に
根
ざ
し
た

保
育
園
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
皆
様

ご
指
導
の
程
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

た
ん
ぽ
ぽ
保
育
園
（
西
区
）

園
長

　廣
瀨 

顕

　

園
長

　廣
瀨 

顕

　
定員
90名

　ま
い
づ
る
ち
と
せ
保
育
園
、
天
神
ち
と
せ
保
育
園

は
中
央
区
舞
鶴
1
丁
目
、
舞
鶴
小
・
中
学
校
そ
ば
に

開
園
し
ま
し
た
。
社
会
福
祉
法
人
ち
と
せ
交
友
会
の

設
立
で
、
福
岡
県
内
4
番
目
の
保
育
園
と
な
り
ま
す
。

基
本
理
念
は
、「
H
o
m
e

　こ
こ
に
集
い

　こ
こ
に

育
み

　そ
し
て
こ
こ
か
ら
は
ば
た
く
ち
と
せ
交
友
会

は

　か
か
わ
る
全
て
の
人
に
と
っ
て

　心
安
ら
ぐ
場

所

　H
o
m
e
で
あ
り
た
い
」
で
す
。
本
園
を
家
庭

と
思
っ
て
子
ど
も
た
ち
に
は
過
ご
し
て
い
た
だ
き
、

心
を
安
ら
げ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
願
い
で
す
。
ま
い

づ
る
ち
と
せ
保
育
園
、
天
神
ち
と
せ
保
育
園
は
、
地

域
に
根
付
き
、
安
心
・
安
全
で
笑
顔
あ
ふ
れ
る
保
育

園
づ
く
り
に
励
み
ま
す
。
保
護
者
の
皆
様
と
と
も
に

歩
み
、
子
育
て
の
支
援
が
で
き
る
こ
と
を
一
番
の
喜

び
と
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
い
づ
る
ち
と
せ
保
育
園
（
中
央
区
）

園
長

　廣
渡 

成
美

園
長

　廣
渡 

成
美

定員
100名

天
神
ち
と
せ
保
育
園
（
中
央
区
）

園
長

　野
田 

駿
輔

園
長

　野
田 

駿
輔
定員
180名

　平
成
30
年
4
月
に
開
園
致
し
ま
し
た
、
博
多
と
み
ひ
ろ
保
育
園
で
す
。
各
ク
ラ
ス
30
名
の
1
8
0

名
定
員
で
す
。
0
・
1
歳
児
は
専
用
の
園
庭
が
部
屋
の
横
に
あ
り
、
時
折
外
に
出
て
は
の
ん
び
り
過

ご
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
隣
接
す
る
公
園
で
も
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
る
の
で
季
節
の
移
り
変
わ
り
を
感

じ
た
り
、
昆
虫
採
集
を
し
た
り
と
自
然
環
境
に
も
恵
ま
れ

て
い
ま
す
。
玄
関
か
ら
は
い
つ
も
癒
し
の
音
楽
が
流
れ
て

い
て
、
子
ど
も
達
や
保
護
者
の
方
に
少
し
の
間
で
も
心
を

落
ち
着
か
せ
て
過
ご
し
て
ほ
し
い
と
の
願
い
も
込
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　I
C
T
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
、
家
庭
と
園
と
の
連
携
力

を
高
め
な
が
ら
の
保
育
も
行
っ
て
い
ま
す
。
行
事
や
活
動

を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
も
ら
い
な
が
ら
、
一
体
と
な
っ
た

保
育
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
地
域
の
中
の
施
設

と
し
て
も
愛
さ
れ
る
よ
う
交
流
を
通
し
て
相
互
理
解
を
深

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

博
多
と
み
ひ
ろ
保
育
園
（
博
多
区
）園

長

　安
河
内 

浩
美

園
長

　安
河
内 

浩
美
定員
50名

　早
良
区
原
7
丁
目
に
開
園
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
学
校
法
人
飯
倉
学
園

　飯
原
保
育
園
で
す
。

閑
静
な
住
宅
街
の
中
、
地
域
の
方
々
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
約
1
0
0
0
坪
の
敷
地
に
は
木
造
平

屋
建
て
の
園
舎
と
、
3
0
0
坪
を
超
え
る
広
さ
の
園
庭
を
整
備
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
近
年
、

確
保
す
る
こ
と
が
難
し
い
と
さ
れ
て
い
る
こ
の
広
い
園
庭

で
、
子
ど
も
達
は
、
日
々
の
び
の
び
と
園
庭
を
駆
け
回
っ

て
い
ま
す
。
学
校
法
人
飯
倉
学
園
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

初
め
て
の
保
育
園
運
営
で
す
が
、
先
ず
は
、
一
人
ひ
と
り

の
子
ど
も
達
が
安
定
し
た
心
で
、
安
心
し
て
生
活
で
き
る

場
で
あ
る
よ
う
に
、
そ
し
て
、
常
に
働
く
保
護
者
の
方
の

良
き
理
解
者
で
い
ら
れ
る
よ
う
に
、
子
ど
も
を
真
ん
中
に
、

園
と
保
護
者
が
一
体
と
な
っ
て
子
ど
も
達
を
育
て
て
い
け

る
、
保
育
園
で
あ
り
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
、

協
会
関
係
者
の
皆
様
、
各
園
の
先
生
方
よ
り
、
多
く
の
ご

指
導
を
い
た
だ
き
学
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

飯
原
保
育
園
（
早
良
区
）



　平
成
最
後
の
夏
に
、

連
日
の
猛
暑
日
と
最

高
気
温
の
記
録
更
新
、

大
雨
、
台
風
、
地
震

と
自
然
の
猛
威
が
日

本
列
島
に
お
そ
っ
て

き
ま
し
た
。
た
だ
た

だ
、
迅
速
な
復
旧
と
復
興
、
こ
れ
以
上
災

害
が
起
き
な
い
事
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

　こ
の
夏
の
暑
さ
は
、
異
常
に
感
じ
ま
し

た
が
、
こ
の
暑
さ
が
毎
年
続
く
と
言
う
報

道
も
耳
に
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
、
夕
立

が
非
常
に
少
な
か
っ
た
の
で
、
草
木
に
は

夕
方
か
夜
の
水
や
り
が
日
課
の
よ
う
で
し

た
。
か
な
り
前
に
は
な
り
ま
す
が
、
渇
水

で
給
水
制
限
に
な
っ
た
と
き
、
新
聞
記
事

で
隣
近
所
に
分
か
ら
な
い
よ
う
に
夜
間
水

や
り
を
や
っ
て
い
る
と
い
う
事
を
な
ぜ
か

思
い
だ
し
ま
し
た
。
昼
間
の
暑
さ
で
煮
え

な
い
よ
う
に
夜
水
や
り
を
し
ま
し
た
が
、

暑
さ
な
の
で
し
ょ
う
か
・
・
・
。
や
は
り
、

鉢
植
え
を
枯
ら
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

一
瞬
葉
の
色
が
薄
く
な
っ
て
き
た
か
な
？

元
気
が
な
い
か
な
？
と
感
じ
た
の
で
す
が
、

夏
の
暑
さ
な
の
で
、
そ
れ
が
当
た
り
前
で
、

普
通
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
ね
。ア
ッ

と
い
う
間
に
枯
れ
ま
し
た
。
S
O
S
を
発

信
し
て
い
る
の
に
、
そ
れ
を
普
通
の
姿
と

勘
違
い
し
た
の
で
す
。
植
物
は
成
長
に
合

わ
せ
て
、
水
や
肥
料
を
与
え
、
土
や
鉢
の

大
き
さ
を
変
え
な
け
れ
ば
育
ち
ま
せ
ん
。

物
言
わ
ぬ
草
木
を
健
康
に
育
て
る
・
・
・
。

コ
ツ
コ
ツ
と
手
間
を
か
け
な
い
と
ダ
メ
で

す
ね
。

　こ
の
暑
い
夏
を
乗
り
切
り
、元
気
に
育
っ

て
い
ま
す
！
タ
フ
な
生
命
力
に
元
気
と
癒

や
し
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
！！
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●
社
会
福
祉
法
改
革

　「
社
会
福
祉
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

案
」
の
研
修
を
受
け
た
岡
山
県
支
部
か
ら
「
理

事
体
制
の
弱
体
化
（
の
っ
と
り
）
が
非
常
に
懸

念
さ
れ
る
」
と
報
告
を
受
け
、
厚
労
省
に
出
か

け
る
と
「
法
律
は
評
議
員
が
自
由
に
理
事
等
を

解
任
す
る
事
を
認
め
ず
、
そ
の
解
任
事
由
を
制

限
し
て
い
る
。
」
即
ち

①
職
務
上
の
義
務
に
違
反
し
、
又
は
職
務
を

怠
っ
た
時

②
心
身
の
故
障
の
た
め
、
職
務
の
執
行
に
支
障

が
あ
り
、
又
は
こ
れ
に
耐
え
な
い
時

更
に
「
社
団
法
人
や
財
団
法
人
で
は
実
際

（
の
っ
と
り
）
は
起
こ
っ
て
い
な
い
」
だ
か
ら

心
配
な
い
と
。

　そ
れ
に
対
し
私
た
ち
は
「
社
会
福
祉
法
人
は

社
団
法
人
や
財
団
法
人
と
は
立
場
が
異
な
る

事
。
遅
刻
や
風
邪
で
も
解
任
理
由
に
な
り
得
た

り
理
事
の
任
期
は
2
年
で
評
議
員
は
4
年
だ
か

ら
途
中
で
「
ご
苦
労
様
」
と
か
起
こ
り
え
る
危

険
性
が
な
い
こ
と
も
な
い
」
等
を
申
し
上
げ
ま

し
た
。
す
る
と
、
「
そ
の
時
は
裁
判
を
す
れ
ば

い
い
」
と
の
返
事
で
話
に
な
ら
な
か
っ
た
。

私
達
は
、
自
民
党
議
員
を
回
っ
て
「
安
心
し
た

法
人
運
営
」
へ
の
理
解
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　更
に
、
こ
の
法
律
が
自
民
党
厚
労
部
会
に
上

が
っ
て
き
た
際
、
幹
事
長
に
「
自
民
党
預
か

り
」
と
し
て
い
た
だ
き
、
更
な
る
検
討
を
お
願

い
し
た
。

　既
に
賛
成
し
て
い
た
3
団
体
に
は
相
当
不
満

だ
っ
た
と
想
像
で
き
ま
す
。
厚
労
省
も
最
後
に

「
評
議
員
に
よ
る
解
任
権
の
濫
用
の
制
限
」

「
施
工
通
知
」
等
そ
の
他
に
同
意
さ
れ
「
社
会

福
祉
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
は
国
会
を

通
過
し
成
立
し
た
。
3
団
体
が
厚
労
省
に
従
順

で
「
安
心
し
た
法
人
運
営
」
に
鈍
感
な
の
に
驚

き
ま
し
た
。

●
平
成
23
年
4
月
東
京
都
（
社
会
福
祉
法
人
再

編
の
新
制
度
）

　東
京
都
は
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
保
育
所

な
ど
を
運
営
す
る
社
会
福
祉
法
人
の
再
編
を
進

め
る
新
制
度
を
導
入
し
た
。
11
の
指
標
で
財
務

内
容
を
点
検
し
、
基
準
に
達
し
な
い
経
営
状
態

が
悪
い
法
人
に
合
併
や
事
業
譲
渡
を
促
す
。
全

国
初
の
試
み
と
な
る
。
都
内
の
社
会
福
祉
法
人

7
0
0
法
人
の
う
ち
2
0
0
8
年
度
ベ
ー
ス
で

約
54
法
人
で
要
警
戒
水
準
だ
っ
た
。
都
議
会
の

最
有
力
議
員
数
名
と
東
京
都
庁
の
福
祉
関
係
の

責
任
者
数
名
と
と
も
に
会
議
を
持
っ
た
。

　私
た
ち
が
主
張
し
た
の
は
、
「
良
質
な
福
祉

を
目
指
し
職
員
の
処
遇
等
の
向
上
を
目
指
せ

ば
、
財
務
内
容
が
悪
化
す
る
可
能
性
が
あ
る
」

「
54
法
人
の
う
ち
保
育
園
の
み
を
運
営
し
て
い

る
法
人
の
数
は
ど
れ
く
ら
い
あ
り
ま
す
か
」
の

問
い
に
「
保
育
園
は
児
童
福
祉
法
第
24
条
で
市

町
村
の
保
育
実
施
義
務
が
あ
る
の
で
、
保
育
園

の
み
を
運
営
し
て
い
る
法
人
は
一
法
人
も
あ
り

ま
せ
ん
」
と
の
返
事
が
来
ま
し
た
。

　私
た
ち
は
「
児
童
福
祉
法
第
24
条
市
町
村
の

実
施
義
務
」
の
重
要
性
を
再
認
識
す
る
と
同
時

に
、
合
併
や
事
業
譲
渡
に
よ
る
社
会
福
祉
法
人

の
規
模
拡
大
が
目
前
に
せ
ま
っ
て
い
る
こ
と
を

実
感
し
ま
し
た
。

●
保
育
推
進
連
盟
の
結
成
と
分
離

　民
主
党
政
権
下
で
、
厚
労
省
が
民
主
党
寄
り

に
な
る
の
は
当
然
と
し
て
も
、
日
保
協
が
「
自

民
党
と
一
線
を
画
す
た
め
」
と
称
し
、
日
本
保

育
推
進
連
盟
の
会
長
、
副
会
長
、
日
保
協
の
役

員
の
兼
務
を
禁
止
し
、
私
保
連
は
民
主
党
の
保

育
議
員
連
盟
を
組
織
し
、
全
保
協
も
厚
労
省
の

影
響
を
受
け
て
「
児
童
福
祉
法
24
条
」
を
護
る

立
場
か
ら
離
れ
て
い
き
ま
し
た
。
日
本
保
育
推

進
連
盟
だ
け
が
自
民
党
と
共
に
現
行
制
度
を
維

持
す
べ
く
主
張
し
て
い
ま
し
た
。

　自
民
党
の
政
権
復
帰
後
、
自
民
党
保
育
関
係

議
員
連
盟
が
一
本
化
さ
れ
た
の
を
機
に
、
日
本

保
育
推
進
連
盟
も
保
育
3
団
体
と
話
し
合
い
、

4
団
体
2
名
ず
つ
の
8
名
で
、
新
し
い
政
治
団

体
（
保
育
推
進
連
盟
）
を
構
築
す
べ
く
1
年
か

け
て
話
し
合
い
、
4
団
体
で
合
意
し
結
成
祝
賀

会
を
見
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
丁
度
そ
の

頃
、
厚
労
省
の
方
針
を
新
シ
ス
テ
ム
に
大
き
く

変
更
し
た
厚
労
省
の
元
局
長
が
日
保
協
の
役
員

と
し
て
登
場
し
、
異
論
を
唱
え
て
き
ま
し
た
。

結
局
は
福
祉
の
原
理
で
あ
る
「
児
童
福
祉
法
第

24
条
市
町
村
の
実
施
義
務
」
に
固
執
し
新
シ
ス

テ
ム
に
賛
同
し
な
い
政
治
連
盟
が
不
服
だ
っ
た

の
で
す
。
保
育
3
団
体
も
彼
に
追
随
し
ま
し

た
。
政
治
が
分
裂
す
る
と
保
育
の
政
治
力
が
弱

く
な
る
。
喜
ぶ
の
は
誰
？

●
今
後
の
問
題
点
（
今
後
の
保
育
課
題
）

○
社
会
福
祉
法
人
の
再
編

　2
0
1
0
「
経
済
産
業
ビ
ジ
ョ
ン
」
（
新

成
長
戦
略
）
で
は
、
「
公
費
削
減
」
と
「
規

模
拡
大
」
を
主
目
標
に
お
い
て
い
ま
す
。
こ

の
こ
と
は
数
度
閣
議
決
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
社
会
福
祉
法
人
の
在
り
方
等
に
関
す
る
検

討
会
」
で
も
、
社
会
福
祉
法
人
の
規
模
拡
大

（
合
併
,
吸
収
、
事
業
譲
渡
）
や
複
数
法
人

に
よ
る
事
業
の
共
同
化
、
等
が
唄
わ
れ
て
お

り
、
い
ず
れ
も
公
費
削
減
が
目
的
で
「
保
育

の
質
」
の
観
点
か
ら
注
目
し
て
お
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

○
保
育
所
運
営
費
の
算
定
に
関
し
て
は
（
積
み

上
げ
方
式
）
と
（
包
括
方
式
）
が
あ
り
、
積

み
上
げ
方
式
は
保
育
所
運
営
費
等
国
の
算
定

基
準
（
対
象
項
目
）
が
明
確
で
、
他
の
補
助

事
業
（
市
町
村
実
施
等
）
と
の
組
み
合
わ
せ

が
実
施
し
や
す
く
、
特
に
人
件
費
に
つ
い
て

は
、
経
験
年
数
に
応
じ
た
対
応
や
、
配
置
基

準
等
の
政
策
的
上
乗
せ
が
実
施
し
や
す
く
安

定
運
営
上
利
す
る
。
市
町
村
の
実
施
義
務
で

あ
る
以
上
、
積
み
上
げ
方
式
を
持
続
す
べ

き
。
介
護
で
は
直
接
契
約
に
な
り
包
括
方
式

で
三
度
の
単
価
切
り
下
げ
が
あ
り
介
護
士
の

困
窮
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
。

○
新
し
い
公
共

　世
界
の
借
金
国
か
ら
の
脱
却
、
（
ス
リ
ム

な
政
府
、
大
き
な
公
共
へ
）
こ
れ
も
準
市
場

主
義
と
機
を
一
に
し
て
民
主
党
政
権
時
代
に

浮
上
し
ま
し
た
。

　社
会
福
祉
法
人
な
ど
既
存
の
福
祉
団
体
は

補
助
金
漬
け
で
行
政
の
下
請
け
化
し
独
自
の

事
業
を
展
開
で
き
な
い
。
そ
こ
で
N
P
O
/

社
会
性
の
強
い
企
業
が
、
こ
れ
ま
で
の
枠
組

み
に
な
い
新
し
い
解
決
策
を
提
示
し
ソ
ー

シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
を
担
う
。
と
言
っ
て
い
た

が
・
・
・
。
い
ま
日
保
協
の
役
員
は
、
社
会

福
祉
法
人
不
要
論
や
「
児
童
福
祉
の
概
念
を

狭
義
で
昭
和
的
発
想
」
と
し
て
未
来
志
向
と

称
し
児
童
福
祉
の
理
念
を
も
否
定
し
て
い

る
。
今
後
が
懸
念
さ
れ
る
。

○
退
職
手
当
共
済
制
度
の
公
費
助
成

　す
で
に
介
護
、
障
害
施
設
職
員
に
つ
い
て

は
公
費
助
成
が
廃
止
（
2
0
0
6
、

2
0
1
6
年
）
さ
れ
、
職
員
処
遇
が
劣
悪
化

し
職
員
確
保
も
困
難
に
な
っ
て
い
る
。
（
保

育
士
不
足
改
善
と
保
育
士
処
遇
改
善
）
が
望

ま
れ
て
い
る
中
で
、
公
費
助
成
制
度
の
廃
止

は
ま
す
ま
す
保
育
士
確
保
が
困
難
に
な
り
、

安
定
し
た
保
育
園
運
営
が
で
き
な
く
な
り
ま

す
。
保
育
は
委
託
制
度
が
残
っ
て
い
る
の
で

す
か
ら
ぜ
ひ
退
職
手
当
共
済
制
度
の
公
費
助

成
を
継
続
す
る
べ
き
で
す
。

○
国
家
の
価
値
観

　公
費
削
減
も
理
解
で
き
る
が
、
だ
か
ら
と

い
っ
て
乳
幼
児
か
ら
格
差
が
あ
っ
て
い
い
の

だ
ろ
う
か
。
子
供
が
「
日
本
の
宝
」
で
あ
る

な
ら
ば
、
子
ど
も
予
算
（
対
G
D
P
比
）
の

比
率
を
西
欧
並
み
に
上
げ
る
べ
き
で
す
。
ま

た
学
校
、
幼
稚
園
で
は
企
業
参
入
が
認
め
ら

れ
て
な
い
の
に
保
育
園
で
は
随
分
前
か
ら
企

業
参
入
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
保
育
園
だ
け

が
利
益
追
求
で
い
い
の
で
す
か
？
現
行
の
保

育
制
度
は
格
差
が
な
い
素
晴
ら
し
い
制
度
で

す
。
保
育
関
係
者
一
人
一
人
そ
し
て
保
育
団

体
の
使
命
は
、
「
世
界
に
冠
た
る
児
童
福

祉
」
を
護
る
事
、
「
子
ど
も
を
守
る
」
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。

福
祉
を
護
る「
児
童
福
祉
法
第
24
条
」（
下
巻
）

リ
レ
ー
回
想

リ
レ
ー
回
想

玉
川
保
育
園

　永
野 

繁
登


